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　　序　章　　　採掘作業員




　小こ星ぼし常つね弘ひろは、未来と自由を賭かけて全力で疾走していた。

　時折後ろを振り返り、追撃者の存在を確認しながら、すでに五キロは逃走している。

　路肩に咲くヒマワリの脇わきを駆け抜けると、なぜか道路は一本道になり、森や林ばかりが見えるようになってきて、どんどんひとけがなくなっていくので不安に駆られる。

　足の筋肉はパンパンになり、服は汗を吸い肌に張り付いて気持ち悪い。『呪のろわれた子供たち』でもなんでもないただの人間には、耐え難いほどの苦痛を伴う距きよ離りだ。

　不意に、中学校の級友が、常弘の肩を軽く拳こぶしで叩たたきながら『もう少し体力つけろよな』と笑っていたのを思い出す。本当に、その通りだ。

「ツネヒロ、大丈夫？」

　隣となりを並走している少女をチラリと見み遣やる。自分同様薄うす汚よごれた作業着を着ていて、年は自分より三つも下だ。

　だが彼女は息一つ上がっておらず、そして気づかわしげに揺れる彼女の瞳ひとみは深いワインレッドだった。ガストレアと同じ赤い瞳。

「ぼ、僕は、だい、じょう、ぶ……朱しゆ理りこそ、へい、き？」

　噴き出す汗を懸けん命めいに拭ぬぐいながら語りかけると、朱理は小さく頷うなずく。

　くずおれそうな膝ひざを支ささえ、歯を食いしばる。もう、自分一人の人生じゃないんだ。彼女を巻き込んでしまった以上、諦あきらめることは許されない。

　ここで捕まってしまえば、またあの暗い穴あな蔵ぐらに逆戻りだ。

　それだけは、絶対にご免だと思いながら後ろを振り返る。

　姿は見えないが、追っ手は確実に後ろにいるのがわかる。

　恐怖が常弘を貫き、不意に、もつれた自分の足に絡からまって無ぶ様ざまに転倒してしまう。

　朱理が慌あわてて立ち止まると、背後、追撃してくる敵を睨にらむ。

「ツネヒロ、私が戦ってるうちに逃げて！」

　反転すると、朱理が敵に向かっていく。

「だ、駄目だよ、朱理！　あのイニシエーターと戦っちゃ──」

　常弘が言い終わる前に、大だい音おん声じようと共に朱理が路面をこすりながらこちらに弾はじき飛ばされてくる。

　常弘は真まっ青さおになる。朱理が敵かなわないなんて、恐ろしく強いイニシエーターだと思いながら、彼女を助け起こし再び逃走に移る。

　しばらくして正面に巨大な構造物が見えてくる。最初それがなにかわからなかったが、塀へいから覗のぞく大きな円状のゴンドラや、空中に縦じゆう横おう無む尽じんに敷ふ設せつされたレールのシルエットから、徐々にそれが遊園地らしいとわかる。

　後ろには民みん警けい、前は行き止まり。常つね弘ひろは短い逃走劇の終わりを予感して歯は噛がみする。だが、まだ終わったわけではない。

　並走する朱しゆ理りと顔を見合わせて大きく頷うなずくと、遊園地の自動改札を飛び越える。係員がびっくりした顔をしているのが見えて心の中で手を合わせる。

　人ひと混ごみの中に紛まぎれてしまえば、まだ──そう思っていただけに、中に足を踏み入れて常弘は絶句した。

　シンと静まりかえった往来には人はおらず、遊具はほとんどカラのままくるくる回っている。

　平日の夕刻というのもあるのだろうが、あまりにも閑散としていた。これでは、隠れる人ゴミなど……。

　そこで背後を見てぎょっとする。常弘たちを追跡していたイニシエーターが改札口を飛び越えて現れたのだ。

　裏地にチェック柄が刻まれたおしゃれなコートにミニスカート。底の厚い編み上げ靴をはいており、小刻みに左右に揺れるツインテールは少し大きめの髪かみ留どめで結ばれていた。

　夕ゆう陽ひを背負った少女はこちらに歩いてくると、頭の上で大きく×印を作った。




「──犯罪、ダメ、絶対ッ！　妾わらわが許さないぞッ」




　その後ろから、彼女のプロモーターと思おぼしき女性が自転車を漕こいで現れる。

　改札口脇わきに行き、係員に手帳のようなもの（多分民警のライセンス）を突きつけると、自転車から降りて黒髪をかき上げる。びっくりするような美人のお姉さんだった。一体何者だろう。

「延えん珠じゆちゃん、ご苦労様」そう言うと、お姉さんは首をこちらに巡らせる。

「あなたたち、小こ星ぼし常弘くんと那な沢ざわ朱理ちゃんね？　依頼により私たち天てん童どう民間警備会社があなたたちの身み柄がらを拘束します」

　天童民間警備会社……。どこかで聞いた名前だと思って脳内を検索して、そこでぎょっとする。

「て、天童民間警備会社って……ほ、本物の天童民間警備会社ッ？」

「え、なに？　君、私たちのこと知ってるの？」

　お姉さんが身を乗りだし、期待を込めた眼まな差ざしでこちらを見る。

「知ってるもなにも……」

　東京エリア破は滅めつの瀬せ戸と際ぎわでステージⅤを倒した救世主。その救世主を抱えている民警が天童民間警備会社だ。

　暗殺や誘拐、他国からの引き抜きを恐れて、個人情報は早い段階で報道管制が敷しかれてしまったが、救世主の『里さと見み蓮れん太た郎ろう』という名前だけが、様々な憶測を呼びながら鉱山内に伝わっていた。

　気をよくしたお姉さんは顔に手を持ってくるとクク、と小さく笑う。

「そうよ。私たちは天てん童どう民間警備会社で、私は社長の天童木き更さら。そしてあなたたちはおびき寄せられたのよ。なんたってここは、里見くんがバイトしている遊園地なんだからね」

　里さと見み蓮れん太た郎ろう──

　常つね弘ひろは愕がく然ぜんとしながらよろめき、朱しゆ理りもブルリと身を震ふるわせる。

　なんてことだ、噂うわさに名高い伝説の民みん警けいがこの場にいるなんて。

　女社長がなぎ払うように手を振る。

「見るがいいわ！　これが我が天童民間警備会社の誇る最強のプロモーターの里見くんよ！」

　常弘と朱理は抱き合ったまま膝ひざからくずおれた。

　もう終わりだ。常弘はぎゅっと目ま蓋ぶたを閉じ、最さい期ごの時を待った。

　──が、いつまで待っても、なにも起こらない。

　常弘は片目を開けて女社長を見ると、彼女は頬ほおを染めながら「お、おかしいわね、ここで働いてるって聞いたんだけど……」と言って隣となりを見る。

「延えん珠じゆちゃん、里見くんが遊園地のどの辺で働いてるか知ってる？」

「妾わらわも知らんのだ。何回も見に行きたいと言ったのだが『絶対来くんな！』と言ってきかなかったからな」

　二人があたりを探し始めたので、つられて常弘も周囲に視線を巡らせる。

　遊園地は全体的に閑散として人っ子一人見あたらない。──いや、よく見ると一カ所だけ人だかりが出来ている場所があった。




　──魔ま法ほう少女に子供たちが群むらがっている。




　正確には、魔法少女の着ぐるみめがけて、小学校低学年くらいの子供たちが総そう出でで蹴け飛とばしたりぶっ叩たたいていた。あれは四十七人の魔法少女を描いたアニメ『天てん誅ちゆうガールズ』の不人気キャラ、天誅バイオレットだ。

「やっちまえ」「いい加減死ね」「ゲヘヘ」「殺せ！　殺せ！」

　なにがそんなに憎いのか、子供たちは取り憑つかれたような表情で一心不乱にバイオレットを袋叩きにしている。馬乗りにされて殴られている魔法少女の笑顔の奧からくぐもった悲鳴が聞こえてくる。

　女社長が嫌いやそうな顔をした。

「まさか……」




　──「あああああああああぁぁぁぁもう、うぜぇなぁッ！」




　突とつ如じよ、魔ま法ほう少女が信じられないほど汚い言葉を吐いた。

　子供たちはぴたりと動きを止めて周囲を見渡すが、当然他ほかに人の姿などない。

　バイオレットがむくりと起き上がり首に手を掛けると、中からびっしょりと汗をかいて荒い息をつく少年が現れる。なんだか目つきが悪くて、顔が不幸っぽい。

「もう少し俺おれをいたわれ、ガキ共ッ。ぶん殴るぞ」

　最初子供たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だったが、不意に少年の近くにいた子供から順番に、恐怖で失禁し始める。

「バイオレットが死んじゃったぁ～」「怖いよぉ～」「中から変なの出てきたぁ～」

「おい泣くな！　泣くなったら！　バイオレットは生きてるよ。『ほら、魔法少女ですよ～』…………ああクソッ！　そうさッ、俺はバイオレットの腹を突き破って生まれてきたエイリアンの幼よう生せい的ななにかだよ。悪かったなチクショウッ！」

　少年がバイオレットの首とマジカルステッキを地面に叩たたきつけると、ゆっくりとこちらに歩いてきた──首から下は魔法少女のまま。

　まさかあれが里さと見み蓮れん太た郎ろうなのかと訝いぶかしんでいると、女社長が腕うで組ぐみをする。

「里見くん、遅い！　私が呼んだらすぐ来る」

　蓮太郎は頭髪をかきながら、覇は気きのない声で愚ぐ痴ちる。

「んなこと言ったって木き更さらさん、俺は命をかけて東京エリアを守ってるのに、どうしてウチの給料はコンビニのバイトより安いんだ？　おかげで俺は、こんな人間サンドバックみたいなバイトをするハメになってんだぞ」

「仕事してるときは社長って呼びなさいッ。それに里見くんが悪いのよ。君がステージⅤを倒してから、ガストレアの動きが沈静化して、依頼が激減しちゃったんだもの。私たちは前回の一件から一つもまともに依頼を解決できてないんだからね。今月も誰だれかさんのおかげで収入ゼロなのよ？　わかってるの？　甲か斐い性しよう無しのさ・と・みくん」

　痛いところを突かれたのか少年がうめき声を上げて顎あごを引く。と、彼がこちらに気付いた。

「で、こいつ等らはなんなんだよ？」

「捕ほ獲かく対象」

「捕獲対象？　政府筋の依頼なのか？」

「いいえ、依頼人は民みん警けいよ」

「民警が民警を雇うなんてこと、あるのか？」

「ま、珍しいことじゃないわね」

　下した請うけかよカッタりぃとぼやくと、蓮太郎がこちらを向いてかがみ込んできた。「で、お前等なにやったんだ？」

　常つね弘ひろと朱しゆ理りは顔を見合わせたあと「実は……」といって、逃げてくるまでの成り行きを話した。

　常つね弘ひろの父親の借金が膨ふくらんで、ある日家に帰るとヤクザが家にいたこと。ヤクザに「坊ぼう主ず、とりあえず、中学校には明日からいけんぞ」と恐きよう喝かつされて、そのままヤクザのフロント企業が盗とう掘くつするバラニウム鉱山に送り込まれたこと。未み踏とう査さ領りよう域いきにあったバラニウム鉱山で、来る日も来る日もなんの希望のない鉱山労働をさせられたこと。類は友を呼ぶというべきか、ヤクザが鉱山守しゆ護ごに連れてくる民みん警けいはロクでもない連中ばかりで、自分たちが逃げないように監視する意味合いの方が強かったこと。仲間の労働者がリンチにあって殺されたこと。朱しゆ理りと出会い、逃亡を考えるようになったこと。そして隙すきを見てジープを奪い滅め茶ちや苦く茶ちやな運転ながらも命からがらモノリスの中にまで逃げ込んだことまで、一ひと息いきに語る。

「む、全然悪い奴やつ等らではないではないか」

　延えん珠じゆがそう言うと、蓮れん太た郎ろうと木き更さらは困り切った表情をした。

「……どうすんだよ、社長」

「そんなこと私に言われたって……それにもう、見つけましたって、ここに来る途中、依頼人に連絡しちゃったし……」

「依頼人？」

　風かざ切きり音と共に、常弘の足あし下もとに凄すさまじい速度でなにかが突き刺さる。

　ボウガンの矢だ。

「おぅ、見つけたぞクソガキどもッ！」

　振り向いて常弘は悲鳴をあげそうになった。

　億おつ劫くうそうに右手に提げられたバラニウム製のボウガン、いかつい顔に比して岩のような顔に穿うがたれた細い眼めには、隠しようのない憎ぞう悪おが宿っている。

　羽は賀がだ。逃げだしてきたバラニウム鉱山における恐怖の象徴で、気にくわない作業員を三人も殺している恐ろしいプロモーター。

　羽賀は爬は虫ちゆう類るいめいた瞳ひとみで舌なめずりした。

「よくもなめた真ま似ねさらしてくれたな、おぅ。覚悟しろや、貴き様さま等らぶっ殺して死体を豚に食わせてやんよ」

　逃げなきゃ。そう思うのに恐怖に凍り付いた常弘の足は動かない。

　羽賀はことさらゆっくりボウガンを照準すると、引き金に指をかける。

「おい待てよ、オッサン。お前が依頼した民警なのか？　イニシエーターはどうしたんだよ」

　羽賀は視線を横にスライドさせて、その時初めて蓮太郎に気付いたらしい。

「あとで報ほう酬しゆうはやるから黙だまってろよ、野の良ら犬いぬが」

「……イニシエーターはどうしたって、聞いてんだよボケ」

　蓮太郎はまんじりともせずに羽賀を見る。ぎょっとして先に視線を逸そらしたのは羽賀の方だった。

「チッ。あーあーそういやいたなぁ。ギャアギャアうるさくわめくからぶっ殺しちまったけど、まあ任務中の殉じゆん職しよくってことにしといたから、もう少し待てば国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏが代わりの奴やつを──」

「──天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型三番ッッ！」

「あ？」

「『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』ッ」

　油断していた羽は賀がの顔面に蓮太郎の拳こぶしがねじ込まれ、顔がん貌ぼうが叩たたき潰つぶれ前歯を三本破は壊かい、鼻血を噴きだしながら三メートル近く吹っ飛び、完全に沈ちん黙もく。

「ざけんじゃねぇよ！　テメェは民みん警けいの面つら汚よごしだッ。二度とその面見せるな。次会ったとき、まだ民警やってたらブチ殺すからな！」

　蓮れん太た郎ろうは威勢よく啖たん呵かを切ったあと、なぜだか急に体を強こわ張ばらせる。そして申し訳なさそうに肩を丸めながら木き更さらの方を振り返った。木更は立ちくらみがしたのか顔に手を当てている。

「わりぃ、またやっちまった……」

「ちょっとなに依頼人をぶっ飛ばしてるのよ、里さと見みくん！　これで報ほう酬しゆうもらい損ねるのは何回目だと思ってるの？　殴るなら報酬もらってから殴りなさい！」

「そっちかよ！」

　流れから取り残された常つね弘ひろはポカンと口を開けていた。助けてくれた……民警が？

　蓮太郎は木更にメモとペンを借りると、それに何か走らせて、常弘の手に握らせてくる。

「ここにいる殺人課の多た田だ島しまって警部の所に出頭しろ。あいつは『呪のろわれた子供たち』の差別主義者じゃないから力になってくれんだろ。無免許運転は食らうかもしれんが情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はありまくりだ。あ、ただし気を付けろよ。あの警部、ヤクザが仏に見えるくらい恐ろしい面してるからな」

「あ、あの……僕……」

　常弘は言葉に詰まる。何か言わなきゃと思って顔を上げたとき、木更の携帯の着信音が割り込む。

「里見くん、久方ぶりの獲え物ものよ。ガストレアのステージⅠが東京エリア二十三区で目撃されたわ！　高こう空くうから迷い込んできた羽は虫むし型みたい」

　蓮太郎はうんざりした表情をした。

「おい木更さん、ここ十一区だよな……車でも呼んでくれんか？」

　木更は自転車を起こすとサドルを跨またいでペダルに足を置いて振り返る。

「馬ば鹿か言わないで。ウチにそんなお金あるわけでしょ！　走るの！　君が！　いますぐ！」

　蓮太郎は、視線を下に降ろすと、自分の首から下が魔ま法ほう少女なのを確認する。

「じゃあ手伝ってくれよ。これチャック壊こわれてて、中からじゃ開けられねぇんだ」

　木更と延えん珠じゆが顔を見合わせると、意地悪そうにニタァッと笑った。

「よく似合ってるわよ、里さと見みくん」「よく似合ってるぞ、蓮れん太た郎ろう」

　蓮太郎が、がっくりと項うな垂だれた。

「勘弁してくれよな……」




　暮れなずむ夕ゆう陽ひの中、着ぐるみ少年と子犬のようにまとわりつく少女、その後ろからメガホンで発はつ破ぱをかける自転車に乗った少女が長い影を引きながら遠ざかっていくのを常つね弘ひろは見ていた。

　見返りも求めず、自分の正義を遂げる存在。

「あれが……本当の、民みん警けい」

　心に憧どう憬けいの炎が灯ともり、こみ上げてくる感情で胸がいっぱいになる。痛くなるくらい強く拳こぶしを握ると、朱しゆ理りに向き直る。

「朱理、僕、将来民警になりたいッ。だから、その……良かったら僕のイニシエーターになってほしいんだ！」

　朱理は一いつ瞬しゆん驚おどろいて瞳ひとみを見開くが、はにかんで笑うと小首をかしげた。

「ツネヒロが、そうしたいなら」

　その笑顔があまりに眩まぶしすぎて、常弘は耳まで真まっ赤かになる。気恥ずかしさに顔をそむけながら、小さくなっていく彼らの影を見つめる。




　二〇三一年、世界残存人口、七．五億。

　ＩＩＳＯに登録している民警の正規ペア、二十四万組。

　モノリスの中で身を寄せ合い、静かに破は滅めつの道を歩む斜陽の世界。




　開始因子イニシエーターと加速因子プロモーター。

　彼らは二人一組の戦せん闘とう員いん。

　身に修めた力でガストレアと戦う──人類の最後の希望なのだ。






[image: 第一章　バラニウム戦争]
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　早朝の冷たい爽そう気きに満ちた畳たたみ敷じきの道場、その中央には黒いセーラー服を着た天てん童どう木き更さらが立っている。

　柔らかい朝日が黒すぎるストレートの髪に当たりきらきら光り、彼女の後ろに小さな影を投げる。

　彼女は目を閉じ腰を落とし、刀の柄つかに手をかけたまま、すでに十分近くも同じ姿勢だった。

　天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ『涅ね槃はん妙みよう心しんの構え』。一刻たりともとどまらず変転する状況の中にあって、なおその存在は自在であることを意味する天童式抜刀術の攻防一体の型である。

　綺き麗れいだ──道場の脇わきで正座して姉弟子を見上げる蓮れん太た郎ろうは心の底からそう思うと共に、戦せん慄りつを禁じ得ない。彼女の構えには一いち分ぶの隙すきもなく、蓮太郎がどの方向から打ち掛かっても、刃じん圏けんに踏み込んだ瞬しゆん間かん、容よう赦しやなく斬きり捨てられるに違いないと確信させるなにかがあった。

　蓮太郎はこっそりポケットからスマートフォンを取り出して液晶画面を眺める。登校時間が近くなってきた。もうすぐ、彼女は動く。

　予想通りほとんど待つ必要はなかった。

　木更が小さく吐と気きし、澄すんだ声が響ひびき渡る。

「天童式抜刀術一の型一番──」

　鞘さや鳴なりがして、雷らい閃せんの如ごとき速度で刀が抜き放たれる。

「『滴てき水すい成せい氷ひよう』」

　斬ざん撃げきの音はヒュオン、とでも形容すべきひどくつつましやかなものだった。だが木更の正面にあった的まと──削りだした木材に布を巻き付けた標的は破は滅めつ的な爆ばく音おんと共に上半分が吹き飛んで、道場の壁にぶち当たる。

　そしてなにより驚きよう愕がくすべきは、木更と標的の距きよ離りはゆうに六メートル以上あったということだった。

　蓮太郎はゴクリと唾つばを飲んだ。

　刀の鞘をカタパルト代わりに加速して刀を射出する抜刀の間合いとは、刀の長さに使い手の腕うでの長さと踏み込みを合がつ算さんしたものとなる。

　だが、天童の抜刀斬撃には、それ以外のなにかが存在する。

　蓮太郎も彼女の技をすべて見たことがあるわけではないが、間合いの三倍までは切り裂けることを知っている。これも、三年も前のデータに過ぎないが……。

　ハッとして立ち上がると、蓮太郎は拍手しながら近づいてタオルを投げる。すさまじい精神集中を要して憔しよう悴すいした木更は「ありがと」と言ってタオルで顔を拭ぬぐった。

「相変わらずとんでもねぇ剣速だな、免許皆かい伝でんの社長様」

　木き更さらはツンと顎あごを上げておすましする。

「仕事してないときは社長って呼ばないで。それに、そう思うなら君も精しよう進じんなさい、初段の里さと見みくん」

「参考になる。抜ばつ刀とう術じゆつと戦せん闘とう術じゆつの違いはあっても同じ天てん童どうの技だから盗めるところは沢たく山さんあるからな。アンタはガチで悟りの境地に入ってんよ」

　木更はまんざらでもなさそうにクスリと微ほほ笑えみながらうなじの辺あたりで髪をかき上げる。

「あのね、ご期待に添えなくて申し訳ないけど剣の道に悟りはないわ。悟ったと自覚した瞬しゆん間かん、そこには虚きよ妄もうや虚栄が生まれて剣が曇くもるらしいからね。それに私が免許皆かい伝でんに上がったとき、助すけ喜き与よ師範は私を見ながら言ったわ『お前の剣は悲しいほど腐りきった剣だ。それを踏まえた上でお前を免許皆伝にする』ってね」

「…………。……あの妖よう怪かいジジイ、まだ生きてんのか？」

「今年で百二十歳、ピンピンしてるわよ」

「チッ、いい加減召されりゃいいのに……」

「でも、おかげで慢まん心しんせずに済んでる。いまこうして精神を研とぎ澄すましていてわかるもの。私はもっともっと先に行けるってね」

　木更は不敵な表情を浮かべると、標的を片付け始めた。

　それを見送りながら蓮れん太た郎ろうはいじましい気持ちになって唇くちびるを尖とがらせる。別に、木更さんが強くならなくても俺おれが守ってやんのに。

　蓮太郎は、そこでおやと気付く。

　てっきりいつもの居い合あい刀を持っているものとばかり思っていたが、黒くろ鞘さやに黒い頭かしら、赤い下さげ緒お、よく似ているがこれは真しん剣けんだ。

「『殺せつ人にん刀とう・雪ゆき影かげ』か……」

「そうよ」

　木更が作業を止めてこちらを振り返ると、鞘を払って窓から差し込む陽光にかざす。

　朝日を浴びて散乱する乱みだれ刃ばの刃は文もんは見る者を吸い寄せる魔ま力りよくに満ちていた。

　刀を見ながらうっとりするように木更が呟つぶやく。

「里見くんに殺人刀の意味、言ったことあったっけ？」

「いや……」

「禅ぜんでね、活かつ人にん剣けんの対極にあって人間が持っている妄もう執しゆうを否定する刀のことなの。これはね……すべての天童を狩るための刀なのよ、里見くん」

　蓮太郎は木更に見えないように固く拳こぶしを握りしめ眦まなじりを鋭くする。指摘すべきなのだろうか。殺人刀の輝かがやきに魅み入いられている木更もまた、妄執に取とり憑つかれているようだと。

　腎じん臓ぞうの機能停止で長時間の戦闘に耐えられなくなった木更は、ここ最近前線にでることを諦あきらめて事務所のロッカーに雪影をしまって取りだすことはなかった。

　それを再び道場で振るうということはどういうことなのだろうか。蓮れん太た郎ろうが前回のテロ事件を契機に自分の両親の死の真相を究明しようと思ったように、木き更さらにもなにか心境の変化があったと思うのは考えすぎだろうか。

　ふと国語の授業で習った方ほう丈じよう記きの『ゆく河の流れは絶えずして、しかも、もとの水にあらず』という言葉が浮かぶ。

　蓮太郎が口を開きかけたその時、ドタドタと大きな足音がして乱暴に道場の扉が開け放たれる。ウサギそっくりのツインテールを揺らせて飛び込んできたのは延えん珠じゆだった。

「蓮太郎！　今日こそ妾わらわにも稽けい古こをつける約束だぞ」

　そういえば、そんな約束をしていたか。




　蓮太郎はオモチャの拳けん銃じゆうの遊底スライドを引き初弾を装そう填てんしながら十メートル先にいる延珠を見み遣やる。

「いいか、危ないと思ったときはちゃんと叫べよ」

　延珠が「わかった！」と大声で言ったあと手を振ってくる。

　蓮太郎たちは道場の裏手の芝生側に回っていた。

　大きく深呼吸。

　蓮太郎の握る拳銃は、プラスチック製のＢＢ弾を撃ち出すオモチャであることを示すため、銃身先端が赤く塗られている。

　蓮太郎が拳銃を構えると、延珠が力を解放したのがわかった。

「い、いくぞ」

　蓮太郎は延珠の胸元を照準して発砲、乾いた射撃音とともに、弾たまが発射される。

　あれ、と思ったときには延珠の横を弾が擦さつ過かしていく。

　照準しそびれたかと思って再照準して撃つと、今度はよりハッキリと、延珠が一いつ瞬しゆんで移動したのがわかる。

「こ、この……ッ」

　蓮太郎は連射するが、延珠はそれを危なげなくよけていく。というより、明らかに退屈そうに眉まゆをひそめていた。

「蓮太郎ぉ、全然つまんないぃ」

「アホッ、戦せん闘とう訓練は楽しいもんじゃねぇだろ」

　だが、そうまで言われれば……。

　蓮太郎はオモチャを放り捨てると、スプリングフィールド社製ＸＤ拳銃を抜く。装填している弾は低致死性のゴム弾だが、火薬を使って加速するので、実弾と同じ速度で発射されるし、当たれば痛いでは済まない。彼女に再生能力があるのはわかっていても、使用したくなかった。

　初弾発射。ガツンと来る射撃反動を制御しつつ、かわされるのを予測して回避位置に当たりをつけて連発する。

　延えん珠じゆが本気になったのは残像に残る鋭い瞳ひとみを見ればわかった。道場の外壁を三角飛びの要領で跳ちよう躍やくし、着弾位置の一歩手前を駆け抜けながら蓮れん太た郎ろうに接近してくる。

　蓮太郎は驚きよう愕がくしながらも、バックステップを踏みながらさらに射撃。

　突然パッと延珠が目の前に現れぎょっとする。無理矢理銃口をそちらに向けるがすぐに失策だと気付く。彼女の足あし裁さばきの方が圧倒的に速い。

「てりゃッ！」

　ジュッと手の皮を擦こすられる痛みと共に、下段から伸び上がるように繰りだされた延珠の蹴けりが蓮太郎の拳けん銃じゆうを弾はじき飛ばした。

「勝負あり！　そこまで」

　腕うで組ぐみして観戦していた木き更さらのジャッジが入る。

　蓮太郎は冷たい汗が頬ほおを伝うのを感じながら、ゆっくりと視線を横に移動させて首にぴったりと押し当てられた延珠の蹴りを見た。

　延珠はゆっくり足を抜くと、嬉うれしそうに後ろ手を組んで覗のぞき込むようにこちらを見た。

「ま、これからに要期待と言うところだな」

　蓮太郎は苦にが虫むしをかみつぶしながら拾い上げた銃をしまう。たしかにこれでは、どちらに稽けい古こをつけているのかわかったものではない。

　前回のテロ事件の際、蛭ひる子こ小こ比ひ奈なという二刀剣士のイニシエーターと対たい峙じしてそのスピードに驚おどろかされたものだが、こうして戦ってみてはっきりとわかることがある。

　スピード特化型イニシエーター、藍あい原はら延えん珠じゆの速度は小比奈のさらに上を行く。延珠はあらゆる拳銃使いの天敵といっていい。

　だが延珠が凄すごいのはこれだけではない。強大な力を持つイニシエーターが一般人に敗北する場合、殺意の乗った剣や銃口を突きつけられて戦せん意い喪そう失しつして、という場合が往々にしてある。つまり彼女たちにおける敗北とは、『十歳の女児』という精神の脆ぜい弱じやく性を突かれたがゆえのものなのだ。

　だが延珠は銃口を恐れない。そしてそれは、蓮太郎と出会う前から身についていた能力だ。

　延珠は『呪のろわれた子供たち』であり、戦後十年経たったこの世界を動かしているのは『奪われた世代』と呼ばれているガストレアへの憎しみをつのらせる者たちだ。

　本人はあっけらかんとしているが、彼女が自分と出会う前、どういう局面で銃口を向けられてきたのか想像するだけで胸が痛くなるし、そんな社会を、きっと自分は許せない。

　蓮太郎はＸＤ拳銃を掌てのひらに置いてまじまじと見た。

　自己防衛セルフデイフエンスの名目で一般市民に拳銃の所持が許可されて久しい。だが、いくつかの死線をくぐって蓮太郎が悟ったことは、銃器とは、コンマ一秒でも早く正確に相手に照準して引き金を引くための攻撃的武器であり、セルフディフェンスなどというお題目は犬も食わないほどの方ほう便べんであるということだ。

　これはかつての技術立国日本が食い詰めて、金や税金と引き替えに人殺しの武器をばらまいているようなものだ。

　実際これのおかげで司し馬ば重工のようなグローバルで通用する巨大企業が生まれてはいるのだが、反面銃犯罪の温おん床しようになっているので、あらゆる意味でその功こう罪ざいは大きい。

　蓮れん太た郎ろうははっきりと銃が嫌いだと断言できる。だがこれを使わなければ、姉弟子の木き更さらや強力なイニシエーター延えん珠じゆとの実力差は埋めがたい。

　蓮太郎は小さく首を振る。

　人をしてガストレアを葬ほうむるために施せ術じゆつされた機械化兵士『新人類創造計画』。蓮太郎はこの力も嫌いだ。より正確には超バラニウム合金製の右手と右足の中に仕込まれた大口径薬やつ莢きように嫌けん悪おを覚える。

　なぜなら銃弾は、攻撃的なものであれ防御的なものであれ人を殺す。こんなものは世界からなくならなければならないのだ。絶対に。絶対に。

　その時制服の裾すそが引っ張られて振り返ると、延珠がにこにこしながらさかんに自分を指差していた。

「蓮太郎、妾わらわの戦いぶりはどうだった？」

　蓮太郎は目を閉じ、鼻から大きく息を吐く。

「あのな延珠、スカートでハイキック連発すんな」

　一いつ瞬しゆん瞳ひとみをぱちくりさせた延珠はスカートを押さえてはにかみながら「嬉うれしいくせに」と楽しそうに笑う。

　木更の槍やりの如ごとき視線を背に受け冷や汗をかきながらも、延珠の頭に手を置いて「アホ」と髪をくしゃくしゃにすると、延珠は眼めを細めて楽しそうに笑った。

「里さと見みくん」

　振り返ると、木更が右手を掲かかげて腕うで時ど計けいの位置をトントンと左手の指で叩たたいて見せた。時間だ。

「あー……延珠、じゃあ俺おれたち、学校行ってくんぜ」

　延珠は一瞬ぴたりと動きを止めるが、すぐに「うむ、では勉学に励んでくるがよい！」と胸を張る。蓮太郎は、それを複雑な表情で見た。

「…………延珠、お前の受け入れ先、なるべく早いうちに見つけてやるからな」

「ゆっくりでいいぞ」

　延珠は、少し困ったように笑った。




　道場をでて何本か角を曲がると大きな通りにでると、そのまま道なりに歩く。

　まだ朝が早い方なので車通りは少なく、人影もまばらだ。

　新緑の匂においがするポプラ並木を木更と並んで歩いていると、木更が正面を見たまま口を開く。

「延えん珠じゆちゃんの新しい小学校、まだ見つからないの？」

「ああ……」

　蓮れん太た郎ろうは足あし下もとの御み影かげ石いしのタイルを見ながらそう呟つぶやく。

　延珠は蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件の際、影胤に『呪のろわれた子供たち』であることを暴あばかれて、通っていた小学校の退学を余よ儀ぎなくされている。

　延珠は気にしていない風を装っているが、十歳の少女に気を遣つかわれているのは保ほ護ご者しやとして恥の極きわみだったので、なんとか彼女の笑顔を取り返そうと学校が終わったあと何校も小学校を回り、延珠を受け入れてくれないかと頼み込んだ。

　蓮太郎は路面に落ちていた小石を力の限り蹴け飛とばす。

　だが、当然ながら芳かんばしい反応は得られなかった。

　あまり誉ほめられたことではないが、延珠の正体を隠して普通の子供と偽装して転校届けを書いたのだが、天てん網もう恢かい々かいと言うべきか、どうやら学校間の横の繋つながりで延珠が『呪われた子供たち』だと伝わっているらしく、一度など応対した途と端たん、悪あし様ざまに『赤あか目めも嫌いなら、赤目の味方をするやつもガストレアウィルスで脳がやられている』と言われて面食らったものだ。

　蓮太郎は顔を上げ、きらきら輝かがやく太陽を陰気な視線で睨にらむ。

　成績も良く、運動神経も抜群で、いるだけでクラス全体の雰ふん囲い気きを明るくする延珠は、本来なら学校側が三さん顧この礼で迎えるべき生徒だ。それをどうして──チクショウッ。

　突然蓮太郎の鼻の頭が強く押され、びっくりして横を見ると、木き更さらが腰に手を当てむくれた表情で覗のぞき込んでいた。

「ちょっと里見くん、君、すべて自分の問題だと思ってない？　それは『私たち』の問題よ。天てん童どう民間警備会社の社員である延珠ちゃんの問題は私の問題でもあるの。……ねぇ、私考えたんだけど、この際外がい周しゆう区くの学校に通わせたらどう？」

「あの廃はい墟きよばかりの青空教室にか？　授業のレベルが低すぎて話にならねぇだろ」

「あら、それってつまり延珠ちゃんにはレベルの高い学校に行ってほしいってこと？」

　蓮太郎は痛いところを突かれてうめいた。

　確かに、一番優先すべきは延珠にとってそこが居心地が良い学校かどうかだ。

　たとえ延珠がいくら本来の自分を偽って周囲にとけ込んだとして、彼女の中に他人を欺あざむいているという意識がある限り、そこは彼女にとって心から安らげる場所にはならない。そして延珠は、鈍感でもなければ、平気で他人に嘘うそをつけるような人間でも、絶対にない。

　蓮太郎が立ち止まると、数歩先を行ってから木更が振り返った。

「まあなんだ……その案、考えておいてやるよ」

　木更があきれたように溜ため息いきをついて小さく首を振る。

「里見くんってホンット、延珠ちゃん中心で物事が回ってるのね。鏡見てみたら？　さっきまでと違ってすごく嬉うれしそうな顔してるわよ」

　蓮れん太た郎ろうは慌あわてて自分の顔に手を当てるが、木き更さらがしてやったりとほくそ笑んでいるのを見て手玉にとられたことに気付いた。

「そこで里さと見みくん、なにをするにも先立つものが必要だと思うの。依頼があるわ。自分から頭を下げて営業に回らなくても依頼が来るようになったのよ、天てん童どう民間警備会社にもやっと運が巡ってきたわね、ウフフ」

「なんだよ、面倒くせぇのは嫌いやだぞ」

　木更が挑ちよう発はつ的な瞳ひとみで艶つやのある黒髪をパッとかき上げると、告げた。

「依頼は護ご衛えい任務。護衛対象は聖せい天てん子し様。なんと、今回は聖天子様直じき々じきに君を指名してきたのよ、里見くん」




　　　　２




　放課後になって電車に乗り継ぐと、蓮太郎は東京エリア第一区を目指した。

　道すがら、蓮太郎は列車の窓から外のモノリスをぼんやり眺めながら、どうして俺おれにという思いを引きずっていた。

　一ヶ月ほど前、東京エリアを救い、ステージⅤのガストレア撃滅の功績をたたえるため行われた叙じよ勲くん式しきを蓮太郎はぶち壊こわしにして飛び出している。

　恨まれこそすれ、仕事を回してもらうような間あいだ柄がらではないはずだ。

　釈しやく然ぜんとしないながらも蓮太郎は聖せい居きよ前で列車を降り、そのまま歩くと数分もしないうちに聖居が見えてきた。

　ネオ・ゴシック建築というのだろうか。骨に似た石柱から見える湾曲した窓ガラスや、波打つように傾斜した門前など、全体的にどこか生物的な曲線を多用している。

　何度見ても絢けん爛らんな洋風建築物だが、美術の審しん美び眼がんがない蓮太郎にはタチの悪い成なり金きん趣味にしか見えない。

　守衛に名前と来意を告げ、しばらく守衛が通信で中とやりとりしたあと、前後を守衛にサンドイッチされながら通される。

　どこに通されるのかと訝っていたら、記者会見室だった。

　パイプ椅い子すが整然と並んでおり、正面にはスポットライトとひな壇だんが設置されている。

　いつもあそこに報道官スポークスマンが立って記者の質問に淀よどみなく答えているのだろう。昔、天童の屋や敷しきにいたころは何度かこの手のイベントを見る機会があったので、こういう場所に来ると妙みような懐なつかしさを覚える。

　そう思っていたからこそ、登とう壇だんしているのが聖天子本人であることに気付いて驚おどろく。

　彼女の正面に何人かがまばらに座っており、どうやら演説かなにかの練習中らしい。まだこちらに気付いた様子はない。

　東京エリア三代目国家元げん首しゆはいつも着ている真っ白いドレスを着て、張り詰めた表情をしていた。相変わらず、近寄りがたいほどの美び貌ぼうの持ち主である。

「本日はお日柄も良く、お集まりの皆様におかれましてもご清せい栄えいのこととお喜び申しあげます。さて、本日これからわたくしがお話しすることはたった三つだけです。たった三つ──」

　視線や呼吸の置き方、喋しやべり方の緩かん急きゆうなどはほぼ完かん璧ぺきといえた。

　目の前の自分と同い年の国家元首は大人顔負けの演説を披ひ露ろうしている。

　蓮れん太た郎ろうは声をかけるのもためらわれて聞き入り、傍かたわらの椅い子すの背板の上に手を置く。

　と、その時椅子の脚が大きく鳴り、視線が一斉にこちらを向いてビクリとする。

　聖せい天てん子しは居い住ずまいを正すとドレスの前で優雅に手を組んでにっこり笑った。

「ごきげんよう、里さと見みさん。時間通りですね」

　ふと、脳裏で聖天子に掴つかみかかりかけた記憶が蘇よみがえり、俯うつむき加減に後ろ頭をかく。

「その、この前は悪かったな」

「気にしていません」

　聖天子の薄うすい微ほほ笑えみを見ながら、見た目だけではなく性格までいいのかと内心呟つぶやく。これは国民に人気がでるわけだ。

　秘書らしき女性が、鋭角的な眼鏡めがねをくいっと上げながら近づいてくる。

「こちらは誰だれですの」

「清きよ美みさんは初めてになりますね、こちらはガストレアステージⅤを退しりぞけた東京エリアの英雄、天童民間警備会社の里見蓮太郎さんです」

　清美と呼ばれた女がぎょっとして仰のけ反ぞる。

「里見蓮太郎って……元歌のお兄さんでゲイバーのストリッパーの、あの里見蓮太郎ッ？」

「誰だれがゲイバーのストリッパーだよ！　ってか誰だ、いい加減な噂うわさ流している奴やつは！」

　中途半端な報道管制が敷しかれたせいで、ネットを中心におかしな噂が流れていて、蓮太郎の個人情報がゆがめられているのは頭の痛い問題だった。

　それによると蓮太郎は、元シイタケ栽培技師で元開運アドバイザーで元アニマルセラピストらしい。歌のお兄さんとゲイバーのストリッパーは初耳だ。

「オイ、用がないなら帰んぜ」

「用ならあります」

　聖天子は目め配くばせし周囲の人間を下がらせると、壇だん上じようを降りてこちらに近づいてきた。

「里見さん、大阪エリア代表の斉さい武たけ大統領が非公式に明後日、東京エリアを訪れます」

「なにッ？」

　知っている名前が出て、蓮太郎は思わず動きを止める。

　斉さい武たけ宗そう玄げんが？

「そうです。ご存じかと思いますが、現在の日本は札さつ幌ぽろ、仙せん台だい、大おお阪さか、博はか多た、そしてここ東京エリアの五つのエリアと五人の国家元げん首しゆが統治しています。その一人、斉さい武たけ大統領が先日急に東京エリアに寄るので会談を用意してほしいと打診が入ったのです」

「どうして……ッ？」

　ここ数年、大阪エリアは東京エリアとコンタクトを取ってこなかったのに、いまさらなんの用だというのか。

「わかりません。ただ、『いま』である理由はおそらく、菊きく之の丞じようさんの不在が大きいかと」

「……そういや、あのジジイは中国だかロシアだかに訪問してるんだっけか？　テレビでやってたな」

　聖せい天てん子しは黙だまって頷うなずく。斉武と菊之丞は、大戦前から因いん縁ねん深い政敵だったので、その留守を狙ねらってやってくるというのは臆おく病びようというべきか姑こ息そくというべきか。

「フン。で、護ご衛えいっつってたけど、具体的に俺おれになにをさせるつもりなんだよ？」

「里さと見みさんはリムジンでの移動中は私の隣となりに、会談中は私の後ろに控えて私を警護してほしいのです」

　蓮太郎は自分の耳を疑った。

「……それは、いつもジジイの立ってる場所に俺を代わりに立てて、ジジイの代わりをやれってことかよ」

「端たん的てきに言えば、そういうことです」

　蓮太郎はわからなくなっていた。目の前の国家元首は、一体なにを考えているのだろうか。

「それは……アンタの独断なんだよな？」

「はい」

「ジジイが帰ってきてこのことを知ったら激怒すんぜ」

「なぜです？」

「俺が……天てん童どう木き更さらについたからだ」

　それだけで理解したのか、聖天子はああ、と漏らす。

「私は天童のお家いえ騒そう動どうまで関知して予定を組みません」

「……お家騒動なんて生なまやさしいもんじゃないことは、アンタも知ってんだろ」

「…………」

「大体、アンタの周りにはキチンとした護衛がいるだろ」

「それをいま、紹介しようとしていたところです。入ってきてください」

　聖天子が腕うでを上げて手招きすると、踏みならされる軍ぐん靴かの音と共に一いつ糸し乱れぬ様子で男たちが記者会見室に入ってきて整列した。

　いつもテレビ中継などの画面端っこに映っている聖天子付づき護衛官だ。数えてみると六人いた。

　全員白い外がい套とうに制せい帽ぼう、腰に差した拳けん銃じゆう。こう言ってはなんだが、護衛官というより、第二次世界大戦中悪あく逆ぎやくの限りを尽くした憲けん兵ぺい隊たいにそっくりだ。ここまで似ていると、腰に軍刀を佩はいていないのがむしろ不思議なくらいだ。

「里さと見みさん、こちらが隊長の保やす脇わきさんです」

　ひときわ背の高い美男子がでてきてにこにこしながら右手を差し出した。

「ご紹介にあずかりました保脇卓たく人とです。階級は三さん尉い、護ご衛えい隊長をやらせていただいております。お噂うわさはかねがね。任務中、もしもの時はよろしくお願いしますよ、里見くん」

「まだ受けたわけじゃねぇよ。それに俺おれは任務じゃなくて、あくまで依頼の説明を受けにここにきたんだ」

　言いながらも、蓮れん太た郎ろうは内心舌を巻いていた。

　見た目は三十過ぎぐらいに見える。聖せい天てん子し付づき護衛官の隊長としては、あまりにも若い。

　蓮太郎はしばらく、差しだされた右手をじっと見てから、顔を上げて保脇を見る。

　神経質そうな細く尖とがった顔に鋭い瞳ひとみ。猫なで声の裏に冷たくこちらを凝ぎよう視しする瞳があるのを皮膚がレーダーのように敏感に感じ取る。

　どうやら、口調とは裏腹にあまり歓かん迎げいされてはいないようだ。

　不ふ穏おんな空気を感じ取ったのか、聖天子が慌あわてて取りなす。

「里見さんッ、握手も返さないのは、少し失礼ではありませんか？」

　保脇が軽く制せい帽ぼうを脱いで微ほほ笑えんでみせる。

「いえ聖天子様。民みん警けいからこういう扱いを受けるのには慣れております。彼も英雄とはいえ一いつ介かいの高校生、少し、緊きん張ちようしているのでしょう」

　保脇は特に気分を害した風もなく手を引っ込め丁てい重ちように辞じ儀ぎをする。

　出来た対応だ。自分の気のせいだったのだろうか？

　聖天子は蓮太郎と保脇を交互に見て、妙みようにそわそわしながら手早く報ほう酬しゆうの話を始める。

　蓮太郎はそれを耳から耳に聞き流しながら顎あごに手を当てると、一いつ旦たん個人的な感情は沈めて思考を巡らせる。

　木き更さらには悪いが、あまり乗り気になれない依頼内容である。

　そもそも前回のテロ事件の依頼では、政府が肝心な情報を隠していたおかげでひどい目に遭あっている。

　今回の依頼はどうやら聖天子の独断のようだが、どちらにせよお姫様のワガママで割わりを食うのはこちらである。

　もう一つは単純に技術的な不安があった。

　こういった仕事は、専門の要人警護ユニットの管かん轄かつのはずだ。

　金が無くてコストを抑えるために民警に頼むならまだしも、国家元首でそれはあり得ない。

　おそらく非力な女性である聖天子の護衛はかなり神経的に気を遣つかうことになるだろう。

　無いとは思うが、もしものことを考えるとこれはあまりにも重じゆう責せき過ぎる。

「では、依頼を受けていただける場合、必要書類に記入してこちらにご連絡ください」

　先ほどの女性秘書が一通りの説明を終え契約書を手渡すと、聖せい天てん子しは「次の予定が押していますので」と締めくくり、護ご衛えい官かんを引き連れて出て行ってしまった。

「あ、おい、出口どこだよ──」と、手を伸ばしかけたところでもう記者会見室には誰だれもいなかった。

　手持ちぶさたになった蓮れん太た郎ろうは後ろ頭をかき、両手をポケットに突っ込みながら聖せい居きよの中をうろつくが、蓮太郎は三分後ピタりと立ち止まり、自分が迷ったことを悟って頭をかいた。

　巨大なシカやワシの剥はく製せいが飾ってあるレセプションルーム、鍵かぎが掛かっている会議室などを経由して、いつの間にか見たこともないレッドカーペットが広がる廊下にでてくる。

　誰かに道をたずねようと思って職員を探し歩いていると、刹せつ那な、背後から腕うでを捻ひねられ激痛が走る。

「喚わめくな」

　押し殺した声が耳元で囁ささやかれ、訳もわからぬままに近くにあった男子用トイレに押し込まれトイレの壁に叩たたきつけられる。脳内に星が飛び、額ひたいが割れたのか壁に血の染しみが広がる。

　──野郎ッ。

　蓮太郎は掴つかまれた姿勢のまま背後に肘ひじ鉄てつを食らわせ、足払いをかけると、自由になった左手で相手の頭を掴むと、トイレの壁に叩きつけ返す。

「貴き様さまッ」

　背後からもう一人殴りかかってくるのを空気で感じ、蓮太郎はそちらも見ずにパンチを右腕でブロックしながら攻撃を巻き取り、そのまま合気道の用量でベクトルをねじ曲げ壁に投げ飛ばす。「ゲッ」という、襲しゆう撃げき者の肺から空気が絞りだされる音。

「そこまでだ」

　カチリ、と撃げき鉄てつを起こす音がして、蓮太郎は動きを止める。

　ゆっくりと背後を振り返ると、保やす脇わきを入れた先ほどの六人の護衛官だった。

　一人がトイレの外を見張り、二人は蓮太郎に叩きのめされ、二人は拳けん銃じゆうを抜いて蓮太郎に照準している。

　そして最後の一人、保脇は腕を後ろ手に組み、弱者をいたぶる蛇へびの顔をしてこちらを見下ろしていた。

「なんの真ま似ねだよ……アンタ」

　保脇がツカツカと歩み寄って来て、腰から大振りのナイフを抜いたと思うと、蓮太郎の顔の真横、トイレの壁に力の限り突き立てる。

　保脇は蓮太郎の耳元に口を寄せ、押し殺した声で囁いた。

「里見蓮太郎、この依頼を断れ。聖天子様の後ろに立つのは僕の役目だ」

「あぁ？」

「目め障ざわりなんだよ。なにがゾディアックを倒した英雄だ。たまたま陣地放棄されていたレールガンモジュールの傍そばにいたのが貴き様さまだったというだけではないか、この成り上がりめ。あの場に僕がいれば僕がゾディアックを倒していた」

「…………」

「なぜ貴様なんだ？　天てん童どう閣かつ下かは留守の間、この僕に聖せい天てん子し様を託された。この僕にだ。本来なら、いつも閣下が立たれている聖天子様の隣となりは僕のものだったんだ」

「……アンタは、いつもすぐ傍で守ってんだろ」

　保やす脇わきはフンと鼻を鳴らす。

「馬ば鹿かめが。それと車中や会合でのお供ともを一緒にするな。それにな、里さと見み蓮れん太た郎ろう」

　かがみ込み、保脇はにやりと笑うと生理的嫌けん悪おを催す舌なめずりをした。

「聖天子様はお美しく成長され、今年で十六歳になられた。貴様も、そろそろ東京エリアには次の国家元げん首しゆとしての世継ぎが必要だとは思わんか？」

「……ああそういうことかよ、結局はそこかよ」

　保脇は腰から拳けん銃じゆうを抜いて蓮太郎の眉み間けんに突きつける。

「黙だまれ。さあ返事を聞いてやる」

「アンタの指図は受けねぇよ」

　保脇はスッと拳銃をしまうと部下に向かって顎あごをしゃくる。

「腕うでと足の骨を粉砕しろ」

　こいつら、本気なのか？

　左右を護ご衛えい官かんに押さえ込まれ、ゾッとして滅め茶ちや苦く茶ちやに暴れると、ふと右手の締め付けがゆるみ、次の瞬しゆん間かん、頭で考えるより先に腰の拳銃に手が伸びる。

　驚きよう愕がくしている保脇の顔──その少し右を狙ねらって引き金を引く。

　弾丸は狙い過あやまたず彼の頬ほおを掠かすめ──そして狭い室内で拳銃弾を発射した炸さく裂れつ音おんが聖せい居きよ全体にとどろく。

　束つかの間まの静寂と鼻び孔こうを刺す硝しよう煙えんのにおい。

「こいつ……ッ」「よくも聖居内で発砲したな」と、途と端たんにおろおろとし始めた護衛官たちに「うろたえるな馬鹿どもが！」と保脇が鋭く一いつ喝かつ。

　保脇は弾丸が掠めた頬を押さえ、憎ぞう悪おに燃えた瞳ひとみを細める。

「殺してやる……ッ、殺してやるぞ貴様」

　捨て台詞ぜりふを吐いて足早に逃げ去った保脇たちと入れ替わりで、職員たちが大挙してなだれ込んでくる。

「大丈夫ですか」と泡を食った様子で伸ばされた手を振り払って立ち上がると、蓮太郎は保脇たちが出て行った出入り口を睨にらむ。

　どうやら聖天子付づき護衛官とは、誠実や勤勉とは程遠い人間であるらしい。

　簡単な治療を受け、職員に事情を聞かれ、無罪放免で職員に先導されながら聖居をでる頃ころには、蓮れん太た郎ろうはこの依頼を受けようと決めていた。




　聖せい居きよを出ると日が傾き、空が茜あかね色いろに染まっていた。

　蓮太郎が大きく伸びをすると、小気味の良い音を立てて体の骨が鳴る。いつ受けても、この手の事情聴取は肩が凝こる。

　不意にズキリと鋭い痛みが走り、額ひたいに巻かれた包帯に手を当てる。

　だが一方で、聖居の中で発砲するという重大事をやってのけたのに、あっさりと帰されたことは意外でもあった。

　なぜか職員はこちらの事情に理解があり、逆に保やす脇わきたち護ご衛えい官かんの話を振ると、職員はギクリとした表情で眼めを伏せたのだ。

　どうやら、聖せい天てん子し付づき護衛官の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりはある程度、聖居内の職員たちも知るところらしい。少なくとも、トイレから出てきた保脇たちと、中で額から血を流していた蓮太郎の間に何があったのか即座に類推できるくらいには。

　蓮太郎は深い溜ため息いきをつく。面倒くさいことになってきたものだ。

　そこで顔を上げて、おや、と思う。

　聖居前に据えられた凝った意い匠しようの噴水の周りを、自転車が周回しているのだ。

　──さきほどからずっと。

　乗っているのは延えん珠じゆと同じ歳としくらいの女の子で、プラチナブロンドというのだろうか、風で舞い上がる美しい髪が夕ゆう陽ひの赤い光を浴びてキラキラと光り輝かがやいている。

　が、彼女の着ている服はぶかぶかのパジャマで、足はスリッパ、髪は寝癖で跳ねており口は半開き、没ぼつ我がの表情でフラフラ自転車を漕こいでいるのはいただけない。

　夢遊病のように円形噴水を無限ループし続ける自転車に、周りを歩く人たちは明らかに関かかわりたくないという表情をしながら足早に通り過ぎていく。

　嫌いやな予感がして、蓮太郎も肩を丸め、早足に彼女の脇わきを通り過ぎ、十分距きよ離りを取る。ホッと胸をなで下ろしながらも、なるべく振り返らないように帰路につこうとした。

　突とつ如じよ、背後からなにかが倒れる音が聞こえてきた。

「ッてぇなコラアアアアアアァァッ!!　どこ見てんだよてめぇッ」

　百メートル先にまで大だい喝かつが響ひびき渡り、蓮太郎は嫌々振り返ると、ヤンキーみたいな金髪の少年が三人ほど、さきほどの少女に絡からんでいた。

　自転車から投げ出された少女はなにが起こったのかよくわからないのか、ハッとして左右を見渡しているが、そこに容よう赦しやない蹴けりが入り、蓮太郎は片目をつぶる。

　少女が背中から噴水のヘリに激突し、肺から空気が漏れるくぐもった声がここまで聞こえてくる。

「なに黙だまってんだよ、なんとか言えやコラァ。テメェはこの自転車でオレの足を踏んだんだよ。わかる？」「あーあ、これ足の骨折れてるんじゃね」「慰い謝しや料りようだ、慰謝料」

　少年たちの一人が腹立ち紛まぎれに、転倒してスポークが虚むなしく回っている自転車を何度も踏みつけにし始めた。

　少女はなにが起きているのかわからずポカンと口を開けている。周囲の人間は前にも増して彼女を避けて通りすぎるようになり、巻き込まれることを嫌い踵きびすを返す者も出始めた。

　可か哀わい想そうだとは思うが、蓮れん太た郎ろうはここで英雄的行動を取って助けに入るほど善人ではない。

　関かかわり合いになりたくないという思いが勝ち、踵を返すが、ふと延えん珠じゆがこの場にいたらなんと言うだろうかと考えた瞬しゆん間かん、足が地面に張り付いたように止まってしまう。

　蓮太郎はぐしゃぐしゃと髪を掻かく。クソッ。

　とりあえず親呼べや、と言って足で少女を小こ突づいているリーダー格のトンガリ頭の肩に手を置き、振り向かせる。

　トンガリ頭は不愉快そうに「あぁ？」と眉まゆをひそめた。

　蓮太郎は、覇は気きのない調子でトンガリ頭を見る。

　やはりこういう強こわ面もてで声がでかいだけの純粋な暴力の方が、陰湿で執念深そうな保やす脇わきより与くみしやすい。

　蓮太郎が黙だまっていると、「なんだテメェは？」と顔を近づけて凄すごんでくる。

　蓮太郎は無言で自分の腰の後ろを二回叩たたく。蓮太郎がベルトに挟はさんでいる拳けん銃じゆうがある位置だ。

　トンガリ頭の爬は虫ちゆう類るいめいた瞳ひとみが険けん呑のんな輝かがやきを放ち、息詰まる沈ちん黙もく。服の繊せん維いが肌をチクチクと刺す。

　どれくらい経たっただろうか、トンガリ頭が踵を返し「……おう、行くぞ」といって、仲間を引き連れて去っていった。

　小さく息を吐き肩から力を抜くと、もう二度とやらねぇぞ、と心の中で誓う。

　蓮太郎は恨みがましく振り返ると、金髪の少女が小さく口を開けてこちらを見上げていた。

「正義の、ヒーロー……生まれて、初めて見ました」

　助けたパジャマ少女は、ぼーっとした表情でこちらを見ていた。

「礼はいいから、とっとと家に帰れ！　じゃあな」

　おざなりに手を振り立ち去ろうとすると、ぎゅっと制服の裾すそを掴つかまれた。

「ここ、どこですか？」

　蓮太郎は顔を掌てのひらで覆おおうと小さく首を振る。クソッ、関わってしまった。




　近場の緑地公園のベンチに彼女を座らせると、蓮太郎は蛇じや口ぐちまで行き、タオルを水に濡ぬらして取って返す。

　タオルを絞り、彼女の顔を拭ふいた。

「ちょっとじっとしてろ」

　彼女は顎あごを上げると、眼めを細めてされるがままになる。

「なんだか、慣れて、おりますね」

「ウチに、お前くらいの歳としの居い候そうろうがいるからな──っと綺き麗れいになった」

　蓮れん太た郎ろうは一歩離はなれて彼女を見ると、腰に手を当て一つ頷うなずく。

　彼女はペコリと一礼すると──だがおかしな事にお辞じ儀ぎしたまま顔を上げない。

　不審に思って蓮太郎が下から表情を覗のぞき込むと、彼女は目ま蓋ぶたを重そうに上下させながら眠りに落ちかけていた。

「おい……」

　ハッとして顔を上げ、少女はポケットをまさぐると、英語のラベルが貼はられたボトルを取り出し、中の錠剤を掴つかみだし口に放り込む。なにを食っているのかと思ってボトルのラベルを覗き込んで顔をしかめる。

　どうやらカフェインの錠じよう剤ざいらしい。

「私……夜型なので、こうしてないと、昼は、起きてられないんです」

　そうしている間にもひょいぱくひょいぱくっと大量の錠剤を口に放り込んで眠たげな表情でぼりぼり咀そ嚼しやく、嚥えん下かしていく。蓮太郎はこの手の錠剤に詳しいわけではないが、これが一度に服用する基準量を超えていることくらいわかる。

「……お前、どこから来た？　名前は？　保ほ護ご者しやは？　なんでパジャマとスリッパなんだ？」

　少女は自分の服装に視線を落とし、ゆっくり首をかしげた。

「さあ？」

　反応まで十秒かかる。

「さあっておい……じゃあ名前」

「それは……」

　なぜか少女の視線が一いつ瞬しゆん泳ぐが、やがて諦あきらめたように顔を上げた。

「ティナ……です。ティナ・スプラウト」

「里さと見み蓮太郎だ」

「ティナ、で」

「じゃあ俺おれも蓮太郎でいい」

「……蓮太郎、さん？」

　ティナは口を半開きにしてボケッと蓮太郎を見ていた。

「なんだよ？」

「呼んでみた、だけですが？」

　蓮太郎はがくりと肩を落とす。疲れる。

「じゃあティナ、もう一度聞く。保護者はどうした？」

「いません」

　いない？

「どこから来た？　覚えてる範囲で」

　ティナは眠そうな半はん眼がんで首を前後左右に振って顎あごに人差し指を当て、のろのろと喋しやべりだす。

「たしか、今日はアパートで目が覚めて、歯を磨いて、シャワーを浴びて、服を着替えて、颯さつ爽そうとおでかけしたところまでは」

「嘘うそつくんじゃねぇよ！　服も着替えてないしシャワーも浴びて無いどころか寝起きだろッ」

　ティナは半眼のまま「おぉ」と小さく口を開ける。
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「私より、私のことを、ご存じ、なのですね」

「……なあ、壊こわされた自転車はお前のなんだろうな？」

「自転車？　私、そんなものに、乗っていたのですか？」

「……もういい、お前、交番に行って道聞いてこいよ」

「それは、ちょっと……」

「いいからッ。お前の相手は俺おれには無理だとわかった」

「そんなこと、仰おつしやらずに」

　蓮れん太た郎ろうはメモ紙に自分の電話番号を書いて渡す。

「ほれ、もし道がわからなくなったら電話していいから交番行け。頼むから」

「じゃあ、いまからテストで電話をかけてもよいですか？」

「……なんで、んなことする必要があるんだよ」

「蓮れん太た郎ろうさんが、偽にせの電話番号を教えたかもしれません」

「…………」

　ティナはこちらに背を向けて携帯を操作すると、蓮太郎の胸ポケットが震ふるえる。

『突然ですが、蓮太郎さんは十歳の少女に興味がありますね？』

「……な、なに？」

『私のパジャマから覗のぞく肌をちらちら眺めていたのを、ひしひしと感じました』

「眼科に行け」

『面と向かって言うのは憚はばかられたのですが、蓮太郎さんは、本当に、不幸そうな顔をしていますね』

「うるせぇ」

『これも言いそびれましたが、私、アパートの場所、わかります』

　蓮太郎はずっこけそうになった。じゃあ俺おれは一体なんのためにこいつに付き合ってたんだ。

　ティナはうっすらと微ほほ笑えむと、ゆっくりした動作で携帯電話を折り畳む。

「今日はとても、楽しい一日でした」

　どうやら彼女の中では、この茶ちや番ばんが楽しい一日としてメモリーされたらしい。

　俺は毛ほども楽しくなかったよ、と喉のどまで出かかったが、彼女の嬉うれしそうな顔を見ていると言葉に詰まる。

　ティナはベンチからのそりと降りると、ゆっくり微笑む。

「また会えるといいですね」

　蓮太郎は頭をかいたあと諦あきらめと共に大きく頷うなずき、手でシッシッと追い払う。

「では、さようなら、蓮太郎さん」

　彼女は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、おぼつかない足取りで公園を出ていく。蓮太郎はその姿が見えなくなるまで見送ってから安あん堵どの吐息をつく。

　悪いやつではなさそうだが。

　延えん珠じゆに話す土産みやげ話ばなしが一つ増えたなと思いながら、蓮太郎は、彼女とは反対の方向に歩きだした。




　　　　３




　脇わきの車道を耳が痛くなるほどの速度で車が通り過ぎ、遠ざかっていく。

　気温は下がり、少し肌寒いくらいになっていた。

　ティナは国道をとぼとぼ歩きながら、いつの間にか車がヘッドライトを点けて走っていることに気付いて顔を上げた。

　空が闇やみ色いろに塗られ、月が濃く輝かがやく。

　夜が来る。私の時間だ。

　体の細胞一つ一つが覚かく醒せいして、意識が鮮明になり、体に活力がみなぎってくる。

　その時、ティナの携帯が震ふるえる。送信者の名前を見ながら耳に当てる。

「マスターですか？」

『定時の報告をせよ』

　硬く、事務的な声がした。

「無事、東京エリアに潜入。これから一度アパートに戻って所定のポイントへアイテムの回収に向かいます」

『なにか異常は？』

「一度トラブルがありましたが、大事には至っていません」

　ティナは胸に手を当て目ま蓋ぶたを閉じながらゆっくりと続ける。

「……親切な人に、助けていただいたので」

　電話の主は苛いら立だった声をだす。

『なるべく他人との接触は避けろと言っただろう。……あらゆる情報の流出を避け、名前も極力偽名を使うんだぞ』

「…………。はい、問題ありません」

『ティナ・スプラウト。お前の任務はなんだ？　もう一度、私に聞かせておくれ』

　ティナは顔を上げ、月を見る。

　意識は完全に覚醒していた。

「ご安心くださいマスター──聖せい天てん子し抹まつ殺さつは、必ずや遂とげられます」




　ティナはその足で一度、アパートに戻った。

　旧建築基準法に則のつとって作られ何度も柱を立て替え延命を図った木造アパートは古ぼけていて、白いペンキは剥はく落らく、壁には亀き裂れつが走っている。

　周囲に目立った建物がなく深しん閑かんとしていることが、ティナの潜伏先として最適だと彼女の主あるじが判断した理由だろう。

　しかし二〇三一年にもなってピンシリンダー錠じようはどうなのだろうと、諜ちよう報ほう活動の授業を思いだしながら鍵かぎを差し込み捻ひねる。

　扉を開けた瞬しゆん間かん、かび臭い淀よどんだ空気に出迎えられる。

　外観同様の内装で、借り主の住み心地がまったく考慮されていなかったが、そもそもほとんど借り捨ても同然の任務なので、滞在期間中の我慢だと思ってスリッパを脱ぐ。

　前の住人が置いていった姿すがた見みの前に立つと、ティナは頬ほおを染めた。

　こんな格好で、あの人の前に立っていたのか。

　おめかしすれば、私だってもっと可愛かわいいのにと後悔にくれながらティナはパジャマを脱ぎ、シャワーを浴びる。

　服を着替え、携帯電話のバッテリーパックを満充電したものに交換、未来的な外観を持つ紡ぼう錘すい形けいの無線ヘッドセットを右耳に装着すると、再度自分の主にコールバックしながら家をでた。

　ティナが足を向けたのは、郊外にある貨物コンテナが整然と積み上げられているうらぶれた場所だった。

　トランクルームの一種であるレンタルボックスと呼ばれるものだ。大戦後、空き地にコンテナを設置するだけという簡便さから起業する者がそこそこでたと聞いている。

　東京エリアの慢性的な土地不足から地価はじわじわと上昇しているので、いつの日か土地を売り払い撤てつ収しゆうするまで手堅く稼ぐ手段だった。

「マスター、着きました」

　ティナは、無人ゲートでＩＣカードをかざし中にはいると、彼の言うコンテナを探す。

　ほどなくして、ひときわ大きいコンテナに目当ての番号を見つける。

　コンテナの鍵かぎを差し込み、番号錠を言われたとおりに入力すると戸を引く。

　中に踏み込んで、ティナは唖あ然ぜんとした。

『どうだ、ティナ』

　電話越しに彼が誇らしそうな声を上げた。

　六畳ほどもある巨大コンテナの中は一言で言うと武器庫だった。

　小銃や狙そ撃げきライフルはもとより、ロケットランチャー、無反動砲、対戦車ライフルなどの大物に至るまでが壁や天井に所ところ狭せましと並んでいる。

　不足がないよう、必要になりそうなものをありったけ揃そろえたという感じだった。

　彼の神経質な酔すい狂きようぶりを垣間見ながらティナはその中から一いつ挺ちよう、対戦車狙撃ライフルを選んでガンケースに収納すると持ち上げようとする。が、非力な少女の力では渾こん身しんの力を込めても地面から浮きあがりもしない。

　仕方なく息を落ち着け力を解放すると、じんわりと体全体が温かくなって五感が拡張したような体感。鏡がないのでわからないが、きっといまの自分の瞳ひとみは赤い。

　今度は造ぞう作さもなくケースを持ち上げると、瞳を見られないように俯うつむきながらゲートをくぐり、そのまま足早にアパートを目指す。

　あとは家に帰るだけ──そんな慢まん心しんがあったからか、いきなり横合いから浴びせられた自動車のハイビームに射すくめられる。

「お嬢じようちゃん、どこの子だい？　駄目だよ、ちょっといま何時だと思ってるの？　おウチどこ？」

　ばたんと扉を閉める音がして、車外に人が降りてくる。

　咄とつ嗟さに掌てのひらで顔だけは隠しながら、車の上に回転灯がついているのを見て、ティナはしごく冷静に状況を報告する。

「マスター、すみません、不測の事態です。警官に声をかけられました」

　どうやら、自分を家出人かなにかだと思っているらしい。

『顔は見られたか？』

「いえ……」

『まあいい……』

　男はふむ、と頷うなずいたあと、冷たく、平へい滑かつな声で命令を下した。

『──殺せ』
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「ひでぇな、こりゃあ……」

　夕方のタイムセール戦利品をエコバッグに提げ持った蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆは足を止める。

　コンクリ壁にめり込んでいる警察車両は、ゴジラにでも蹴け飛とばされたのかと見み紛まがうほど悲惨な状況だった。

　回転灯は破は砕さい、ボンネットはひしゃげて、排気筒はあらぬ方向に曲がっている。

　封鎖テープの外には大量の野次馬が詰めかけており、携帯電話片手にシャッターを切っている。

　蓮太郎はその一人に近づくとためらいがちに声をかける。

「なあアンタ。ここで……一体なにがあったんだよ？」

「さぁね。犯人はまだつかまってないらしいよ。でもこんなことできるのって『赤あか目め』じゃないの？」

　蓮太郎は決めつけに近いこの推論に反はん駁ばくできないことに歯は噛がみする。確かに、人間にこれをやってのけるのは不可能とまでは言わないものの可能性として無視して良いくらい低いだろう。

「手掛かりナシで、襲おそわれた警官は意識不明の重体らしいし」

「重体？　死亡じゃなくて？」

「ん？　そうだけど、なに？」

「いや……」

　言っては悪いが、ここまで徹てつ底てい的に車両が破は壊かいされていたので、てっきり運転していた警官もこの世の人ではないものと思っていた。

　蓮太郎は軽く頭を下げて礼を言うと、延珠の元に戻る。

　延珠は買い物袋を持ったまま眼めを伏せていた。蓮太郎は一いつ瞬しゆん足を止め、やがてゆっくり近づいていった。

「……延珠、やったのはお前じゃない。他ほかの『子供たち』だ」

　延えん珠じゆは束つかの間ま苦笑したが、すぐに満面の笑みを見せた。

「蓮れん太た郎ろうは優しいな。うむッ、妾わらわはもう大丈夫だ」

「よし、じゃあ帰るか」

　帰り道、買い物袋を前後に大きく揺らしながら話す延珠に相づちを打ちながら、とりとめもない話題を続ける。

「でなでな、今度始まった『それゆけゼンガー！』というアニメがな……」

　蓮太郎は延珠の横顔を盗み見ながら、言うべきかどうか迷っていた。これは、大きなお世話ではないのか？

　蓮太郎は遠えん慮りよがちに口を開いた。

「延珠、気にするな。お前がやったんじゃない」

　延珠はなにを言っているんだとばかりに小首をかしげる。

「ん？　どうしたのだ蓮太郎？」

「お前がやったんじゃない」

　延珠の視線が揺れ、狼ろう狽ばいを見せる。

「ど、どうしたのだ蓮太郎？　なんだか変だぞ」

　蓮太郎は延珠の肩に手を置いて振り向かせると、一言ずつ言葉を切って言った。

「だから、あれは、お前がやったんじゃないんだ──延珠……」

　延珠は困り切ったような顔をしたが、不意にくしゃっと表情がゆがんだ。

　延珠は俯うつむいて、素早く袖そでで目元を拭ぬぐった。

「れ、蓮太郎は凄すごいな！　どうして、妾がまだ気にしてるってわかったのだ？　木き更さらも、菫すみれも気付かないのに……」

　蓮太郎は彼女の頭に手を置いて長い息を吐いた。

「お前のことだからな……」

「……どうしてみんな、仲良くできないのかな、蓮太郎……？」

　延珠の声は、かすれていまにも消えそうだった。

「わからん…………」

　蓮太郎は、延珠の髪をくしゃくしゃにしながらも、『呪のろわれた子供たち』の未来に暗あん澹たんたるものを覚えていた。

　十年前のガストレア大戦とほぼ時を同じくして生まれてきた『呪われた子供たち』は、現状十歳以下であるので、思し慮りよ分ふん別べつを持てというのは無理な話なのかもしれない。

　だが、あんな犯罪を一件繰り返すごとに、ガストレアを憎む『奪われた世代』は『呪われた子供たち』への憎ぞう悪おをつのらせるだろう。

　彼女たちは知らないのだ──憎悪とは、振り子のように力を入れた方向とは逆方向に返ってくることを。時にその強さを大きく変えて。

『呪のろわれた子供たち』が一件犯罪を起こす度たびに、延えん珠じゆの首が真ま綿わたで締め上げられていくのを見るようで胸が痛む。いや、確実に『子供たち』への包囲網は狭せばまっているのだ。自分たちの目に見えない形で。

　蓮れん太た郎ろうは眦まなじりを鋭くして、背後の事件現場をもう一度振り返る。

　だれがやったのかは知らないが、蓮太郎はあの犯人を許すことができそうにない。

　延珠は、やがて蓮太郎からゆっくり体を離はなすと、最後にもう一度だけ袖そでで顔を拭ぬぐった。

「よしっ、今度こそ今度こそ、妾わらわは大丈夫だぞ！」

　蓮太郎は微笑する。

「ああ……わかるよ」

　蓮太郎はしんみりした空気を払うために大きく息を吐いて胸を張ると「ふっふっふ」と不敵に笑って買い物袋に目を落とす。

「ところで延珠、今日のタイムセールは大収穫だったな」

　延珠も悪そうににやりと笑う。

「まさか、妾もあんなお安く肉が手に入るとは思わなかったぞ」

　蓮太郎はガッツポーズを取る。

「今日はすき焼きだぜ！」

「すっきやきぃ～～！」

　延珠は嬉うれしそうにピョンと跳ねた。




　蓮太郎が八畳一間のボロアパートに帰ってくると、早速エプロンを結んで台所に立つ。

　野菜を一口サイズに切っている間中、延珠が蓮太郎の周りを飛び跳ねながら自分がいまハマっているアニメ『それゆけゼンガー！』について興奮混じりに語っていた。

　なんでも昔ながらの戦隊モノの合体ロボットアニメらしい。

「でなッ、でなッ。正義のロボット『ゼンイン・ゼンガー』と悪のロボット『アクウィン・アッカー』がいてな。その第十八話の絵コンテがな──」

「善ぜん因いん善ぜん果が？　悪あく因いん悪あつ果か？　それ仏教かなんかの言葉だろ？　随ずい分ぶん、高こう尚しようなアニメなんだな」

　延珠はよくぞ聞いてくれたとばかりに腰に両手を当てて胸を張る。

「そうなのだ。なにより凄すごいのが、戦隊を構成しているメンバーが四人の住じゆう職しよくと一人の尼あまさんで全部ハゲなのだ、お寺が五つ組み合わさって合体変形するんだぞ」

「へ、へぇ…………」

　──お前の見るアニメは変なんばっかだな。

　シラタキと長ネギと春菊、キノコ類をざるにあけ、壁に立て掛けてあった折りたたみ式の座卓を展開させる。

　ミトンをつけてすき焼き鍋なべを台所から座卓の上のコンロの上に移して、つまみを回す。

　ほどなくして具材がぐつぐつと煮え温かい湯ゆ気げが顔に当たり、甘いたれの匂においが充満すると口の中によだれがでてきてたまらない気分になる。これほど豪勢な晩ご飯は何日ぶりだろうか。

　座卓に手をついて跳ねる延えん珠じゆをたしなめると、今度は卵の入った器うつわを箸はしで叩たたきながら楽しそうに「ご飯まだ～」と叫び始めた。蓮れん太た郎ろうは苦笑する。

　延珠に着席を促し、いざ「いただきます」を唱しよう和わしかけたとき、不意にドアホンが鳴らされる。

　蓮太郎は壁掛け時計に首を巡らせて眉まゆをしかめる。誰だれだよ、こんな時間に。

「さ、里さと見みちゃ～ん」

　死にそうな声と共に、和服を着た美人が飛び込んでくる。口には大きなマスクをして顔は真まっ赤か、ケホンケホンと嫌いやな咳せきをしている。

　蓮太郎は大きく仰のけ反ぞる。知っている顔だった。しかも出来れば顔を合わせたくないタイプの。

「み、未み織おりか！　なにしにきたんだよ」

　和服少女は手に提げた買い物袋から風か邪ぜ薬ぐすりと栄養ドリンクを取り出し、蓮太郎に握らせる。なにか訴えかけるように自分をしきりに指差した。

「か、看病、して……」

　それだけ言うと力尽きて玄関にばたんと倒れ込む。

　蓮太郎は小さく口を開けて呆ぼう然ぜんとする。だが事態はそれだけでは終わらなかった。和服少女が倒れた数秒後、天てん童どう木き更さらがお腹なかを押さえながら憔しよう悴すいしきった顔で玄関をくぐってきた。

「さ、里見くん……突然だけどこれを……」

　死しに体ていの木更が手渡してきたのは、半額の値札がついた牛肉のトレイだった。蓮太郎が買ったタイムセール品より安い。

「すき焼き、つくって……お腹、すいた……」

　それだけ言うと、空腹で気絶した木更が玄関にばたんと倒れ込む。潰つぶされた和服少女が「ぎゅむっ」という変な声を上げる。

　病人──一名。行き倒れ──一名。計二名がいきなり里見家に飛び込んできた。

　蓮太郎は真まっ青さおになる。

「た、大変なことになってきた……」

　延珠が不満そうな声を上げる。

「また妾わらわの知らない女がでてきた！　蓮太郎、説明するがいい！　こっちの木更じゃない方の女は何者だ！」

「そ、そんなことより延珠ッ。俺おれはなにも見なかったことにして、どっちか片方外に捨ててきてくれ！」

　延珠はいまいち要領を得ないのか首をかしげる。

「む？　蓮れん太た郎ろうは、なにを言っているのだ？」

「木き更さらさんとこいつは死ぬほど仲が悪ぃんだ！　一緒の空間に置いておくと凄すさまじい化学反応を起こすんだよッ」

　延えん珠じゆは和服少女の前でかがみ込むと、箸はしで彼女をつつき始めた。

「で、こいつは何者なのだ？」

　蓮太郎は後ろ頭を掻かきながら、そういえば延珠とこいつは面めん識しきがなかったなと思い出した。

「こいつは未み織おり。司し馬ば未織。俺おれの通ってる勾まが田た高こう校こうの生徒会長にして、俺や延珠に装備品を提供してくれている巨大兵器会社『司馬重工』の社長令れい嬢じようだよ」




　針のむしろという言葉はこういう時のためにあるのだろうと、蓮太郎は脂あぶら汗あせを掻かきながら思う。

　卓を挟はさんで蓮太郎の正面には正座しながら不ふ機き嫌げんそうに鍋なべをつつく木更、斜はす向むかいにはにこにこしている延珠、そして蓮太郎の横には同じく上機嫌の未織が座っていた。

　未織は顔に赤みこそ残っているが、風か邪ぜ薬ぐすりとドリンク剤を投与するとあっという間に起き上がれるくらいまでに回復して、いまはもうすき焼きを食べるのに邪じや魔まだというのでマスクすら取っ払ってしまっている。

　果たして、本当に自分の看病を必要としたのかすら怪しい。まさか家に来るための口実ではなかろうなと思って横目で未織を見る。

　ウェーブのかかった長くつややかな黒髪に、明るい色の和服と非の打ち所のないお嬢じよう様さまで、お嬢様同士高貴な雰ふん囲い気きが木更とよく似に通かよっているが、だが和洋の趣おもむきや考え方など、決定的に異なる部分がいくつもある。

「なんやウチまでごちそうになってもうて悪いなぁ、里さと見みちゃん」

「別に悪ぃことなんてねぇけど──」

「──あるわ」

　目を閉じ黙もく々もくと箸だけ動かし続けている木更がぴしゃりと言った。

「私たちはちゃんと具材を持ち寄ってるけど、そこにいる蛇へび女おんなはタダメシよね？　迷惑な話ね。すぐに出て行ってほしいわ」

「あら、おったん、木更？　胸がでかくて顔がよぉ見えんかったわ」

　ピシゴキ、という、聞いたこともない怪音を立てて木更が握っていた箸が砕け散る。

　──オイ、それ俺おれん家ちの箸ッ！

「ごめんなさい、里さと見みくん。お箸、替えてもらえる？」

　小首をかしげながらにっこりとお嬢様スマイルを浮かべる木更──だがその手元だけがプルプル震ふるえていた。

　蓮太郎が恐る恐る掌てのひらを差し出すと、木更はその上空から砕けた箸の破片を降らせてくる。

　よく見ると、箸はしは二十個以上の細かい破片になっていた。

　一体どういう風に力を込めればこんなに粉々に破は壊かいできるのか、想像もつかない。

　超高位序列者蛭ひる子こ影かげ胤たねペアを打倒し、ガストレアステージⅤを退しりぞけた蓮れん太た郎ろうの胸は、いますぐ走ってこの場から逃げだしたい気持ちでいっぱいだった。

　木き更さらがじっと蓮太郎の方を見る。

「ところで里さと見みくん、依頼の方はどうするの？」

「それだが、社長さえ良ければ受けたい」

「いいわ、じゃあ書類書いて送っておいて」

　蓮太郎は延えん珠じゆに向き直る。

「延珠、明日また話すけど護ご衛えい任務だ。よろしく頼む」

　延珠はぴんと手を挙げて「よしきたのだ！」と快活に言う。

　未み織おりは楽しそうに眼めを細めて延珠の方を見た。

「延珠ちゃん、噂うわさは里見ちゃんから聞いとるで。めっちゃ可か愛わええなぁ。里見ちゃんってば延珠ちゃんにムラムラきて、欲望の捌はけ口ぐちにするのを我慢するのに大変だって、いつもウチに愚ぐ痴ちっとるわ」

　延珠のツインテールが驚おどろきにピコンと跳ねる。

「そうなのか蓮太郎！　遠えん慮りよせず捌け口にして良いのに！」

「ねぇよ！　未織、テメェいい加減なこと言うなよ」

　未織は大判の扇子せんすを広げて口元を隠すとクスクスと笑う。一見雅みやびな動作に見えるが、彼女の扇子は各所を鉄で補強した『鉄てつ扇せん』と呼ばれる立派な武器である。

「延珠ちゃんの使っとる戦せん闘とう用の靴な、里見ちゃんの言った寸法通りにウチがデザインしたやつなんよ。どうえ？　履はき心地は」

「おお！　あれはお主ぬしが作ったのか。うむ、あれはいいものだ」

「そかそか。足が成長してキツぅなったらウチにまたいいなはれ。新しいのお姉さんが作ったる。あとな延珠ちゃん、里見ちゃんが無駄弾ばらまくバラニウム弾や、里見ちゃんの使う装備品も、み～んなウチの会社が提供しとるんよ」

　延珠はボロい八畳一間を見渡してから不思議そうに首をかしげた。

「でも、蓮太郎はそんなお金払えないであろう」

「タダや」

「タダなのかッ？」

「それは、俺おれが説明すんよ」

　蓮太郎は割って入る。

　民みん警けいが武器会社と契約して装備の提供を受けるのは一方的に民警にメリットがあるように見えるが、当然そういうわけではない。武器会社も、『名前そのものがブランドになりうる強力な民みん警けいペア』に装備品を提供し使ってもらうことでキャンペーン効果を得ることが出来る。

　ある程度序列が上がると、個人情報は国が管理してリストに挙がってこなくなるが、他国からの拉ら致ちや暗殺などのリスクを恐れず自分から顔出ししていけば、強いペアは広告収入やＣＭ収入で莫ばく大だいな富を得ることが出来る。

　だが勿もち論ろん、武器会社も誰だれ彼かれ構わず装備を提供してくれるわけではないので厳しい審査の段階を踏んでくる。

　一年前の起業の段階では実績もなにもなかった天てん童どう民間警備会社は余裕で審査にはじかれるだろうと駄だ目め元もとで申し込んだのだが──

　未み織おりがにこにこしながら蓮れん太た郎ろうの腕うでに抱きつき、いきなり耳元に息を吹きかけてきたのでびくりと体が強こわ張ばる。

「でな、延えん珠じゆちゃん、ウチは里さと見みちゃんを見た瞬しゆん間かん、ビビッときたんよ。『これは将来大物になる』ってな。だからウチが条件付きでＯＫしたんよ」

「条件とは、なんなのだ？」

「色々あるで。新製品のテスターとか、ＣＭ出演とか、中にはウチと同じ勾まが田た高こう校こうで一緒にお勉強しましょってのもある。ちゃんと書面にもしとるで。うふふ、里見ちゃんはウチだけのものや」

　蓮太郎は、本来学校など行くだけ無駄だと考えているが、この契約のおかげで学校に半ば縛しばり付けられるように通うハメになっている。

　まかり間違って全校集会の時に鉢はち合あわせたりすると、壇だん上じように上がった生徒会長の未織が露ろ骨こつにウィンクしたり手を振ってくるので、蓮太郎は他の男子生徒から大たい層そう嫌われている。

「……里見くん、いますぐその女から離はなれなさい」

　木き更さらの目が、据わっていた。

「お、おいアホ、離れろ未織。当たってる！　当たってんだろ」

　蓮太郎がしどろもどろになって言うと、未織が蓮太郎の腕に抱きついたままイタズラっぽい笑みを浮かべる。

「え～？　当たってるってなにがぁ？　もしかしてウチの胸のこと？　ウチ当ててるもん。にしても里見ちゃんも大変やと思うわ。だらしない乳ぶら下げとる木更は案外ガード硬そうやし、延珠ちゃん襲おそったら両手が後ろに回ってまうやろ？　そ・こ・で」

　ほんのり上気した頬ほおで、未織が上うわ目め遣づかいに見上げてくる。

「ね、里見ちゃん。ウチ可愛かわいい？」

「は、はぁッ？　お前、学校祭がくさいのミスコンで二位をぶっちぎっただろう。いまさらなにを──」

「ウチはぁ、里見ちゃんの口から聞きたいのッ」

　妙みようにぶりっこめいた口調に困惑して頭部をかく。

「そりゃ、か、可愛いだろ」

「もう一回言って」

「だ、だから可愛かわいいって……」

「聞いたッ？　ねぇ木き更さら、聞いたッ？　ウチ二回も可愛いって言われてしもたわ。や～ん、どないしよ」

　木更は、膝ひざの上に拳こぶしを置きながらワナワナと震ふるえている。

「でな、里さと見みちゃん。司馬重工ウチに私設の民みん警けい部門があるんやけど、天てん童どう民間警備会社辞めてそこで働かん？　いまなら学校一の美少女に好きなとき好きなことを好きなだけできる権利もついてくるんよ」

「──だ、駄目！」

　木更が慌あわてて身を乗りだしてくる。

「さ、里見くんは天童民間警備会社で契約してるの！　アンタのところじゃないわ」

「そんなん契約切ればええやん。ウチは里見ちゃんにこれだけだせるで」

　未み織おりは振ふり袖そでから取りだしたソロバンを素早く弾はじくと、しなだれかかって蓮れん太た郎ろうの顔の前に持ってくる。その数字を見て危あやうく春しゆん菊ぎくを鼻から噴き出すところだった。

「なんだこの数字は。冗談だろ？」

「里見ちゃん、序列千番まであがったんやろ？　これくらいが相場やで」

「そうなのか？」

　木更の方を見ると、木更は肉と野菜をリスみたいに口いっぱい頬ほお張ばってプイとそっぽを向いた。どうやら口に物を入れている間は喋しやべらなくて良いという木更ルールが発動しているらしい。

　延えん珠じゆがふーふーと肉を冷ましながら未織を見る。

「どうしてお主ぬしと木更はそんなに仲が悪いのだ？」

　やめておけばいいのに、延珠が火薬庫で手持ち花火を振り回し始めた。

「うふふ、ええ質問や。勿もち論ろん、司し馬ばと天てん童どうの一族には因いん縁ねんも色々あるのやけど、もうウチと木更はそういうレベルちゃうのよ。ＤＮＡのレベルで嫌いなの」

「貧ひん乳にゆう」

　ぼそりと木更が呟つぶやくが、未織の方が役者が上だった。扇子せんすを翻ひるがえすとそよそよあおぐ。

「和服はな、胸が控えめの方が似合うのよ。下品でだらしない大きさの乳はお呼びでないの。わかるかえ、木更？」

　なぜか延珠がしきりに首を上下させて頷うなずいている。

　ブチリと、俯うつむいている木更の血管が切れる音がした。

　木更の取り皿はもう具材がなくなっているのに、口と取り皿の間を箸はしだけが機械的に往復している──怖コワッ。

「ねぇ雪ゆき影かげ……え？　蛇へび女おんなの血が吸いたい？　……仕方ない子ね……ウフフ」

　怒りのあまり精神に変調を来きたした木更が傍かたわらの刀と会話を始める。

「里さと見みくん、このお鍋なべ、おいしいけどなにかが足りないと思ってたの。それはね、未み織おりの血よ！」

　おいおい……。

　やがて木き更さらがゆらりと立ち上がる。

「未織、あなた瀉しや血けつって知ってる？　病人はね、体の血を少し抜くとラクになるらしいの。私が────瀉血してあげる」

　木更が刀を取りだし、正せい眼がんに構えた。

「アンタの首から上、いらない」

　そういうのは、瀉しや血けつとは言わない。

　蓮れん太た郎ろうは頭を抱えたくなった。こうなるのが嫌いやだったから二人を同じ空間に置いておきたくなかったのだ。

「お、落ち着けよ、木更さんッ」

「落ち着け？　落ち着けですってッ？　私の怒りは有う頂ちよう天てんよッ！」

　言語能力まで怪しくなってきた木更が「ひっひっふーっ、ひっひっふーっ」とラマーズ法で呼吸を始めると、未織もしたり顔で静かに立ち上がる。

　蓮太郎は『砂漠のダチョウ』という言葉を思い出していた。砂漠にいるダチョウは、天敵が現れると砂の中に頭を突っ込んですべてを見なかったことにするという逸話がある。

　進退きわまった蓮太郎は必死に口の中に肉を押し込みながら現実から目を逸そらした。うん、肉美う味まい、超美味い。

　木更と未織は卓から離はなれると距きよ離りを取って向き合う。

「未織ッ。いつかアンタんとこの会社の株、二階建てしてカラ売りかけて会社ごとぶっ潰つぶしてやるわ！　そして株主総会で総会屋を引き受けてアンタのこと泣きだすまでいたぶるのよ」

「やめときぃ。司し馬ば重工は東証一部上場、『日経東京60』入りしている日本の基き幹かん産業やで。売りから入るなんて自殺行為や。大体天てん童どうの家出娘の資金ってナンボのもんやの？　買いから入っておけばたんまり儲もうけさしたるで」

「アンタの会社の株買って儲けるくらいなら舌噛かんで死ぬわ！」

「……引く気は、ないようやな？」

「あの世に送ってあげる」

　未織が振ふり袖そでに手を入れると、未織専用カスタム・ガバメント拳けん銃じゆう『ソードフィッシュ』を抜いて、鉄てつ扇せんと拳銃を両手に持ちながら複雑な構えを取った。

「天童流だかなんだか知らんけど、たかだか百年ちょっとしか経たってないにわか武道、司馬流の前にひれ伏せさせたる」

　木更が抜ばつ刀とうの構えを取ると、冷たい声をだした。

「うるさいわよ、未織。そういうゴタク、あの世で言ってよね」

[image: ]

　一触即発の空気の中、延えん珠じゆだけが拳こぶしを固めながら「気を付けるのだ、未み織おり！　木き更さらに触れられるとおっぱいが吸収されるぞ！」とノリノリで応援している。どうやら延珠は未織の味方らしい。

　取り替えたばかりの蛍光灯がなぜかバチッと短く明めい滅めつする。

「司し馬ば流りゆう二に天てん橘きつ蝶ちよう霞か獄ごく──」

「天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ一の型二番──」

　蓮れん太た郎ろうは、部屋の敷しき金きんが二度と帰ってこないことを悟って暗あん澹たんたる気持ちになった。
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　豪勢なリムジンに二時間ほど揺られたところで、ようやく目的の場所に着いた。

　蓮太郎はリムジンを降り、植え込みから聞こえてくるヒバリの澄すんだ鳴き声に耳を澄ませながら目の前の巨大な建物を見上げる。

　非公式会談の場所は、地上八十六階建ての超高層建築ホテルだった。

　要人のセーフハウス代わりに、エリア別の大使館などと並んでよく利用されていると聞く。

　ガストレア大戦後、世界各国はガストレアに侵略され土地が大幅に目減りしていたので、必然的に高さのある建築物をつくって大量の人を詰め込む必要が出てきた。

　建築物を縦に伸ばすことで固定資産税等の優遇をはかる法律が制定されて以降、競うように超高層建築が急ピッチでいくつも建てられており、東京エリアにはすでに、東京スカイツリーよりも高い建築物がちらほらある。

「蓮れん太た郎ろう、ではお仕事頑張ってくるのだ」

　リムジンの中から手を振ってくる延えん珠じゆに手を振り返してから、先を歩く白い少女、聖せい天てん子しの後ろに続く。

　ウェディングドレスに似たいつもの白い礼装は肩が大きく露ろ出しゆつしており、蓮太郎からはほっそりとした肩から覗のぞく肩けん胛こう骨こつと血の巡りの良い薄うすいピンク色の肌が見える。

　蓮太郎は後ろめたいものを覚えて、視線を逸そらしながらぶっきらぼうに彼女の背に問う。

「延珠を車に置いてくる必要があったのか？　あいつが居た方が安全だぜ」

「こういう真ま面じ目めな場に子供は連れて行けません」

　とりつく島もないなと内心溜ため息いきをついた。

　聖天子は回転扉をくぐると、いかにも貴人専用という豪ごう奢しやなホテルのフロントに来らい意いを告げる。

　途と端たんに支配人に取り次がれ、かしこまった支配人はカチコチに緊張しながらも丁てい重ちように鍵かぎを持って聖天子に握らせる。聖天子が薄く微ほほ笑えんで礼を言うと、支配人は脂やに下さがった笑みを浮かべた。

　エレベーターに乗ると、鍵穴に受け取った鍵を差し込み捻ひねりながら、本来表示されていない最上階のボタンを押す。何度乗っても慣れない、押しつけられるようなわずかな圧迫感と共に、アンティークな階イ数ン表ジ示ケ目ー盛タりーがカチ、カチ、という金属音を立てながら数字を刻んでいく。

「……なあアンタ、本当に斉さい武たけがどうして非公式会談を組んでくるのかわからねぇのかよ？」

「ええ、さっぱりです。というより──」

　聖天子はちらりと一いつ瞬しゆんこちらを振り向いた。

「私は斉武大統領と一度もお会いしたことがありません」

　蓮太郎はハッとする。そう言われればそうかもしれない。

　東京都から東京エリア四十三区制に改称して以降、聖天子は何度か交代している。

　敗戦後の東京を立て直し東京エリアに改称した初代、たった一年弱で病没した二代目。そして目の前にいるこの少女は、まだ政治家一年生であるはずだ。

「里さと見みさん、あなたは斉武大統領と面めん識しきがあるのですよね？」

「……ああ、まあな。俺おれが昔、天てん童どうの屋や敷しきに引き取られていた頃ころ、あの菊之丞クソジジイは俺を政治家にしようとして色々パーティとかに連れ回してたからな。斉武とも一応面識はあんよ。もう随ずい分ぶん昔の話だけどな」

「逆に私から聞きたいのですが、あなたから見た斉武大統領はどのような人なのですか？　菊きく之の丞じようさんに斉武さんの話題を出すと露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんになるので……」

「アドルフ・ヒトラー」

「は？」

　聖せい天てん子しの声が裏返り、目をパチクリとさせると、見たこともないほど面白い表情をした。

　聖天子は体ごとこちらに向けると、目め頭がしらを軽く揉もむ。

「……すみません里さと見みさん、最近政務が忙しくて疲れているようなのです……もう一度言っていただけませんか？」

「だからアドルフ・ヒトラー」

「冗談ですよね？」

「マジだよ。斉さい武たけが大おお阪さかエリア市民に十七回も暗殺されかけてるのはアンタも知ってんだろ？　あんな重い税金かけたら誰だれだってブチ切れるだろうに、あいつはどこ吹く風だしな。っつうか聖天子様よぉ、札さつ幌ぽろエリアや仙せん台だいエリア、博多はかたエリアのトップたちだってそうだが、奴やつ等らはガストレア大戦後の荒廃期からたった一代でエリアを立て直した極きわめつきの連中だぞ。『黒船が来たら老ろう中じゆうが若くなる』って言葉知ってっか？　平和な時期は誰だれが日本を運営してても良かったけど、本当にヤバくなった時に這はい上がってくるのはとびきり有能で、そして危険な奴等だ。どのエリアの統治者も『我こそは日本の代表』とか寝言を真顔で言う連中だからな。中でも斉武は一番ヤバイ。気を付けろ」

「わ、わかりました。ご忠告、ありがたく受け取っておきます」

　聖天子は若じやつ干かん気け圧おされながらも、重々しく頷うなずく。蓮れん太た郎ろうも途中から、半分は自分に言い聞かるつもりで語っていた。

　蓮太郎は視線を上げて最上階を睨にらむ。

　非公式とはいえ会談の場に罠わなを仕込むほど馬ば鹿かではないはずだが、とりあえず、自分は自分の依頼を遂行することを考えよう。

　聖天子が不安げに蓮太郎を見た。

「私の傍そば、離はなれないでくださいね」

「へいへい」

　彼女は少しムッとすると、蓮太郎の鼻はな面づらに人差し指を突きつけた。

「あと、里見さんは短気なので自制するようお願いします。里見さんが斉武さんに殴りかかってエリア間の戦争になったら目も当てられません。『うっせぇな』とか『ざけんじゃねぇよ』とか汚い言葉遣いも絶対に使わないでください」

「チッ、んなこと言うわけねぇーだろ」

　やがてインジケーターが最上階で止まり重々しい音を立てて扉が開くと、思いがけず最初に目に飛び込んできたのは青空で度ど肝ぎもを抜かれる。半円のドーム状に張り巡らされた六角形の強化ガラスは透明で、そこから見渡せる奥行きは無限の広がりを感じる。

　ホテルの一室にいるというよりは、高層建築の最上階展望台に応接セットを置いて私室に改造した感じだろうか。

　エレベーターの脇わきに立ち、直立したまま深く一礼したのは、おそらく斉さい武たけの護ご衛えいだ。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとして、なかなかの手て練だれと知れる。

　と、一人の白はく髪はつの男がこちらに背を向け、デザイナーズ・ソファに腰掛けて六枚のペーパーディスプレイに視線を落としていた。

　後ろ姿を見ただけでわかった。やがてソファから腰を上げた男が振り返り立ち上がる。

「初めまして、聖せい天てん子し様」

　そこで蓮れん太た郎ろうに気付いたのか、急に声のトーンが落ちる。

「……隣となりにいるのは天てん童どうのもらわれっ子か」

「テメェこそまだ生きてたのか、いい加減死ねよジジイ」

「口を慎つつしめ民みん警けい風ふ情ぜいが！　ここをどこだと心得ている！」

　稲妻の如ごとき一いつ喝かつが走り、隣の聖天子がびくりと震ふるえる。

　鋭角的に跳ねた口ひげ、顎あごヒゲと髪が繋つながって獅し子しのたてがみのような偉い容ようを発している。眼光は鋭く、高身長にスーツ。今年で六十五歳になるはずだが、いつ見ても精気横おう溢いつでまったく年齢というものを感じさせない。彼こそが天童菊きく之の丞じようのライバルであり、同時に数多あまたの政敵を闇やみから闇に葬ほうむってきた老ろう獪かいな政治家、斉武宗そう玄げんだ。

「蓮太郎、貴き様さまのことは風の噂うわさで聞いている。天童の女め狐ぎつねにそそのかされて天童を出しゆつ奔ぽんとは……愚おろかな真ま似ねをしたな。いまの貴様は天童の政治家ではない、地じ虫むしの如く地を這はう民警よッ。俺おれも貴様をそう扱うッ、貴様も自分の分ぶん際ざいを忘れるな！」

　蓮太郎は両手をポケットに突っ込んで険けん呑のんな瞳ひとみで斉武に近づく。

「ごたごたうるせぇジジイだな！　地位？　家柄？　そんなのを背後にそびやかさないと満足にお喋しやべりも出来ないってんなら、お前こそ大おお阪さかエリアに引きこもってでてくんなよ！　俺が天童だろうがそうじゃなかろうが俺は俺だッ」

　蓮太郎は斉武に肉にく薄はくし鼻先が触れ合う距きよ離りで睨にらみ合う。

　ふと、口元を緩ゆるめて先に引いたのは斉武だった。どうやら、とりあえずは合格らしい。

　聖天子を見ると、いまの剣けん幕まくを見てレースの長手袋をつまんだまま真まっ青さおになっている。

　蓮太郎は顔を覆おおいたくなった。おい冗談だろ聖天子様、こんなの小こ手て調べみたいなもんだぞ。

　斉武が顎あごをしゃくる。

「あの仏像彫りは元気か、蓮太郎？」

『仏像彫り』とは、天童菊之丞のことだろう。斉武宗玄のライバル、天童菊之丞には政治家としての顔以外にもう一つ、木材から仏を掘り出す『仏ぶつ師し』としての顔がある。六十二歳という史上最年少で人間国宝に指定された菊之丞だが、人間国宝に指定されると、弟子を一人育成しなければならない決まりがある。

　蓮太郎はそこまで考えて嫌いやな記憶に行き当たり、首を振ってそれを払う。

「……もうあんまり彫ってねーよ。出来の悪い弟子が逃げちまったからな」

「なんだ貴き様さま、後悔しているのか？」

　嘲あざけりも露あらわな斉さい武たけに、キロリと蓮れん太た郎ろうが睨にらみ上げる。

「ケンカ売ってるのかテメェ。ちょっとは口閉じてた方が利口に見えるぞ」

　聖せい天てん子しが目を白黒させていた。

「里さと見みさん、菊きく之の丞じようさんのお弟子さんとは……あなたのことですか？」

　どうやら、聖天子は初耳らしい。

「だったら、なんだってんだよ」

　蓮太郎がさも嫌いやそうに言うと、聖天子は慌あわてて顔を伏せて「いえ、別に……」という。

　斉武に勧められ、聖天子はガラステーブルを挟はさんだ向かいのソファに腰掛ける。蓮太郎はその後ろに立つ。

　てっきり政治的な交渉が始まるものと思っていたら、斉武は視線を上げて蓮太郎を見た。

「蓮太郎。貴様、ステージⅤのガストレアを倒す際、レールガンモジュールを使って、修復不可能なまでに破は壊かいしたそうだな。貴様あれがどれほど大事なものかわかっておろうな？」

「なに？」

「戦争はな、敵の上空を取った者が勝つと孫そん子しの兵へい法ほうから決まっておる。丘の上から矢を射掛けた軍が勝ち、飛行機で敵の上空に爆ばく弾だんを落とした軍が勝ち、衛えい星せいで敵の行動を盗んだ軍が勝ち──では次はなんだ？　貴様が壊こわしたあのレールガンは本来月面に移設して、月面から地表のガストレアを狙ねらい撃つ次世代の兵器だったのだ。それを貴様は……」

　蓮太郎は眉まゆをひそめる。

「待てよジジイ。仮に月面にレールガンをくっつけたとして、本当にガストレアだけに使うんだろうな？」

　斉武は小こ馬ば鹿かにしたようにクッと笑った。

「使うわけなかろうが馬鹿めが。貴様の想像通りよ。すべて、次世代の抑止力の一つとして日本を世界の超大国に押し上げるための布ふ石せきよ」

「暴力で他国を脅おどそうというのですかッ？」

　たまらず聖天子が口を挟はさむが、斉武はカッカッと短く笑いゆっくり立ち上がると、大おお仰ぎように手を広げる。

「聖天子様、あなたにはビジョンがないッ。我々は、すべてのガストレアを駆く逐ちくしたあとの世界のことまで考えねばならぬのだよッ。日本は世界の超大国として君臨すべきなのだ。あなたも気付いているはずだ。十年前、世界の列強は国家として機能しなくなる寸前までガストレアに様々なものを奪われ、破壊された。そして十年後のいま、あの未み曾ぞ有うの災害からいち早く復興した国こそが次世代の世界のリーダーになる権利を獲かく得とくできる。そして日本はそれを目指すべきだ。これこそが大局を見据えたグランド・デザインというものなのだよ！　邪じや魔ま立だてする者、無能な者、俺おれに従わぬ者はすべて力ずくでも排除する！」

　蓮れん太た郎ろうは言葉を失った。それは言げん外がいに、自分以外のエリアの国家元げん首しゆへの宣戦布告とも取ることが出来るからだ。

　腹に一いち物もつあって他ほかのエリアをだし抜こうと考えている国家元首は数あれ、声にだして言うのはこの男くらいのものだろう。

　蓮太郎はあきれかえりながら、一体どこからこの男の誤りを指摘すればいいのかと思っていた。

　世界の数学者や統計学者たちが、人類がすべてのガストレアを駆く逐ちくできる確率を必死で計算しては絶望的な数字をはじきだしているのに、斉武はこの期ごに及んで、まだ人殺しをしたいらしい。

　もし室むろ戸と菫すみれがこの場にいたら『人間は平和に飽きたら戦争を、戦争に飽きたら平和を求める愚おろかな生き物なのだよ』としたり顔で言うだろう。

　一転、斉さい武たけは苛いら立だたしげに足踏みする。

「それを貴き様さまは……ッ。無理な負荷を掛けてレールガンを鉄くずに変えおって。俺の夢を踏みにじったその罪、万ばん死しに値あたいすると知れ」

「わりーかよ。俺が性能テストしてやっただけありがたいと思え。それに欲しかったらまだ残ざん骸がいが残ってるから未み踏とう査さ領りよう域いきに行って回収してこいよ」

「フン、しかしまあ、俺も将しようたる器うつわの一人よ、貴様に贖しよく罪ざいの機会をやらんでもない──」

「あ？」

　斉武はソファに腰掛けるとそのまま身を乗り出してきた。

「貴様はＩＰ序列元百三十四位のペアを下したそうだな。蓮太郎、東京エリアなど脆ぜい弱じやくなエリアはいずれ滅ほろぶ。五年後、亡ぼう国こくの民たみでいたくなければ俺の元に来い。俺と貴様、二人で国取りをしようではないか。二人で盃さかずき片手に見渡す創世の風景、さぞや見み物ものとなろうぞ」

　聖せい天てん子しが色をなして立ち上がりかけるが、蓮太郎は腕うでだけでそれを制する。

「ざけんじゃねぇよッ。巣エリアに帰れ！」

　斉武は執念深そうな瞳ひとみに爛らん々らんと狂気の光をたたえ、口こう角かく泡を飛ばし腕を振る。

「俺は諦あきらめぬぞ。力あるものはすべて俺が蒐しゆう集しゆうし、必ず俺の下もとに参さん画かくさせる！　俺の意志は日ひの本もとの意志！　日の本の意志とはすなわち、俺の意志よ！」

　聖天子が静かにドレスの前で手を重ね、背筋を伸ばす。

「斉武大統領、そろそろ本題の方に入ってもよろしいでしょうか？」

　斉武は毒どつ気けを抜かれたように舌打ちすると「ああ、構わん」と手を振った。




　それから二時間後、第一回の非公式会談が終了した。

　その会談の唯一の成果らしい成果は、聖天子と斉武が決して相あい容いれない不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だと双方が理解したことくらいだった。
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　帰りのリムジンに乗る頃ころには辺あたりには濃い闇やみが下りていた。

　車で長時間待たされた延えん珠じゆはといえば、いまや蓮れん太た郎ろうに膝ひざ枕まくらされたまま気持ちよさそうな顔でよだれを垂らし眠りこけてしまっている。まったく、大した護ご衛えいだよお前は。

　このまま車が聖せい居きよに帰り着けば無事初日の依頼は完かん遂すいである。何事もなかったことを喜ぶべきなのだろうが……。

　顔を上げると、正面に座る聖せい天てん子しは膝ひざの上で掌てのひらを重ねた美しい姿勢のまま、窓の外の闇に向かって鬱うつっぽい表情を浮かべていた。

「そんなに落ち込むなよ」

　蓮太郎の声に反応して、聖天子がゆるりと視線を移す。

「別に落ち込んでなど──」

　そこまで言ってから、静かに首を振る。

「そうですね、少し……。漠然と、こちらが誠意を持って話せば、どんな人でもわかってくれると信じていたから、なおのことそう思うのかもしれません」

「別に、アンタが悪いわけじゃねぇ。斉さい武たけは菊きく之の丞じようも手を焼くような奴やつだ。アンタはよくやったよ」

　聖天子が顎あごに手をやりながらイタズラっぽく微笑した。

「意外と、優しいんですね、里さと見みさん。それにしても今日は驚おどろかされました。里見さんって政治家の卵だったり、仏様を彫ってたり、『新人類創造計画』の兵士だったり、複雑な経歴をお持ちのようで」

　蓮太郎はギクリとして視線を逸そらす。

「チッ。どれも残らず俺おれの黒くろ歴れき史しだ。蒸し返すなよ」

「今度、私のためになにか彫ってくれませんか？」

「嫌いやだ」

　聖天子が口元に手をやってクスクスと笑った。わずかだが、車内にほっとした空気が流れる。

「でも里見さんは凄すごいです。斉武さんを向こうに一歩も引きませんでしたから。里見さんのああいうところが、私はきっと、気に入っているのだと思います」

「気に入ってる？」

「ええ、私が接する人は家庭教師から菊之丞さんに至るまで、すべて敬語で接してくる人ばかりでしたから、里見さんみたいなはっきり物を言う人、周りに、誰だれもいないのでとても新鮮に映ります」

　ああ、と合が点てんがいった。

　蛭ひる子こ影かげ胤たねのテロ事件の時も、蓮れん太た郎ろうは聖せい天てん子しに好かれる発言をしていないどころか、噛かみつくような発言を連発している。なぜ、聖天子が自分を名指しして依頼を入れてくるのかずっと不思議に思っていたが、そういうことだったのか。

「でも、どうして民みん警けいなんだ？　アンタには、手持ちの護ご衛えい官かんが居るだろ？　ホラ、あの憲けん兵ぺい隊たいみたいな奴やつ」

「保やす脇わきさんですか？　あの人は……ギラギラしていて、一緒にいて少し、怖いです」

　蓮太郎は気のない表情で相づちを打ちながらも心の中でいい気味だと思っていた。保脇の方はちゃっかり聖天子の気を引こうという魂こん胆たんだったようだが、当の聖天子には脈はなさそうだ。

　聖天子は小型の冷蔵庫から桃もも果汁のジュースを取り出し、グラスにつぐ。蓮太郎にも勧めてくるので一杯もらうことにする。

　一口のつもりだったが、嚥えん下かすると、冷たい糖分が五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染しみ渡り、瞬またたく間に干してしまう。どうやら、想像以上に喉のどが渇かわいていたらしい。

　杯から顔を上げた聖天子は、なぜか毒どく酒しゆを呷あおったような決意の籠こもった瞳ひとみを蓮太郎に向けていた。

「里さと見みさん、斉武大統領は外国との関係が噂うわさされています」

　車がカーブにさしかかり体がわずかに右に振られ、膝ひざの上で延えん珠じゆが小さく寝言を呟つぶやいた。

　街灯の明かりがリムジンの車体の上を金属めいた揺らめきと共に滑ってゆく。

「……続けてくれ」

「アメリカやその他の諸外国が密ひそかに斉武さんに接触して、資金面、武器などを供与していると言うことです」

「外国側のメリットはなんだ？」

「バラニウム」

　聖天子は一いつ旦たん言葉を切って顔を上げた。

「バラニウムは民警が使う武器、弾薬、そして人とガストレアの境界を分けるモノリスの素材にもなっています。これらはガストレアとの戦いに必要不可欠な物です。日本のような領土の小さい国はまだ良いですが、ロシアやアメリカなどの大国は、ガストレアに奪われた国土を回復するために大量のバラニウムが必要とされています。そして地下に埋蔵すると試算されているすべてのバラニウムをかき集めても、世界中の大陸をガストレアから奪だつ還かんするには足りない。これがどういうことかわかりますか？」

　彼女の言っていることは痛いほどよく理解できた。

　世界のあらゆる地下資源は偏へん在ざいしている。石油が豊富に存在する中東、金やダイヤモンドが豊富に存在する南アフリカ。そしてバラニウムは火山列島、わけても日本にかたよって存在していると言われている。

　蓮れん太た郎ろうはつい最近鉱山労働から逃げてきた少年と出会ってその労働環境の劣悪さに驚おどろいていた。

　未み踏とう査さ領りよう域いきでのバラニウムの盗とう掘くつは、一見完全にリスクとリターンの比率が破は綻たんしているように見えるが、それでも盗掘者が絶えない現状を鑑かんがみると、鉱山がまるごと一つ潰つぶされるリスクを負ってなお旨うま味みがあると考える方が妥当だろう。

　蓮太郎の思考が芋いもづる式に加速される。

　そういえば、会談の内容は、東京エリアに不利な条件を一方的に斉さい武たけが突きつけて、聖せい天てん子しがそれを断るような内容だったはずだ。彼女に話を聞いたからかもしれないが、いま思えば斉武は開戦の口実を探しているようにも見えた。

「じゃあ、斉武が外国の力を借りてもやりたいことってのは……」

「はい。東京、札さつ幌ぽろ、仙せん台だい、博多はかたエリアの武力統一でしょう。その見返りは外国にバラニウムを安定して供与すること」

「斉武は大国に操られているのか？」

「わかりません」

　蓮太郎は顎あごに手を当てる。

「……あいつが、素直に誰だれかの言いなりになるような奴やつには思えない」

「私もそう思います。外国は上う手まく斉武さんを飼い慣らすつもりでしょうし、斉武さんは外国を上手くだし抜くつもりでしょう」

　聖天子は居い住ずまいを正すと、よく通る声で続けた。

「戦後からいまに至るまでの十年間、それぞれの国は国力を回復するためだけにモノリスの中に閉じこもっていました。けれど、これからは外に向かって領土を奪だつ還かんしていく時代になります。そしていち早く国力を回復した国が、次世代の世界のリーダーになるという斉武さんの考えは間違っていません──つまりバラニウムを制した者が世界を制するのです。

　里さと見みさん、これから世界中の国がバラニウム欲しさに日本の各エリアに協力的、あるいは敵対的なコンタクトを取ってくるでしょう。そして次世代の戦争とは、弾道ミサイルや爆ばく撃げき機きを使用した派手なものではなく、世界の軍事バランスを揺るがすような強力なＩＰ序列の民みん警けいを送り込んでの暗殺や破は壊かい工作が中心になります。

　時を置かず世界中の最強の民警が『資源の呪のろい』に縛しばられて日本にやってくることになるでしょう。里見さん、あなたは前回のテロ事件の際、蛭ひる子こ影かげ胤たねと蛭子小こ比ひ奈なを倒し、ゾディアックのうち一体を退しりぞけてしまった。残念ながらいまの東京エリアには有能な人材を遊ばせておく余裕はありません。あなたにはこれからも継続的に働いてもらいます。私のために、国家のために」

　蓮太郎は抑えがたい苛いら立だちに足踏みする。

「勝手な話だな。アンタは本当になんでも自分の都合で決めるんだな」

「勝手は承知しています」

　一転、聖せい天てん子しは沈痛な面おも持もちで自分の下腹当たりに両手を当てた。

「……私も、いつ騒そう動どうの渦中で斃たおれるかもしれません。私はもう子供を産める体なので、世継ぎを早く残すよう聖せい室しつの側近に散々言われています。ですが、有能な遺伝子を残すために機械的に産んだ子供より、傲ごう慢まんかもしれませんが愛によって産まれた子供が欲しいのです」

　蓮れん太た郎ろうは思わず腰を浮かせかける。

「戦えよ、お前！　どうして死ぬことばかり考えるんだ。斉さい武たけがそこまで危険な奴やつだとわかってるならいくらでも対処法があんだろッ！」

　聖天子がいままでにないくらい悲しそうに表情をゆがめた。

「あなたまで、菊きく之の丞じようさんと同じことを仰おつしやるんですね」

「なにッ？」

「里さと見みさん、あなたの視野は狭いと言ったのです。私はこれから東京エリアの領土をガストレアから取り戻していき、やがては仙せん台だいエリアや大おお阪さかエリアと土地を直結させるつもりです。いつの日か、すべてのエリアが繋つながった時、国民は思い出すでしょう。十年前、日本は一つの国であり、同じ空を見上げていた同どう胞ほうだったことを。そして東京エリアや大阪エリアといった狭い枠に囚とらわれていた自分を恥じるのです。

　私は侵略行為を行いませんし、暗殺や謀ぼう殺さつが降りかかろうとも決して膝ひざを屈しません。復ふく讐しゆうなどもってのほかです。それら卑劣な行為は血で血を洗い流そうとする行為にまったく等しいからです。

　里見さん、あなたは戦争で最初に犠ぎ牲せいになるのは誰だれだかご存じですか？　それは目も開かない子供や老人です。私は戦後の混乱期、東京エリア各地をお母様と回り愕がく然ぜんとしました。

　劣悪な衛えい生せい環境で、病気になり身動きすら出来なくなった子供たちが、けれど私が微ほほ笑えみかけると懸けん命めいに微笑み返してくるのです。しかし彼らは翌日には冷たくなってハエがたかっている」

　聖天子は強く首を振る。

「あんな恐ろしい事はもう二度とあってはなりません。私は平和を体現しなければなりません。言葉ではなく行動によって」

　聖天子は両手を組み合わせ、祈るような姿勢で絞り出した。

「里見さん、私はこれ以上この世界に悲しみの種が撒まかれることに耐えられない……ッ」

　蓮太郎は背筋がゾクリとした。

『敬愛している。だからこそ許せぬこともある！』前回のテロ事件の真の首しゆ謀ぼう者しや、天てん童どう菊之丞は聖天子をこう評したのをいまさらながらに思い出していた。

『呪のろわれた子供たち』への拭ぬぐいきれない憎ぞう悪おを糧かてに行動し、だが聖天子だけは嫌い切れなかった菊之丞の感情を当時はよく理解できなかったが、いまならば彼の気持ちがわかる気がする。

　蓮れん太た郎ろうは彼女から視線を逸そらす。

「……早死にするタイプの理想主義者だ」

「理想も語れない人間になりたくないのです」

「ならもっとうまく立ち回れよ」

「…………」

　蓮太郎は視線を落とし、しばらく無言で、眠る延えん珠じゆの肩から背を撫なで、やがて顔を上げる。

「馬ば鹿かだなアンタ……嫌いじゃねぇけど」

　聖せい天てん子しがわずかに頬ほおを染める。

「あ、ありがとうございます」

　その時、不意に下した顎あごに激痛。アッパーカットを食らったかの如ごとく脳が揺れた。

　いままで叩たたいても揺すっても起きそうになかった延珠が飛び起きて視線を左右にさまよわせていた。どうやら、起き抜けの彼女のヘッドバットをもらったらしい。涙がでそうなほど痛い。

「ど、どうしたんだよお前、急に」

　顎をさすりながら見ると、きょろきょろしながら延珠は腕うでを組んで頷うなずいた。

「いま、妾わらわの『蓮太郎レーダー』になにかが反応した……」

「れ、蓮太郎レーダーだぁ？」

「うむ、蓮太郎に悪い虫がつきそうになると反応するのだ」

　延珠は、最近新種の妖よう怪かいみたいな能力を身につけつつある。

　きょろきょろしていた延珠がやがて聖天子に視線を据えると、無言で見つめていた。

「な、なんでしょう」

「蓮太郎は駄目だぞ」

「あ、あの、なにを仰おつしやっているのかよく……」

「蓮太郎はおっぱい星人だから木き更さらよりおっぱいが小さいと女だと認識されないぞ。だから無理、諦あきらめるのだ」

　聖天子が軽けい蔑べつしきった目で蓮太郎を見た。

「里さと見みさん……不潔です」

「言いがかりも甚はなはだしいだろッ」

　蓮太郎は全身で否定しながらも、恨みがましい視線で延珠を見る。

「お、お前なぁ……」

　だが、もう延珠はこちらを見ておらず、代わりに食い入るように前方を見ている。

「蓮太郎、なんだろう、嫌いやな感じがする」

　車は十字交差点にさしかかり、赤信号にゆっくりと停車する。

　いつの間にかパラパラと小雨が降っており、窓から見える景色を歪ませていた。

　蓮太郎は延珠の横に顔を持ってきて、彼女の見ている方向に視線を合わせる。

　延えん珠じゆが指差す窓ガラスの向こう、遥はるか遠くにそびえる夜のビルは、航空誘導灯がいくつか赤くビルを縁ふち取どっている以外はなんら異常はない。少なくとも蓮れん太た郎ろうにはそう見える。だが延珠は感覚器官を含めすべてにおいて人類を遥かに凌しのぐイニシエーターである。

　なぜだか蓮太郎も緊張してきて、早く車が発進してくれるよう心から祈った。やがて祈りが通じたのか信号が青になり車が発進するとホッとする。

　だが延珠はまだ気を抜いていなかった。真剣そのものの延珠をちらりと見み遣やりながらもう一度だけ、視線を移す。

　ビル屋上付近でほんの一いつ瞬しゆん、チカッとなにかが閃ひらめいた。

　それが銃口炎マズルフラツシユだと認識した瞬間背筋が凍り付き、叫ぶより先に延珠の頭を押さえつけ、聖せい天てん子しに覆おおい被かぶさる。

　直後に激げき甚じんな厄やく災さいが襲おそってきた。

　ガラスの破は砕さい音おんにリムジンの甲かん高だかい急ブレーキ音に振り回され、聖天子が悲鳴をあげる。そのまま車体が横に滑って標識に激突。蓮太郎は為なす術すべもなく車内にかかるＧに振り回されドアに叩たたきつけられ、息が止まりそうになる。

　──街中で狙そ撃げきッ？

「蓮太郎！」

　すぐにハッとして蓮太郎は、叫ぶ。

「延珠！　でろ。ドライバーを連れて」

　蓮太郎もドアを蹴け破やぶると、ショック状態の聖天子の手を引いて車外に転がりでる。

　市街地のど真ん中、十字交差点。とにかく遮しや蔽へい物ぶつに隠れる必要がある。

　再びビルの屋上が光ったと思った直後に、爆ばく裂れつ音おんが響ひびく。

　燃料タンクを撃ち抜いた狙撃弾がリムジンを爆発炎上させ、あぶる熱ねつ波ぱ。周囲の一般人が悲鳴をあげパニックが伝染し、爆発衝撃波に聖天子がつんのめって転倒する。

　助け起こそうとすると聖天子が強こわ張ばった表情で首を振った。

「さ、里さと見みさん、私、腰が抜けて……」

　蓮太郎は奥歯を食いしばりビルを見る。

　まずい。

　三射目の光。咄とつ嗟さに彼女を庇かばおうと前に立ったところで痛恨の表情を浮かべる。駄目だ、貫通して彼女に当たる。

　直撃弾であることを脊せき髄ずいが悟り、ぎゅっと目をつむる。

「ハアアアアアアァァァッ！」

　直後に延珠の叫びと甲かん高だかい衝しよう撃げき音おん。弾はじき飛ばされた延珠が何回転もしながら地面を転がる。

　最初なにが起こったのかわからなかったが、すぐに延珠が靴の裏で狙そ撃げき弾だんを弾いたことに気付く──凄すごい。

　いままでどこにいたのか、保やす脇わきたち聖せい天てん子し付づき護ご衛えい官かんが彼女の周りを囲み壁を作りながら後退していく。去っていく聖天子はショックが抜けきらないのか、顔を真まっ青さおにして怯おびえながら、きつくドレスの裾すそを握っていた。

　不意に、その時ブウウン、という虫の羽は音おとめいた音が耳に聞こえてきて周囲に首を巡らせるが、なにも異常はない。

　──なんだ？　いまの音は？

　延えん珠じゆが蓮れん太た郎ろうの腕うでを強く引きながら叫ぶ。

「蓮太郎なにしてるのだ！　早く隠れないと──」

「……いや、敵はもう逃げたよ」

　蓮太郎は首を巡らせて辺あたりを見る。

　炎は踊り、風に舞う灰。リムジンの燃え立つ炎は、もうもうたる黒煙を空に吐き出し続け、一般市民に広がった狂きよう躁そうはいまだ収まる気配がない。

　雨脚が強くなり、蓮太郎の髪を濡ぬらし頬ほおを伝っていく。

　全身が濡れるのも構わず、蓮太郎は遠方のビルを睨にらみ上げる。

　距きよ離りは目算で一キロ。強風、夜間プラスアルファ雨天時の狙そ撃げきの三連発を、至近弾どころかすべて意のままに当てた信じがたい技量。

「テメェは……誰だれだ…………ッ！」




「すみませんマスター、失敗です。護衛に手て練だれの民みん警けいがいました。『シェンフィールド』回収後、速すみやかに撤てつ退たいします」

『民警だとッ？　情報にはないぞ、あのマヌケな聖天子付護衛官だけではないのかッ？』

　癇かん癪しやくを起こしかけ無線越しに『クソッ、クソッ』と毒づく主あるじを尻しり目めに、ティナはバレット社製の対戦車狙撃ライフルをケースにしまう。

『おい、民警の姿を見たか？』

「はい、しかし遠すぎて顔立ちまでは見えませんでした」

　ティナの見間違いでなければ三発目の狙撃弾をイニシエーターが蹴けって弾はじいたように見えた。ティナの使った対戦車狙撃弾は、大砲やバルカン砲などを除いてこの世に存在するすべての銃弾の王者的な位置にあり、とてつもない運動エネルギーを持っている。それを弾いたのか？

　凄すさまじい使い手だ。強敵といえる。

　撤てつ退たいの準備を終えたティナはビル風に吹かれる髪を押さえながら背後を振り返り、眼下を凍った眼まな差ざしで睨にらんだ。

「私を邪じや魔ましたあなたは…………誰だれ」
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「ほら、買ってきてやったぞ」

　蓮れん太た郎ろうはベンチまで駆け戻り、たこ焼き屋で買ってきたトレイを片方手渡すと、ティナ・スプラウトは、眠い目を擦こすりながらも嬉うれしそうに眼めを細める。

「ありがとう、ございます」

　休日。昼下がりの国定公園は燦さん々さんと陽光が降り注ぎ、草木共に風に吹かれて気持ちよさそうに揺れている。園内には小さく人工的な滝が作られており、落下した滝の飛沫しぶきが蓮太郎の顔を清せい涼りように撫なで、その周囲では小さい子供を連れた家族がキャッキャと笑う声が聞こえてきた。

　蓮太郎はどっかりとティナの横に腰掛け、いま一度財布を開けると、不景気な溜ため息いきをつく。

　蓮太郎のいまの懐ふところ具合では、二人分のたこ焼きすらままならない出費だった。木き更さらがこのまま非人道的賃金で蓮太郎をこき使うならば、本当に未み織おりのところに身売りしてしてやろうかと一いつ瞬しゆん考える。

　横目でベンチを見ると、今日のティナはいつぞやのパジャマと比べて随ずい分ぶん気合いの入ったドレス姿だった。だが画が竜りよう点てん睛せいを欠くというべきか、胸元のボタンを一段かけちがっており、髪留めの位置もおかしい。おそらく、眠くてそこまで気が回らなかったのだろう。

　と、考えている傍そばからティナの頭がカクンと下がり寝落ちしそうになる。彼女は目を擦りごそごそとポケットを漁あさってカフェインの錠じよう剤ざいボトルを取りだすと、中身をたこ焼きに降りかけ始める。

「おい待て！　何やってんだよお前」

「どうか、しましたか、蓮太郎さん？」

　のんびりした上うわ目め遣づかいで蓮太郎を見上げるティナを見ているとなんだか怒る気が失うせてきて、蓮太郎は「なんでもねぇ」と手を振る。

　ティナはたどたどしい手つきで錠剤まみれのたこ焼きを一つ掬すくい、口に運ぼうとする。ハラハラしながらそれを眺めていると、案あんの定じようというか彼女が手を滑らせる。

「あうあっ」

　べちゃ、という音を立ててたこ焼きが落下。

　蓮太郎は悲鳴をあげそうになった。六個入りで四百円もしたんだぞ！

　ティナは申し訳なさそうな伏し目がちで蓮太郎を見る。

　震ふるえる手で怒っていないという意思表示のため手を振るのは、大変な労力を必要とした。

　再びたこ焼きと格かく闘とうし始めたティナを尻しり目めに、気持ちを切り替えると、ベンチに背を預けて体を反そらし、流れる綿わた雲ぐもを眺める。

　あの暗殺未遂事件から一週間が経過していた。

　当然ながらあのあとすぐに反省会デブリーフイングという名前の対策会議が開かれた。

　護ご衛えいユニットのどこに問題があったのか明確にして、次からの事件を防ぐため前向きに事件を見つめ直す──などという美しい会議であったならどれほど良かっただろうか。

　蓮れん太た郎ろうは会議に出て失望を色濃くしていた。

　会議は『聖せい天てん子しの帰りのルートに狙そ撃げき手しゆが待ち伏せしていたのはどうしてなのか』という責任の押し付け合いに終始したからだ。

　当然真っ先に責められるべきは保やす脇わきを含めた警けい護ご計画書を作成した聖天子付づき護ご衛えい官かんだったが、保脇は会議の場で「こいつが！　こいつが犯人です！」と口こう角かく泡を飛ばしながら片隅で壁に背を預けていた蓮太郎を指差してきた。

　なんでも彼の言い分では『いままで一度として聖天子が狙ねらわれることはなかったのに、蓮太郎が雇われた途と端たん、聖天子の暗殺未遂が起きている。ゆえに蓮太郎は暗殺者と内通している』ということらしい。

　これは二つの意味でおかしな話だった。

　蓮太郎が依頼を受ける旨むねを電話で伝えたとき『では、当日聖せい居きよまで来てください』と事務官の一人に告げられた。そして当日聖居に行くとリムジンに乗せられ、会談の場まで行き、帰りに襲おそわれたのである。

　つまり、蓮太郎は護衛として雇われたにもかかわらず、一切護衛に関する事前説明ブリーフイングを受けていない。おそらく、蓮太郎を良く思っていない保脇たちが意図的に蓮太郎をのけ者にした結果だろう。

　皮肉にもそれが、蓮太郎に鉄壁のアリバイを証明してしまっている。

　百歩譲ゆずって蓮太郎が暗殺者となんらかの形で内通していたとして、護送ルートを知らない蓮太郎は暗殺者に教えるべき情報がないのだ。

　そしてもう一つ、これが一番重要なことだが、蓮太郎は自分が暗殺者と内通していないと自分で知っている。

　当然そう弁明したが、途中何度も大声で保脇が蓮太郎の発言を遮さえぎった。

「騙だまされるなッ」だの「みなさんこいつの意見を聞いてはいけませんッ」だので始めてから言葉巧たくみに会議列席者を丸め込もうとする。ライバルを様々な手て管くだで蹴け落おとしてきたと息巻く保脇は、さすがというべきか弁が立ち、ひどいこじつけと屁へ理り屈くつをそれらしく伝える能力には長けていた。

　一言で彼の言い分をまとめると『私は悪くない』であり、どうやら彼としては、どうあっても蓮太郎が罪を被かぶらないと我慢ならないらしい。

　会議の場で劣勢に立たされた蓮太郎を救ってくれたのは、意外にも途中で乱入してきた聖天子だった。

「里さと見みさんに依頼をしたのはわたくしの意思であります。その里見さんを疑うということは即すなわちわたくしの判断を疑うということ。なにより保やす脇わきさん、東京エリアを救ってくれた英雄を犯人扱いするということは何事ですかッ。恥を知りなさい！」とぴしゃりと言いつける。

　保脇はぐうの音も出ない様子で悔しそうに席に座ってしまった。

　だが彼が諦あきらめていないのはその修しゆ羅らに燃える執念深い瞳ひとみを見た瞬しゆん間かんにわかる。

　薄うす気き味み悪く笑いながら口の中で小さくブツブツと呟つぶやく保脇の視線は、蓮れん太た郎ろうの背筋に充分以上に寒いものを走らせた。

　あとで蓮太郎に同情的な職員から話を聞くと、保脇は、蓮太郎と聖せい天てん子しの仲を民みん警けいと国家元げん首しゆ以上のものであると勘違いしているらしい。

　はた迷惑な話だ。

　蓮太郎は足を組んで両手を頭の後ろに持ってくると、再び思考に没入する。

　横合いから聞こえてくる「あうあッ」ベチャ、という本日二回目の音は努めて意識しないようにした。

　まだまだ考えることはある。

　それは、暗殺者の目的はなにかということだった。

　過去の歴史を振り返っても、暗殺というものは政治・宗教的な利害対立が絡からむものよりも熱狂的なファンによる逆恨みや独占欲の暴走というものの方が多い。

　聖天子は十人並みのアイドルを凌しのぐほどの美び貌ぼうの持ち主だから、彼女がそれらの対象になることは充分に考えられることだった。

　依頼を引き受けた側として自分なりに責任を感じたので、蓮太郎は聖せい居きよの職員に頼み込み、聖居に届く脅きよう迫はく状じようや犯行予告のたぐいを管理・記録した保管庫に入らせてもらった。

　脅迫状は『お前を殺してやる！』『赤あか目めに与くみする愚おろか者ものに死を』という非常に単純なものから『君は僕だけのものだよ。聖天子様の×××に僕の×××をハァハァ──』という、こんなもんに切手貼はって送ってくるなよと思わず言いたくなるようなとてつもないものまで多た岐きにわたった。聖天子が目を通したらその場で卒倒するかもしれない。

　あきれかえってしまったのはその莫ばく大だいな量である。

　ネット全盛の二〇三一年に、アナログ的な脅迫状でこの有あり様さまなのである。メールボックスに来るものは、さらにこの何十倍にものぼるだろう。

　だが蓮太郎はこれらすべての要素を勘かん案あんした上で単純なファンによる犯行は度ど外がい視ししてもよいのではないかと思っている。

　なぜなら今回の事件、ルートの割り出しの他ほかに遠えん距きよ離り狙そ撃げきという冷れい酷こくかつ計算高い要素が加わっているからだ。

　度を越した妄もう想そうを抱えている一般人ならば、狙撃を考えるより先に、聖天子が演説している壇だん上じように上って拳けん銃じゆうで射殺する方法を考えるだろう。

　蓮太郎は眦まなじりを鋭くしながら、組んだ掌てのひらの上に顎あごを落とす。

　危険な敵だ。

　聖せい天てん子しはこのまま斉さい武たけと話が平行線になってしまうことが耐えられないらしく、会談を中止するつもりはないという。もう少しで斉武との第二回の非公式会談が始まる。

　あの日以来、蓮れん太た郎ろうの中で暗殺者の存在は日増しに大きくなっていった。

　なんとか、敵の手掛かりだけでも──

「あうあっ」

「お前一体何個落としてんだよ！」
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　地面を見ると、大粒のたこ焼きは三個舗ほ装そう路ろに墜つい落らくしており、彼女はといえば一つも口に運んだ形跡がない。

　ティナはしばらく地面に落ちたたこ焼きを眺めたあと、ゆるゆると顔を上げて至し極ごく真ま面じ目めな表情を作った。

「蓮太郎さん、このたこ焼き、私の口から逃げるようなのです。まだ、内部のタコが生きている可能性が──」

「──ねぇよ！　ちょっと貸せ」

　蓮太郎はトレイを奪い取ると爪つま楊よう枝じで一個刺し、無理矢理口に放り込む。

　ティナは束つかの間ま驚おどろいた顔をしていたが、もそもそと咀そ嚼しやくし始めると徐々に頬ほおの表情筋がゆるんでいき、なんとも幸福そうな顔になる。

「蓮れん太た郎ろうひゃん、もっと、くらひゃい」

　ティナは半分ベンチから身を乗り出しながら目を閉じ、小さく口を開ける。

　なんだかキスをせがまれているようで一いつ瞬しゆんどきりとするが、どちらかというと鳥のヒナに餌え付づけしているような感覚に近いなと思い直す。

　ひょいぱく、ひょいぱく、と食べていくごとに幸福なオーラを発散して弛し緩かんするのが面白くなり、気付けば自分のたこ焼きも全部ティナにあげてしまっていた。

「ちょっと、じっとしてろ」

　蓮太郎はハンカチを出してソースまみれになった口を拭ふこうとすると、ティナは眼めを細め顔を上げ、蓮太郎のされるがままになる。

　背後から笑い声が聞こえてきて首だけ振り返ると、家族連れがこちらを指差しながらほがらかに笑っていた。彼らには自分とティナはどう映っているのだろう。

　なぜだか、不思議と心が温かくなった。

　少し離はなれて腰に手を当て、よし綺き麗れいになったと一つ頷うなずくと、ティナはゆっくりと目を開け、おもむろに呟つぶやく。

「私、蓮太郎さんのこと、好きです」

「は、はぁ？」

　いきなりのことでたじろぐが、ティナはその反応を楽しんでいるように顎あごに手を当てた。

「私、こんなに優しくされたの、生まれて初めて、かな、と」

　ティナは嫌いやなことを思い出したのか、少し眼を伏せると、背を丸める。

「私は、両親が死んでから、あまり楽しくない気分です」

「楽しくない気分？」

「はい。それからというもの、私の人生は『痛い』だけです。だからいま、久しぶりに、楽しい気分です」

「………………。……なあティナ、この前保ほ護ご者しやがいないって言ってたけど、あれはどういう意味なんだよ。そもそも、どうしてこんなところにいる？　普段なにしてんだよ？　お前のこと、もっと教えてくれ」

　ティナの視線が泳ぐ。

「それは……」

　ティナと会うのは今日で四回目になる。

　あれからというもの、ほぼ一日おきくらいに電話で呼び出され、前回は遊園地、前々回は外がい周しゆう区くが見たいとせがまれたので、延えん珠じゆの故郷である第三十九区を案内した。

　ティナは見るものすべてが珍しいという顔で、蓮太郎はそんな彼女の顔を見ているのが心底楽しかったが、『私と会っていることは誰だれにも言わないでください』という条件を突きつけてくる謎なぞめいた側面もあった。

　時折、思い出したようにポツリポツリと漏らす彼女の話を総合するに、どうやらあまり幸多き人生を送ってきたわけではなさそうであるが、それとなにか関係があるのだろうか。

「なあティナ────」

　その時、無機質な携帯電話の音が割り込んでくる。

　送信者名を見た彼女の表情が一いつ瞬しゆん、恐ろしいまでに強こわ張ばった。

「お、おい」

　心配になって手を伸ばすと、それをすり抜けティナがベンチを飛び降りる。

「蓮れん太た郎ろうさん、私、もう行かなきゃ」

　彼女はこちらの返事も聞かずに蓮太郎に背を向ける。

「待てよ」

　なぜだか蓮太郎はとてつもない不安に駆られて声をかけると、彼女が半分だけ振り返る。

　風が強く吹き、あたりの木々を強く揺するカサカサという音がした。

　ティナは金髪を押さえながらうっすらと笑った。

「また会いましょう、蓮太郎さん」

　丁てい寧ねいに一礼して去っていく彼女の背を、蓮太郎は長い間見ていた。

　今度は蓮太郎の携帯電話が震える。

　未み織おりからのメールだった。至急来いという内容で、メールに位ジ置オ情タ報グが埋め込まれている。どうやら休日にもかかわらず学校にいるらしい。

　蓮太郎はもう一度顔を上げたが、もう彼女は視界から消えて、見えなくなっていた。




　ティナは国定公園を歩きながら、折り返して電話をかける。

『遅いぞ』

「すみませんマスター、どうしても電話を取れない状況にありました」

『意識を、会話ができるまで覚かく醒せいさせよ』

　硬く、冷たい声で命令が下される。

　ティナはカフェインの錠じよう剤ざいボトルを取り出すと、残っていた錠剤を全部口の中に流し込み乱暴に噛かみ砕く。口の中に広がる苦い味に顔をしかめながらカラのボトルを握りつぶすと園内のゴミ箱に放った。

　しばらく歩いていると、ある程度意識が鮮明になってくる。

　覚醒度合いは四〇％というところか。完調には程遠い。

「それで？」

『次の聖せい天てん子しの警けい護ご計画書が流れてきた』

「早いですね」

　てっきり二回目は警戒されて計画書が漏れてくることはないと諦あきらめていただけに拍ひよう子し抜けした。よほど無能な人間が聖せい天てん子しの側そつ近きんにいるのだろう。

　電話の奧でクッと小さく笑う声が聞こえてきた。

『私らに協力して情報を流してくれる聖せい居きよの職員に感謝せねばなるまいな』

「どういう人なのですか、その協力者とは？」

『なに、ガストレアに目の前で子供を食われた者だ。よくある話にすぎぬよ』

　ティナは複雑な表情でそれを聞いた。聖天子は『呪のろわれた子供たち』の基本的人権の尊重と共存を政治スローガンの一つに挙げている。それゆえに敵も多いらしい。

　皮肉な話だった。彼女がやっていることは人間としては非常に正しいのだろう。だが聖居内の側近からも裏切り者を出し、いまティナのような『呪われた子供たち』の暗殺者に付け狙ねらわれ殺されようとしている。

　──『呪われた子供たちわたしたち』に、肩入れなんかするから。

『我らの依頼主は、東京エリアに逗とう留りゆうしている間にカタをつけたいとお望みだ』

「マスター、しかしまたあの民みん警けいが邪じや魔まをします」

『奴やつ等らの正体もわかった』

「本当ですか？」

　ティナは携帯電話を強く耳に押し当てた。

『天てん童どう民間警備会社というらしい。まだ次の会談まで少し時間がある。今度も邪魔をされてはかなわぬよ』

　フッと彼女の主あるじが笑った。彼の言いたいことはよくわかった。

　ティナは足を止める。五感が研とぎ澄すまされていくのがわかった。

『ティナ・スプラウト。次の任務を伝える。天童民間警備会社の社長──天童木き更さらを殺害せよ』




　　　　２




　休日の勾まが田た高こう校こうの廊下はシンと静まりかえっていた。

　蓮れん太た郎ろうは沓くつ脱ぬぎで上靴に履はき替えながら、新鮮な気持ちで首を巡らせる。

　中学校は部活動をしていなかったし、高校に上がってから木更と始めた民警稼業のせいで部活動などをする余裕がないので休日に学校に来ること事態ほとんどない。

　蓮太郎は深しん閑かんとしたリノリウムの廊下を靴音高く歩き生徒会室を目指す──後ろから聞こえてくるジャッジャッという金属音は努めて意識しないようにしながら。

　ごくたまにすれ違う生徒は、こちらを見ると一いち様ようにぎょっとした表情をしたあと目を伏せ足早に通り過ぎる。まあ気持ちはわからないでもない。

　蓮太郎は嫌いや々いや後ろを振り返り、後ろをついてくるフル装備の天童木更を見た。

　獰どう猛もうなフォルムを持ったスパス12ショットガンを二挺ちよう、背に交差させて背負い、左手に90ｔｗｏナイン・トウーベレッタ拳けん銃じゆう、右手に殺せつ人にん刀とう・雪ゆき影かげを持って歩いている。スカートの上から巻かれた革ベルトには、破は砕さい手しゆ榴りゆう弾だん、焼しよう痍い手榴弾、催さい涙るい弾だん、特とく殊しゆ閃せん光こう音おん響きよう弾だんなど色とりどりのテーピングをした榴弾その他がカラビナで吊つり下げられており、彼女が歩く度たびに騒そう々ぞうしい金属音を立てている。

　総重量が六十キロくらいありそうな木更が蓮太郎の後ろを無言で歩き、不思議な呼吸法でコンセントレーションを高めていた。

「お、おい木き更さらさん」

「ちょっと黙だまっててッ」

　にべもない。

　正面玄関から見て一番西側奧の二階への階段を上がり右手に折れるとほどなく『生徒会室』のプレートが見える。

　木更はベレッタの遊底スライドを引いて銃を発射可能にすると、素早くドアの右側に展開して背をぴったりと合わせる。

　蓮れん太た郎ろうが辟へき易えきしながらドアをノックしようとすると、木更が信じられないというように首を振った。

「待って里さと見みくん。真正面から突入するつもり？　危険すぎるわ。民みん警けいのライセンス取得試験を思いだして。催さい涙るい弾だんを転がしたあと、ノコノコ出てきた未み織おりを二人で射殺するわよ。胸に二発、頭に一発撃ち込んであの女をこの世からオサラバさせるの」

「お、おい木更さん……俺おれは未織を始末しに来たんじゃない。狙そ撃げき事件の現場で発見された弾丸の分析結果を聞きに来たんだ」

「似たようなものでしょ！」

「違ちげぇだろ！」

　蓮太郎は心労のあまり目め頭がしらを揉もんだ。

　万ばん事じにおいて抜かりない木更だが、未織のことになるとどうしてもこうも冷静さを欠くのだろうか。

　公園でティナと分かれたあと、未織のところに寄ると事務所に連絡を入れた途と端たん、木更が『私も行くわ』と強制的に合流してきたと思ったらこの有あり様さまだった。木更の前で不用意に未織の名前を出したのは失態極まりなかったが、まさかこんな全力で殺しに来るような装備で現れるとは夢にも思わなかった。

「……なあ木更さん、俺が話をしてくるから、悪わりぃんけど外で待ってろよ」

「だ、駄目！　未織と里見くんを二人きりに出来ないわ」

「なんでだよ？」

「なんでも！　金こん輪りん際ざい、未織と二人きりで会っちゃ駄目。会うときは必ず私を同伴させなさい。これは社長命令よ」

　蓮れん太た郎ろうは首を振りながら付き合いきれないと思い、ドアをノックし返答も待たずにノブを回す。

「あ、ちょっと里見く──」

　──突とつ如じよドアの隙すき間まから伸びてきた手に室内に引っ張り込まれると扉が閉められ鍵かぎがかけられる。

　蓮太郎は数歩たたらを踏みながら振り返る。

　ブラインドが下ろされた薄うす暗ぐらい室内、ドアを背に後ろ手に鍵をかけた未み織おりが妖よう艶えんな笑みを浮かべていた。学校に来ているのにかかわらず明るい色の和服姿が目を引く。

「いらっしゃい、里さと見みちゃん」

　途と端たんに未織の背後で木き更さらが乱暴に戸を叩たたく。

「未織、いますぐ開けなさい！　じゃないと扉破るわよ」

　未織は目を閉じ、ツンと顎を上げる。

「やってもええけど、請求書はきっちり天てん童どう民間警備会社に送らせてもらうで」

　ぴたりとドアを叩く音が止やみ、代わりに木更の歯ぎしりの音が聞こえる。

　悲しいかな、晩飯を蓮太郎の家にたかりにくるほど困こん窮きゆうした木更には、扉を弁べん償しようするほどの甲か斐い性しようはとてもない。

「よく木更さんもついてきてるってわかったな」

「わからんかったよ。けどそら、あんだけ扉の前で大おお騒さわぎされたらな。隣となり行こか」

　未織は人差し指で隣の部屋を指す。

　未織に先導されながら未織の私室に入るとそこは別世界だった。原色が強いくねくねと前ぜん衛えい的な形の椅い子すや机の他ほかに、空中に浮かぶ五十枚ほどのホロディスプレイ。

　株価や経済ニュースを表示していたディスプレイは未織が手を水平に払うと、集合、合体して一枚の巨大ディスプレイ化、水族館調のスクリーンセーバーが起動し始め、サラウンドスピーカーがコポコポと静かな泡の立つ音を流す。部屋全体が薄うす青あおく光り始めた。本当に深海にいるようだ。

　蓮太郎は八畳一間の古ぼけた我が茅屋ぼうおくを思い浮かべながら、もう一度この部屋を見渡す。

　同じ時代だとは思えない。

　これは司し馬ば重工が彼女のためにあつらえた部屋だ。来年生徒会長を勇退したら彼女はこの部屋をどうするつもりなのだろうか。

　未織がディスプレイの方に扇子せんすを突きだして「聖せい天てん子し狙そ撃げき事件証拠物件」と言うと、パネルに現場の写真が次々と陳列される。

　未織が腕うでを手前に引っ張りながらその一つ、銃弾の弾頭部分を拡大する。

「狙撃に使われたのは五〇口径のブローニング重機関銃用の弾で、ライフリングを調べたけどクリーン。犯罪使用歴はない」

　ライフリングとは『銃の指紋』とも呼ばれている、放たれた弾丸についている回転痕こんのことである。

　未み織おりが扇子せんすを広げてくるくる回転させると、画面が何度か切り替わり、ミニチュアサイズの事件現場の三次元モデリング画像が出てくる。

　日本舞ぶ踊ようを舞まっているかのような未織の美しい姿に、不覚にも一いつ瞬しゆん見とれてしまう。

　未織は狙そ撃げき手しゆがいた問題のビル屋上を扇子で指し、そこからリムジンまで扇子をドラッグしてくると、モデリング画像に点線が引かれ、九百九十一メートルと距きよ離りが表示される。未織は蓮れん太た郎ろうに見えやすいようにモデリングを回転させる。

「なあ里さと見みちゃん、確認するんやけど、本当に敵はこのビルから撃ってきたん？　しかもリムジンが走っとった時に？」

「……そうだけど、なんだよ？」

「里見ちゃんって、狙撃にはどんくらい詳しいの？」

「ほとんど素人しろうとだ」

　なんといっても民みん警けいのライセンス取得時に選択科目から外はずしたくらいの苦手教科だ。狙撃は一カ所にとどまって獲え物ものが来た瞬間研とぎ澄すました神経でトリガーを引くがゆえに、とてつもない忍耐と集中力を要する。蓮太郎はそのどちらもあまり自信がない。

「現場の路面にめり込んだ空から薬やつ莢きようは回収されとる。射撃角度からいってもこのビルから撃ったのはほぼ間違いないんやけど……」

　未織は歯に物が挟はさまったような物言いをすると、顔を上げて続ける。

「あのな里見ちゃん、二〇三一年になって、狙撃スコープやライフルの精度も上がっとるけど、結局命中率を決める最も重要なファクターは人間なんよ。そして人間は常に心臓が動いとるし、呼吸もするからどうしても手が震ふるえてまう。スナイパーは八〇〇メートル先の目標に当てられるようなら『達人』。一キロで『神かみ業わざ』。一．二キロで『曲芸』。それ以降は『偶然』だとウチは思っとる」

　蓮太郎はぎょっとする。

「そんなに難しいのかよ」

「体育用具室からフラフープ持ってきて、輪投げの要領で二〇メートル先のカラーコーンに三回連続で入れてみぃ。狙撃と輪投げは違うけど、どんくらい難しいかを理解するには役に立つで」

「それは……難しいな」

　やらなくても蓮太郎には無理だろうと想像がつく。

　ようやく未織の言いたいことがわかってきた。一キロ先からの三発の狙撃弾を当てるなんて芸当は、ほとんど不可能に近いと暗あんに仄ほのめかしているのだ。

　それから未み織おりは狙そ撃げき弾だんの直進に影えい響きようを与える気温、湿度、角度、気圧、コリオリ力（狙撃弾は山なりの弾道を描いて飛び、標的までの五五％地点でもっとも高くなるらしい）、そして狙撃にとっての天敵であるビル風の影えい響きようについて講釈してくれた。

　蓮れん太た郎ろうは目ま蓋ぶたを閉じ、リムジンの火か焔えんと人々の悲鳴、そしてビルの屋上からの閃せん光こうを思い起こした。

　見間違いでもなんでもない。現実に狙撃手はいたし、あのビルから撃ってきた。たとえ未織がなんと言おうとも。

　ふと、蓮太郎は頭に浮かんだ疑問をぶつけてみる。

「なあ未織、お前の会社、警察や自じ衛えい隊たいにも武器を卸おろしてるんだよな？　保やす脇わき卓たく人とって知ってるか？」

「知らへん」

「聖せい天てん子し付づき護ご衛えい隊たい長ちようだ。司し馬ば重工のファイルになにか情報はないか？　奴やつのことをわかる範囲で教えてくれ」

　未織は首を傾けて掌てのひらを打ち合わせ「検索、保脇卓人」と言うと、目まぐるしい速度で検索が開始され、ややもせずディスプレイに保脇のバストアップの写真が呼びだされる。横には略歴もついていた。

「保脇卓人、三十二歳男。階級は三さん尉い、里見ちゃんは一いつ曹そうやから、里さと見みちゃんの一個上の階級やな」

「は？」

　聞き捨てならない言葉が一つあった。

「おい未織、俺おれは軍人じゃねぇから階級なんか持ってねぇよ」

　正確には『新人類創造計画』は自じ衛えい隊たい発案の計画だったので、その強化手術を受けた蓮太郎は強制的にその兵士として登録されているのだが、その階級は一番下っぱの兵士だったはずだ。『一曹』などという偉そうな階級では断じてない。

　だが未織は顔の前で手を振ると言げん下かにそれを否定する。

「あるよ。疑ぎ似じ階級っつってな、序列が上がると機密情報アクセスキーと一緒にくっついてくるんよ。里見ちゃんは序列千番やから一曹なの」

　そういえば、叙じよ勲くん式しきでは序列千番の昇格と同時に機密情報アクセスキーと疑似階級をセットでもらった気がする。

　もらった機密情報アクセスキーの方はレベルが低すぎてめぼしい情報は得られなかった。やはり、蓮太郎の両親や、ガストレア戦争の詳細まで知りたければもっと上位のアクセスキーが必要になるということだろう。

「で、その疑似階級っつーのは一体なにが出来んだよ」

「ほとんどなんも出来んよ。一応普通の階級と同じ働きをするから命令権はあるけど、あくまで『疑ぎ似じ』やから、兵士を率いて命令出来るような権限はない」

　──命令権はあるけど、指し揮き権けんはない、か……。

「じゃあなんのためにあるんだ？」

「あれをあげることで民みん警けいの気分を良くさせておいて、『あくまで民警社員は国の持ち物ですよ』っちゅうことをアピールしておきたいんよ」

　蓮れん太た郎ろうは溜ため息いきをつく。

「『民間』警備会社なのに政府のヒモ付きなんだな」

「ま、しゃーないな。最強の民警は単独で世界の軍事バランスすら左右するくらい強いから、国は出来るだけ管理したがる。民警システムは当初『軍事力の民営化』なんて謳うたわれて鳴り物入りで始まったけど、所しよ詮せんはお題目なんよ」

　シニカルな笑みを浮かべる未み織おりを見ながら、ふと以前にも、似たようなやりとりを木更としたなと思い出した。

　未織はペイントソフトを起動させると、保やす脇わきの顔写真にネコみたいなヒゲを書き加えて頭髪を剃そり落とし、鼻歌を歌い始める。

「だいたいな、自衛隊は『抜かずの剣こそ平和の誇り』っていうストイックな姿勢が格好よかったんに、ガストレア大戦で成果を上げた一部のタカ派がシビリアン・コントロールが効かなくなって旧軍みたいなことやり始めたんよ。聖せい天てん子し付づき護ご衛えい官かんはその象徴みたいな奴やつなの」

「シビリアン……なんだって？」

「まあ端たん的てきに言うと悪モン。それと里さと見みちゃん、本来要よう人じん護衛っていうのは警察の仕事なんやけど、聖天子様だけは自前で護衛官を持ってる。でもこれはいいことばかりでない。どうしてかわかる？」

　蓮太郎は未織の目を見ながら重々しく頷うなずいた。

「ノウハウがない」

「その通りッ」

　未織は扇子せんすを鼻先に突きつけてくる。

「聖天子付護衛官は発足してわずか十年弱しか稼働してないひよっこ組織。当然、警視庁警備部警護課の要人護衛ユニットよりも練れん度ども低いしノウハウが蓄積されてない。なにより過去十年間、聖天子付護衛官はマスコミをブロックする壁以上の役割を果たしてない」

　それは蓮太郎も憂ゆう慮りよしていた。彼らの実際の現場での対応はお世せ辞じでも手慣れているようには見えなかった。

　蓮太郎は溜息をつく。

　もう断ぜざるを得なかった。

　保脇は想像以上に無能だ。そしてより由ゆ々ゆしき問題は彼が今回の暗殺未遂からなに一つ学んでいないことにある。

『誤あやまって改めざる、これを過あやまちという』とは誰だれの言葉だったか。

　この調子では第二回の暗殺事件も起こりかねない。

　やはり自分がなんとかしなければ。

「未み織おり、一つ頼み事がある。斉さい武たけ宗そう玄げんについて調べてくれないか？」

「なして？」

　一いつ瞬しゆんどこまで言うべきかとためらったが、蓮れん太た郎ろうは首を振ると、まっすぐ未織を見据えた。

「あいつが今回の暗殺の依頼人だ。多分間違いない」

　未織が「里さと見みちゃんも言うわー」と嬉うれしそうに口笛を吹く。

「でも証拠がないんだ。お前の方でウラを固められないか？」

　未織が「んー」と顎あごに手を当てながら苦笑する。

「頼ってくれるのは嬉しいんやけど、期待されても困る。もし里見ちゃんの予想通りやったとして、仮にも大阪エリアの国家元げん首しゆが証拠を残すような杜ず撰さんな指令をだしとるとは、ウチにはどうしても思えん」

「駄だ目め元もとでいい。頼む」

「ん……わかった」

「助かる」

　これで、やれることは全部やったはずだ。

　と、顔を上げると、思いがけず未織の顔が近くにあった。

　未織は頬ほおを上じよう気きさせながらすり寄ってきたかと思うと、蓮太郎の胸に顎あごを乗せ猫なで声をだす。

「なぁ里見ちゃん、里見ちゃんの頼み事は聞いたるから、その代わりと言ってはなんやけど、里見ちゃんの本当の力、ウチにも見せてほしいなぁ」

　おそらく『新人類創造計画』の兵士としての力のことを言っているのだろう。

「チッ、お前にはかんけーねーだろ。だいたい、あれは他人に見せるようなものじゃねぇ」

「里見ちゃん、そんなに木き更さらがええの？」

「そ、それは言うなよな！」

　未織が少しムッとする。

「木き更さらのこと忘れるなら、ウチの体、里見ちゃんの思うようにしても、ええんやで？」

　未織のすべすべした手が蓮太郎の胸元に差し込まれ円を描くように撫なでる。ぴたりと体をくっつけてきて、襟えりの合わせ目から胸元がチラチラ見えて妙みように興奮する。不意に彼女の濡ぬれた瞳ひとみと視線がぶつかって、蓮太郎はドキリとしながらも未織から顔をそむける。

「頼む未織、いい加減に──」

　突然轟ごう音おんと共にドアが蹴けり開けられ、肩で息をしている木更が乱入してきた。

「なにやってんのよアンタたち！」

　木き更さらは、ハッとして蓮れん太た郎ろうと未み織おりを交互に何度か見たあと俯うつむくと、刀を握る手に力を込め、カチカチ鳴らす。

　背後の扉が内側に倒れているところを見ると結局扉ごと破は壊かいしたらしい。

　未織がなにか良からぬ事を思いついたのか、木更に見えないように小さく笑うと、途と端たんに和服の袖そでを口元に持ってきて、しおらしいポーズを作った。

「かんにんな、かんにんな木更ッ！」

「え？」

　木更が毒どつ気けを抜かれたように瞳ひとみをしばたかせる。

「ウチと里さと見みちゃんは本当に、本ホンッ当トウに、この部屋でなにもしとらんかったから。だから誤解せんでな木更」

　未織は乱れてもいない和服の襟えりを何度も直し、頬ほおを紅こう潮ちようさせた。

　ガチャゴトンという騒そう々ぞうしい音と共に、木更が持っていた刀と銃をまとめて取り落とす。

「嘘うそ…………」

　未織は蓮太郎の方を振り返り「じゃあ、里見ちゃん、あの話このまま進めさせてもらうで」と言って走って立ち去ろうとする。

「お、おい、なんだよ、あの話って」

　未織が足を止めイタズラっぽい瞳でくるりと振り返る。

「なにって……ウチが里見ちゃんに体を差しだしたら、里見ちゃんがウチの会社に移籍するって──あ、木更ッ。ホンマになんでもないんよ。じゃあね」と言って、今度こそ本当に部屋から立ち去ってしまった。去り際ぎわ、木更に見えないように舌をだす。

「嘘うそ…………」

　木更は愕がく然ぜんと瞳を見開いたまま身じろぎもしない。

　蓮太郎は内心の動揺を押し殺しながら後ろ頭をかく。

「な、なあ木更さん、わかってると思うけど、あれは未織のイタズラだぞ……っておい、聞いてっか？」

　彼女の顔の前で手を振っても、彼女は瞳を見開き小さく口を開けたまま瞬まばたきもしない。

　どれくらいの間そうしていただろうか。やがて木更は刀を拾って踵きびすを返し、ふらついた足取りで壊こわした扉からでて行ってしまう。

　クソ、と毒づいてこめかみを押さえる。やってくれたな未織。

　と、携帯電話が震ふるえた。送信者を見てから耳に当てる。

「なんだよ先生。いまそれどころじゃ……ッ」

『やあ里さと見みくん。ちょっとこれからいいかな？　大事な話だ』

　ガストレア研究医・室むろ戸と菫すみれが人を食った調子でそう切りだしてきた。

　蓮太郎は押し黙だまって顔を上げ、木更が出て行った扉を見ながら「まあ」と呟つぶやく。

『ではこれから来たまえ。延えん珠じゆちゃんにも話があるから彼女も連れてこい、じゃあな』

「は？　延珠も？」と言ったときには、もう不通音が流れていた。

　釈しやく然ぜんとしないながらも延珠に連絡を入れてから、手持ちぶさたになってアドレス帳の木き更さらの名前をじっと見つめる。

　なんだよ、勝手に勘違いしやがって。

　一応『事務所に戻らずに菫のところに行ってくる』と報告する口実を作って彼女に電話することができる。

　普段なら深く考えることなく彼女に電話を入れるのだが、なぜだか蓮れん太た郎ろうは未み織おりの部屋を落ち着き無くうろついてから、五分後ようやく勇気をだして木更にコールした。

　二十コールほど鳴って諦あきらめかけた頃ころ、ようやく木更がでる。

「お、おい木更さん？」

『どちら様ですか？』

　意外なほど冷たい声が聞こえてきた。

「は？　お、俺おれだよ、里さと見み蓮太郎」

『どちらの里見くん？』

「な、なに？」

　どうやらへそを曲げているらしい。電話の向こうで、顎あごを上げてツンとそっぽを向きながら腕うで組ぐみしている姿が容易に想像できた。

　蓮太郎はばりばりと後ろ頭をかく。

「あーもうッ、お馬ば鹿かで甲か斐い性しよう無しで最弱の里見くんだよッ、これでいいんだろチクショウ！」

『あーあの里見くんね、いま思い出したわ』

　木更が電話越しに少しだけクスリと微ほほ笑えんだのを聞いて、わずかに蓮太郎の胸の中のつかえが取れる。

『でも〝未織と乳ちち繰くり合あってたえっちな里見くん〟が抜けてるわよ、お馬鹿、お馬鹿、お馬鹿、お馬鹿』

　どこまで馬鹿なんだよ、俺は。

「あれは誤解だ」

『嘘うそ』

「嘘じゃねぇ」

『ま、別に、私は構わないのよ。里見くんがいなくたって、全然、困らないんだからね……』

「俺が抜けたら、社員ゼロになんだろ」

　電話の向こうから『うっ』といううめき声が聞こえてきた。そこまで考えていなかったらしい。

『あ、新しい人を雇うわ。里見くんにお給料を払わなくてよくなるわけなんだからね』

「あの給料でかッ？」と思わず聞き返しそうになるのをすんでのところで堪こらえ、できるだけ穏おだやかな調子で話す。

「……あのな木き更さらさん、知ってると思うけど、民みん警けいは元囚しゆう人じんとかヤクザまがいの連中とか、暴力以外に取とり柄えのないどうしようもない奴やつ等らが多いから、まかり間違ってそんな奴等を雇っちまったら大変なことになんぜ」

　またしても電話の向こうから『うっ』といううめき声が聞こえてきた。それも考えていなかったらしい。

『え、延えん珠じゆちゃんは、渡さないわよ！』

　蓮れん太た郎ろうは辟へき易えきしていた。非常に言いにくいのだが、延珠はあまり木更に懐なついていない。一度「お前、木更さんのことどう思ってるんだ」とぶつけてみたとき「目め障ざわりなおっぱいだ！」という身みも蓋ふたもない回答が返ってきている。

　自分が好かれているなどと豪ごう語ごするつもりはないが、延珠の自由意思に任せたとき、彼女が天てん童どう民間警備会社に是ぜが非ひでも残りたいという要因を探すのは困難な気がした。

「メシ……どうすんだよ。木更さんの作るメシ死ぬほどマズイだろ。三日に一度は俺おれの家に来てご飯食ってくじゃねぇかよ。大体俺ん家ちに来てる日以外も弁当とか菓子パンとか栄養の偏ったモン食ってるんだろ」

『なによッ、パンの耳だって食べてるわよ！』

「………………」

　パンの耳も、食べているらしい。

『それに、里さと見みくんが作ってくれる美お味いしいご飯を食べ過ぎて太ることがないから、かえっていいダイエットになるわ』

　蓮太郎はだんだん不安になってきた。自分が天てん童どう民間警備会社を辞めたら、木更は遠からず野の垂たれ死じにするんじゃないだろうか。

『大体なに？　里見くんの言い分じゃまるで、私が自活能力が無くて低い給料で社員をこき使ってる気き位ぐらいばかり高い貧乏お嬢じよう様さまみたいじゃない』

　まさにそう言っているのだが……。

『不愉快よ。もう怒った。天童民間警備会社に戻りたいって泣いて喚わめいても、遅いんだからね！　じゃあねッ！』

　捨て台詞ぜりふと共に通話が叩たたき切られるが、なにを思ったのか十秒もしないうちに、木更が電話を掛け直してきた。

『……里見くん、君、虫とか動物が好きだったわよね』

　声のトーンを落としながら仕切り直してきた木更の意図がわからず困惑しながらも、なんとか頷うなずく。

「まあ……ファーブル昆虫記が好きだったから、その延長系でな」

『じゃあ、里さと見みくんにわかりやすいようにたとえ話をするわ。──あるところにサトミ虫という虫がいました』

「さ、サトミ虫？」

　いきなり、他人とは思えない名前の虫がでてきて戸惑う。

『学名よ。きっとどこかのサトミという名前の学者が最初に見つけて自分の名前をつけたの。別に里見くんとは関係ないわよ』

「……………………」

『続けるわよ。そのサトミ虫は幼虫の頃ころは可愛かわいかったわ。あとででてくるキサラ蝶ちようという蝶々の後ろをくっついてきて素直で優しい虫だったの。でも成長するごとに生意気になっていって〝ざけんじゃねーよ〟とか凄すごく汚い言葉を使うようになってしまうの──里見くん、ここまでの話を客観的に聞いてどう思う？』

「……その虫、喋しやべんのか？」

『ええ、日本語ペラペラよ』

「……………………」

『続けるわよ。ある時、サトミ虫の前にミオリ虫が現れてサトミ虫を誘惑し始めるの。こいつはね、種族的には便所コオロギとゴキブリの親しん戚せきで、天てん然ねん痘とうとマラリアと黒こく死し病びようを媒ばい介かいする毒虫よ！　──あ、別に未み織おりとは関係ないわよ』

　なんともコメントし難い話が続いていく。とりあえずカマドウマはバッタ目もくで、ゴキブリはゴキブリ目であるので違う生物である。

『そこに颯さつ爽そうと現れたのが、さっきでてきたキサラ蝶よ。端たん的てきに言うとね、キサラ蝶はスペース・ゴッド、神の遣つかいなの。ちなみに可愛かわいいわ、少なくともミオリ虫よりはね。ミオリ虫の魔まの手からサトミ虫を助けられるのはキサラ蝶だけなの。それにキサラ蝶からすれば、幼い頃から一緒にいたサトミ虫を取られるのは少しだけ悲しくなくもないわ。つまり、サトミ虫の幸せはキサラ蝶と一緒にいる事だと思うの──里見くん、ここまでの話を客観的に聞いて、どう思う？』

　頭痛がしてきた。

　まさか最後の台詞せりふが言いたいがために、虫がどうの蝶がどうのという話をしてきたわけじゃないだろうな。

「いい加減、機き嫌げん直せよ」

『別に、私は仲直りしたいわけじゃ、ないのよ？』

　蓮太郎はだんだん苛いら々いらしてきた。

「なあ木き更さらさん、そろそろやめにしねぇか？　別に未み織おりのとこなんかいかねぇし、これまで通りアンタのところで働いてやんよ」

　失言に気付いてハッとしたときには遅かった。

『別に憐あわれんでまで働いてほしくないわよ！　フン！』

　ブツリと電話を切る音がして蓮れん太た郎ろうは失敗したと思いながらがくりと項うな垂だれた。

　こんなことが言いたかったわけではなかったのに。




　随ずい分ぶん長い間、生徒会室で過ごしていたらしく、外にでたときは夕ゆう陽ひが真まっ赤かに染まっていた。

　一いつ旦たん待ち合わせ場所の学校オブジェ前で延えん珠じゆを拾って、そのまま菫すみれのいる勾まが田た大学病院まで徒歩で行く。

「延珠、気を付けろ」

　受付をパスし大学病院の廊下を歩きながら隣となりを見た。

「む、どうしてだ？」

「先生が、お前まで呼ぶ理由がわからない。嫌いやな感じがする」

「そうなのか？　妾わらわは菫と会うのは久しぶりだから、楽しみだぞ」

　握った拳こぶしを嬉うれしそうに上下させる延珠を見て、蓮太郎は嘆たん息そくした。

　菫に会えるのが楽しみなんて言う人間は、世界中探しても延珠だけのような気がする。

　掃はき清められた清潔な廊下をしばらく行くと、馴な染じみの地下への階段を下りていく。

　相変わらず薄うす暗ぐらくキツイ芳香剤の匂においがする上に、今日はけたたましい笑い声まで聞こえてくる。

　壁に反はん響きようして蓮太郎の耳じ朶だに届く声は魔ま女じよの哄こう笑しように似ていて、通い慣れた蓮太郎ですら思わず二の足を踏む。

　うんざりしながら悪あく魔まのバストアップが刻まれた人ひと除よけをくぐると、菫がテーブルの上で大の字になって笑い転げていた。彼女がテーブルの上で暴れる度たびに試験管やビーカーが押し出されてパリンパリン割れていく。

「おい蓮太郎くん、この記事を見てくれ！　ヤクザが月移住計画のエイプリルフールネタに騙だまされて、月の土地を地じ上あげして回ってるんだ。ヤクザのくせになんというドリーマー、ハハハハハハ」

　蓮太郎の胸は、早くも帰りたい気持ちで一杯になった。

　世界的な名医である室むろ戸と菫には、死体安置室を勝手に増設してそこで死体と一緒に暮らしている重度の死体愛好家ネクロフアイルの顔もある。

「菫、遊びに来たぞ！」

　延珠が嬉しそうに手を振ると、菫は体を起こし、伸び放題の髪をかき上げる。そしてテーブルの上にあぐらを掻き白衣の裾すそを払いながら芝居がかった調子で両手を広げる。

「ようこそ蓮太郎くん、延珠ちゃん。私の悪夢へようこそ」

　菫は延珠と蓮太郎の顔を交互に眺めると、うっとりした顔になる。

「やっぱり蓮太郎くんは剥はく製せいにするより、ミイラの方が似合うな。木き更さらなら断然ミイラより剥製だな。ミイラにするとおっぱいがしぼんじゃうから似合わない。延えん珠じゆちゃんは…………ミイラでいいな、うんいいな」

「む、いま妾わらわのどこを見ながらそう言ったのだ？」

「誰だれでもいいから早く死なないもんかな。こっちは死体不足で死にそうだ。おっと忘れてた。久しぶりだね、蓮れん太た郎ろうくん。相変わらず不幸そうな顔だね。見ているだけで鬱うつ病びようになりそうだ。悪いんだが、明日までにその顔を整形してきてくれないか？　見ていられない」

「そんなに俺おれは絶望的かよ！」

　菫すみれは立ち上がるとコーヒー豆をコーヒーサーバーにつっこみ、ビーカーを受け口に置いてスイッチを入れると、ミルを引くガリガリという音が響ひびく。

「それより蓮太郎くん、今回は護ご衛えいとか面白いことをやってるそうだね。聞いたよ」

「耳が早いな」

「私はそっち方面にはあんまり詳しくないんだが、今回の敵は狙そ撃げき手しゆだとか。蓮太郎くん、私は前々から君にも大いに狙撃の素養があると思ってた。なんたって君は自宅の二階から双眼鏡で登校中の幼女を眺める集中力と、温泉で親おや娘こ連れが入ってくるまで何時間でも湯につかっている驚きよう異い的な忍耐力を併あわせ持つ男だからね。ラブ・スナイパーと呼ばせてくれこのロリコンめ死ね！」

「事実無根だろ！」

　延珠がワクワクした瞳ひとみで蓮太郎を見ていた。

「そうだったのか、蓮太郎ッ」

「違うやめろ俺を変な目で見るな！　てか先生。先生が変な話を捏ねつ造ぞうして吹き込むせいで、延珠が面白がってアパートの住人に吹ふい聴ちようするから困ってるんだ。この前なんか、ゴミだしにでたとき他ほかのアパートの住人にいきなり唾つばを吐きかけられたんだぞ、どうしてくれるんだよ！」

「うん、そこまで計算して延珠ちゃんに吹き込んでるからね」

「アンタ人間のクズだな！」

「ありがとう、嬉うれしいよ。君が社会的に破は滅めつしていくのを見るのだけが私に残された楽しみなんだ、ファハハハハハハ」

　蓮太郎は絶句していた。自分は一体どこまでこの人に絶望すればいいのだろうか。

　その時コーヒーがなみなみと注がれたビーカーが二つ、テーブルの上をこちらに滑ってきた。

「まあ座りたまえ」

　延珠が楽しそうにちょこんとスツールに腰を下ろすのを見てから、蓮太郎もしぶしぶその隣となりに座る。

　正面に座る菫は頬ほお杖づえを突いて声のトーンを落とし、しかつめらしい顔を作る。

「蓮太郎くん、遅れたけどおめでとう。君は蛭ひる子こ影かげ胤たねを倒し、序列の階かい梯ていをかけあがることを決めた。君も序列千番という高位序列者の列に加わったわけだから、そろそろ気を付けておかなければならないことと、私以外に存在する三人の天才について話しておかなければならないと思ってね」

「三人の天才？」

　蓮れん太た郎ろうは、話が穏おだやかならざる雲行きになってきたのを悟って居い住ずまいを正す。

「蓮太郎くん、君は私をどういう人物だと認識している」

　真ま面じ目めな質問だとわかったので蓮太郎は考える。

「『新人類創造計画』の元最高責任者」

「その解答では部分点しかあげられんな。私はこの日本で最高の頭脳であり、同時に日本、アメリカ、オーストラリア、ドイツの四カ国共同で行われた機械化兵士計画の日本支部の元最高責任者だ」

「なんだよそれ……。ちょっと待ってくれそんなの初耳だぞッ。四カ国って、じゃあ──」

　蓮太郎は混乱しかけて口を挟はさむと、菫すみれは厳おごそかに告げる。

「オーストラリア支部『オベリスク』最高責任者アーサー・ザナック教授、アメリカ支部『ＮＥＸＴ』最高責任者エイン・ランド教授、日本支部『新人類創造計画』最高責任者室むろ戸と菫教授──つまり私だな。そしてそれらを統括する最高責任者がドイツの科学者アルブレヒト・グリューネワルト教授だ。以上我々四人が機械化兵士製造ノウハウを持っている人間たちだ。『四し天てん王のう』とか『四よん賢けん人じん』とかも言われたりしたね、懐なつかしい話さ」

「『四賢人』……？」

「そう、私たち四人はガストレアの人類侵略から世界を救うため結集された世界最高の頭脳たちだ。さて蓮太郎くん、では私たちはお互いが手に手を取って目覚ましい成果を叩たたきだしたのか？　残念ながら答えは否いなだ。結論から言おう、我々四人は互いの才能に嫉しつ妬として研究成果を隠した。恥ずかしながら私もそうだ」

「……どうしてそんなことを？」

　そう絞りだすと、菫は肩をすくめた。

「君にわかるかい？　いままでの人生で自分に比ひ肩けんできる存在など一人もいなかったので天てん狗ぐになっていたら、突然自分の存在をおびやかすほどの天才が三人も現れたのだ。私は恐怖すると同時に激しく嫉妬したよ。丁ちよう度どその頃ころ私の恋人がガストレアに殺されたのも相まって私は周りが見えなくなっていた。君はその頃の私を知っているはずだ」

「………………はい」

　骨と皮ばかりになって瞳ひとみだけがギラギラしていたかつての菫を思い出しながら頷うなずいた。

　いまの菫は『新人類創造計画』の最高責任者でもなければ、恋人を殺された直後の彼女でもない。世間からは半ば忘れられた存在になっているが、それでもあの頃よりずっと幸せそうに見える。

「続きを話そう、最終的に、我々四人は『個々人が自分のノウハウを駆使して機械化兵士を作った』」

　菫すみれは自じ虐ぎやく的てきに笑うと、ゆっくり首を振る。

「私と彼らはついに最後まで心が通じ合った瞬しゆん間かんはなかった。一度もだ。そしてそのどのプロジェクトも終戦後しばらくして解散した。理由はわかるな？」

　横目で、緊張に体を硬くした延えん珠じゆを見み遣やりながら、ためらいつつ口を開く。

「人類が『呪のろわれた子供たち』の戦せん闘とう力りよくの高さに気付いたから」

「その通り。君のような機械化兵士一体をつくるのに莫ばく大だいな費用が掛かるのに、自然発生的に生まれてくる彼女たちは、その力に勝るとも劣らない能力を備えている。政府が機械化兵士の製造に金を費やすのを馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じるのは当然だろう？

　そうしてすべての組織が解散して、彼ら兵士は任を解かれ、どこに行った？　彼らは普通の市民として死ぬまで平へい穏おんに生きることを決めたのか？　これに関しても答えは否いなだ。

　民みん警けいシステムが誕生してから彼ら機械化兵士の多くは、プロモーターとして野に散った。彼らにとって組織の解散は戦うべき戦場が変わるにすぎなかったのだ。

　現在政府は依頼という形を通して民警システムを管理下に置いたつもりでいる。まあこれは彼ら政府にしてみれば願ったりかなったりなのだよ。

　一応民警は民間組織だから、国で持つよりコストは安く上がるし、価格競争などのマーケットメカニズムも発生してくる。上う手まいところに機械化兵士も入ってきてくれたから、タッグを組ませて大活用というわけさ。

　そして現在、強い機械化兵士と強いイニシエーターのタッグは恐ろしいほどの戦果を上げて、そのほとんどが超高位序列者の椅い子すに座っている。これがどういうことかわかるか？」

　蓮れん太た郎ろうは乾ききった唇くちびるをゆっくり舌で湿らせながら頷うなずくと、菫は続けた。

「蓮太郎くん、君が自分の出しゆつ自じを追うと決めたならば、私はとりたてて反対はしない。だが並なみ居いる敵を倒し最高レベルの機密情報アクセスキーを手に入れるために超々高位序列者を目指すなら、遠からず彼ら三人が作り上げた機械化兵士のプロモーターともぶつかることになる。気を付けるといい、彼らの能力は我々の想像を超えた進化を遂げているかもしれないぞ」

　いつの間にか蓮太郎は背筋を正し固かた唾ずを呑のんで話に聞き入っていた。

　冷ひや汗あせが頬ほおを伝う。息を詰めて聞いていたらしく、緊きん縛ばくされた不可視の圧力から解放されると蓮太郎はゆっくりと酸素を肺に取り込みながら首を振る。

　これが恐ろしいほどの茨いばらの道になることは容易に想像できた。

「だが蓮太郎くん、そう悲観するものでもない。君は一体、すでにグリューネワルト翁おうの機械化兵士を倒している」

　蓮太郎はハッとして顔を上げた。

「まさかそいつは……」

「そう、蛭ひる子こ影かげ胤たねだよ」

　その単語を聞いただけで寒気を感じ胃が重くなるのを感じた。

　斥せき力りよくフィールドによる超絶防御と禍まが々まがしい二に挺ちよう拳けん銃じゆうを操る蛭ひる子こ影かげ胤たねは、蓮れん太た郎ろうの短い人生の中で紛まぎれもなく最強の敵だった。勝利できたのはほとんど奇跡に等しい。

「グリューネワルト翁おうだけは自分の国に研究ラボを持っていなかったから、日本とオーストラリアとアメリカの三つの国にそれぞれ自分の研究施設を持っていた。君のいたセクション22は私の管かん轄かつだが、影胤のいたセクション16はグリューネワルト翁の管轄だ。

　そして『四よん賢けん人じん』と言うと個々人の実力が並列化されているように聞こえるが、私とアーサーとエインの三人より、グリューネワルト翁の方が明らかに天才としての格が上だ。一度彼の機械化兵士のノウハウを盗もうと思って図面を見たことがあったが、一部、わたしでも理解できないところがあったからな」

　蓮太郎は頭を振った。正直話が大きくなりすぎて頭がついていかない。横にいる延えん珠じゆなど口を半開きしていて、おそらく半分も理解できていないだろう。

「……つか先生、アンタそんな凄すげぇ奴やつだったのかよ」

　軽口にもどこか疲労の色が残ったが、菫すみれは頓とん着ちやくせず足を組み替えた。

「なに、たいしたことないさ。君や延珠ちゃんが一冊の本を読むように、私は一つの図書館を読んでいく。違いはそれだけだ、簡単だろ？　君は私のことを検死官くらいにしか思っていないかもしれないが、本来私に専門分野というものは存在しない。すべてが私の専門分野だ」

「じゃあなんでいまはガストレアの解剖なんてやってるんだ？」

　菫は肩をすくめながら唇くちびるを笑みの形にゆがめる。

「そら好きだからだよ。死体はいいよ。無駄口聞かないし。ああでもこの仕事の最も残念なところは患者に『ありがとう』と言ってもらえないことだね」

　蓮太郎はうんざりした。

「一体いま何歳なんだ先生？」

「十五歳だ」

「俺おれより年下とか図ずう々ずうしいにもほどがあんだろ！」

「うるさい黙だまれ生きたまま解剖するぞッ」

「やめろそれだけは勘弁してくれ！」

　そこでなにかに気付いたのか、菫がニタァっと笑った。

「なあ前から思ってたんだが、君は昼間は学校、放課後は木き更さらと事務所、家では延珠ちゃんと一緒だよな？　健康なヒト科のオスとして溜たまったものをいつ処理してるんだ？　聞かせてくれ」

「そういえば」と延珠まで興味を示し始め、蓮太郎は思わず腰を浮かせかける。

「ちょ！　か、かんけーねーだろ。延珠もいるのになに言ってんだよ先生」

「じゃあ私の年ねん齢れいも聞くな馬ば鹿かめ。人間触れられたくないことの一つや二つあるもんだ」

　手痛いしっぺ返しに苦にが虫むしを噛かみつぶしたような表情になりながら椅い子すに座り直す。

「……先生って本当に嫌いやな奴やつだよな」

「当たり前だ、だから私には友達がいないんだよ。いまさら気付いたのか？」

　蓮れん太た郎ろうはあきれかえりながら地下室にある大判の本棚を見た。かつての日本最高の頭脳はいまは映画と十八禁ゲーム漬けになっていて見る影もない。

「ところで知ってるかい蓮太郎くん？　最初期のギャルゲーは主人公にパラメータが設定されていて一定水準以上に頭が良かったり見た目が良かったりしないと女の子に見向きもされないんだよ。ゲームのくせに夢も希望もなかったから他のゲーム会社が追従しなかったのが玉に瑕きずだがね」

「なんの話をしてるんだ？」

　謎なぞめいた女医は白衣の胸ポケットにクリップしていたシャープペンを抜くと、トントンと机を叩たたいてニンマリと笑った。

「いやね、木き更さらとはどこまでいったんだい、という話さ。木更は君みたいな不ふ幸こう面づらの虫マニアには勿もつ体たいない物件だ。まだ目立った彼氏がいないのが不思議なくらいだよ。もっと焦あせったらどうだ？　君は口調のぞんざいさの割にフェミニストだが、女性の躊ちゆう躇ちよをあえて押し切って相手を獲かく得とくするだけの征服欲というものが欠如している。それは君の欠点だよ？　気付いてるかい、蓮太郎くん」

「う、うっせーな。かんけーねーだろ」

　面白くなさそうな表情でぶすっとしている延えん珠じゆを見ながら、蓮太郎はぎくりとして顔を逸そらす──が、そろりと菫すみれに視線だけ向け「……で、先生が俺おれだったらどうするんだ？」と聞いてみる。

「木更の飲み物に睡眠薬を落とすかな」

　聞くんじゃなかった。

　蓮太郎は後ろ頭をぐしゃぐしゃと掻かく。

「蓮太郎くん、悪いが君は先に帰りたまえ」

「どうして？」

「これから、延珠ちゃん向けの話をする。君には聞かれたくない」

「おい、先生まさか──」

　延珠に体内浸食率の話をするつもりじゃないだろうな、と睨にらみ付けたが、菫はかぶりを振った。

「違う」

「そう、か……なら俺は行くよ。延珠、一人で家まで帰れるか？」

「うむ、問題ないぞ」

　蓮太郎は延珠に軽く手を振ると後ろ髪引かれる思いがしながらも大学病院をあとにした。
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「なんで蓮れん太た郎ろうを帰したのだ？」

「蓮太郎くんに聞かせたら君が嫌いやがるんじゃないかと思ってね。これからするのはそういう類たぐいの話だ」

　菫すみれが椅い子すに座り直すと、ギッときしむ。

「延えん珠じゆちゃん、手短に行こう。君は強いイニシエーターと戦っているときや、街中を歩いていて、急に寒気を感じて首の後ろがビリッとする感じを味わったことがあるか？」

　質問の意図を判じかねて内心首をかしげたが、延珠は素直に首を振って「ない」という。

　菫は足を組み替えるとコーヒーの入ったビーカーに口をつけた。

「質問を変えよう、延珠ちゃん、君はスピード特化のイニシエーターだが、そのスピードは伸び続けているかい？　ぴたりと成長が止まって困っていたりはしないか？」

　延珠はハッとして手をついてテーブルの上に身を乗り出した。

「菫はなにか知っているのか？」

　菫は深く椅子に体をあずけた。

「やっぱりね。君にも『成長限界点』が来ていたか？」

　成長限界点──延珠はその語感から背筋がうそ寒いものを感じずにはいられなかった。

　菫は電気スタンドのスイッチを押すと、散乱した書類束の中から、バインダーに挟はさんだ物を探り当てると書類をめくっていく。

「延珠ちゃん、そのことについて少し、延珠ちゃん自身の言葉で語ってくれないか」

　まるで医者と患者の問もん診しんのようだったが、事実菫は医者であることを思いだし、延珠はスツールに腰掛け直すと背筋を正す。

「うん、妾わらわも昔は、あんまり自覚していなかったのだけど、力を使えば使うほど、どんどん妾のスピードは上がって行ったんだ。それが最近は全然そうじゃないのだ。なんというか──」

　適当な表現が見つからず手をこまねいていると、菫が「見えない壁にぶつかっているような？」と助け船を出してくる。

「それだ！　見えない壁にぶつかってるみたいな感じなのだ。いくら練習しても全然速くなっている感じがしない」

「なるほど、レポート通りだね」

　菫はバインダーを机の上に放り投げた。

「菫、これはなんなのだ？」

「それが成長限界点だよ。イニシエーターはある程度まで能力が伸びると、停滞期に入る。結論から言うと延珠ちゃん、君のスピードはこれ以上伸びない」

　言葉は地下室に、重く陰いん鬱うつに響ひびいた。

「そんな……なんとか、なんとかならないのか、菫すみれッ！」
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　気付けば、喘あえぐように菫に詰め寄っていた。目が隠れるほど伸びた髪の隙すき間まから、女医は楽しそうに見返す。

「ならないね。だが悪いことばかりではないよ？　君はこれ以上強くなる必要がないと言う神様からのお達しだ」

「菫は神様なんて、信じていないではないか！」

　菫は両手を広げる。

「心外だね。いれば愉快だなとは常つね日ひ頃ごろ思っているよ。ただ、存在するに足る客観的証拠があまりに乏しいから意見を保留しているにすぎない」

　それだけ言うと「もう帰ってもいいぞ」とこちらに背を向ける菫を見て、延えん珠じゆは眼めを伏せ口をもごもごとさせてから、おもむろに呟つぶやく。

「菫……『ゾーン』とは、なんなのだ？」

　菫がハッとして振り返ると、険しい表情で眼を細める。

「……誰だれからそんなこと聞いた？」

「仕事で会ったプロモーターとかイニシエーターがそんな噂うわさ話ばなしをしているのを小耳に挟はさんだのだ。とても強いイニシエーターのことを言うのだろう？」

「……正確には『ゾーン』はイニシエーターそのものを指すのではなく、イニシエーターの状態のことを指す言葉だ、そして君には関係ない」

　延えん珠じゆは体当たりするように菫すみれの白衣を掴つかんで揺する。

「菫、『ゾーン』とは、なんなのだ？　それは、妾わらわが強くなるのになにか関係があるんじゃないのか？」

　菫が逡しゆん巡じゆんする様子を見せる。

「菫、どうしても、妾はもっと強くなりたいのだ！」

　それが駄目押しになったのか「クソッ」とこめかみに手を当て、ヤケクソのようにどっかと椅い子すに座り直す。

「延珠ちゃん、君の先ほどの問いに答えよう。成長限界点を越える方法は実は存在するんだ。それがさっき君が言った『ゾーン』だよ」

　延珠は息を詰めて次の菫の言葉を待った。

「いま延珠ちゃんが感じている壁も成長限界点を突き破ろうとする産みの苦しみだ。鉄棒の逆さか上あがりなんかを想像してもらえれば話が早い。最初のうちは何十回練習を繰り返しても一向に出来るようにはならないが、だがある日突然出来るようになる。一度出来るようになるともう元には戻らない。『ゾーン』とはそういうものらしい。そしてイニシエーターが厳しい克こつ己きと修練の果てに成長限界点を突破することを『ゾーンに到達する』、あるいは『ゾーンを開かい眼がんする』というらしい」

「『ゾーン』到達……？　開眼…………？」

「私はイニシエーターじゃないからよくわからないが、文献を読む限り、『ゾーン』に到達できるのはイニシエーターの中でもほんの一握りだ。そして超高位序列者の中には『ゾーン』に到達したイニシエーターが多い。君と里さと見みくんがいま生きているのは、『ゾーン』到達者と敵対したことがないことが大きいのだろうな」

　延珠はぎょっとした。

「その『ゾーン』とやらはそんなに強いのか？」

「強い。『ゾーン』到達者と非到達者には埋めがたい実力差が出来る。非到達者では到達者には絶対に勝てないと言われている。遭そう遇ぐうした瞬しゆん間かん首の後ろがビリビリするらしいから、もし直感的に『ゾーン』到達者だとわかるようなイニシエーターがいたら、絶対に関かかわり合いになるな。君たちが戦った蛭ひる子こ小こ比ひ奈なもかなり強かっただろうが、倒せたと言うことは『ゾーン』到達者ではないのだろう。そうであったなら君たちが無事ですむ道理はないからね」

　にわかには、信じがたい話だった。

「……もし、それでも『ゾーン』と戦うようなことになったらどうするればいいのだ？」

「逃げろ、里見くんを連れて出来る限り遠くまで」

「そんな方法しか、ないのか？」

「ないね。延えん珠じゆちゃんが『ゾーン』に到達していれば話は別だろうが」

　さすがの延珠も暗あん澹たんたる気持ちを禁じ得なかった。『超々高位序列者ペアは、単たん騎きで世界の軍事バランスすらも左右する』という馬ば鹿かげた文句がここにきてにわかに真実味を増してきた気さえする。

　菫すみれはわずかに同情の色を滲にじませた瞳ひとみでこちらを見た。

「蓮れん太た郎ろうくんと木き更さらはこれからずっと強くなるだろう──延珠ちゃん、君よりも強く」

「妾わらわよりも？」

　冗談かと思って笑ったが、菫すみれの顔は笑っていなかった。

　延珠は腕うで組ぐみして、思考を回転させる。

　対蛭ひる子こ小こ比ひ奈な戦から、延珠は蓮太郎の義ぎ肢しの弱点にいくつか気付いていた。

　蓮太郎の義肢は、腕や足の中に仕込まれた薬やつ莢きようを炸さく裂れつさせ、その推進力を打撃技に乗せることで凄すさまじい攻撃力を生む反面、空から振ぶりの隙すきが非常に大きい。

　事実、二刀剣士・蛭子小比奈と戦ったときの蓮太郎は、義眼の演算装置を使って敵の技の軌道を読み、相手が剣を振ったのを見越してからカウンターの要領で拳こぶしを繰り出していた。これはひとえに、空振りのリスクを最小限に抑えるためのものだ。

　そして自分はスピード特化型のイニシエーターであるがゆえに、仮に蓮太郎と本気で戦ったとして彼に空振りを誘発させるのは容た易やすいことのように思える。

　次に木更だが、これについてはよくわからないというのが本音だった。

　延珠にとって木更は完全にブラックボックスと言って良い存在で、ほとんど戦っているところを見たことがない。蓮太郎曰いわく『クソ強い』らしいが、あくまで人間の範はん疇ちゆうをでない強さであることを考えると、同じく延珠にとって脅きよう威いになるとは考えづらい。

　二人が自分より強くなるという話は、延珠にとっていま一つピンとこないものだった。

「延珠ちゃん、ウサギとカメの競争を知っているかい？　ウサギが寝こけてしまってカメが追い抜くやつだ。延珠ちゃん、君はどうしてウサギがカメに負けたのかわかるかい？」

「油断したからだろ」

「違う」

　延珠はびっくりして菫を見返した。

「違うのか？」

　菫は一つ頷うなずく。

「答えはウサギとカメが『何を目的にしていたか』だ。ウサギは『カメを追い抜くこと』を目的にしていたので、カメを追い抜いて油断した。カメは『ゴールすること』を目的にしていたので最後まで油断しなかった。このわずかな目的意識の差が彼ひ我がの勝敗を分けたのだ。延珠ちゃん、君はウサギだ。洒落しやれで言ってるんじゃない。その近きん視し眼がん的な物の見方がいつか君を決定的な敗北に導くだろう」

　延えん珠じゆは瞳ひとみを見開きながら強烈に首を振り叫んでいた。

「だとしても、もっともっと先の話だ！　いまじゃない！」

　言ってからハッとした。なぜこんなに大声をだしているのか、自分でもまるでわからない。

　いつの間にか延珠の前まで来た菫すみれは、延珠の肩に両手を置いてまっすぐに視線を据えてくる。

「延珠ちゃん、わかっているのか？　『ゾーン』到達を目指すということがどういうことなのか？　私個人の意見を差し挟はさんで良いなら絶対にやめろと声を大にして言いたい。里さと見みくんにも聞いてみろ。まず間違いなく私と同じことを言うと思うがね」

　菫の反対の理由に、なんとなく延珠は察しがついていた。おそらく、『ゾーン』に至ると、体内浸食率が通常よりも早く進むのだろう。

　確か前回の検査の時は二四．九％だったか。確かに危険かもしれないが、よしんば『ゾーン』に到達できたとして、セーブして使っていけば問題ないのではないか？　そこまで強く反対するほどのことだろうか？

　菫は、延珠のやる気をくじけなかったことを残念がるように小さく首を振ってから「今日はこの辺にしよう」と呟いて、話を切った。

「まあ、延珠ちゃんはいま目の前にある依頼だけを優先すればいい。この話はまた、護ご衛えいの件が片付いたらゆっくりしようか」

　菫がもうこの話をするつもりはないらしく手を振る。延珠は釈しやく然ぜんとしないながらも頷うなずくより他ほかになかった。

「なあ延珠ちゃん、ところで、聖せい天てん子し様の護衛はいま具体的にどうなっているんだ？」

　どこまで話せばいいのかと思ったが、結局すべて話していた。

　すべて聞き終わると、菫は肘ひじをついて顎あごを乗せると難しそうな顔をした。

「それは……マズくはないか？」

「ぬ？　なぜだ」

「聖天子様の護送ルートを割りだしたりしたところからも敵の情報収集能力は相当なものだろう。おそらく、天てん童どう民間警備会社が護衛に関かかわっていることもすでに漏れている。私が暗殺者だったら、第二回目の暗殺を完全なものにするために、目め障ざわりな天童民間警備会社を完かん膚ぷ無きまでに叩たたき潰す。マズいぞ延珠ちゃん、早く二人にもこのことを教えてやるんだ」
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「マスター、天童民間警備会社について情報をいただけませんか」

『なにが知りたい？』

　ヘッドセットの向こうに問いかけるとすぐに返答があった。

　ティナ・スプラウトは首を傾け、遠くビルの向こうに半分沈みかけている夕ゆう陽ひを眺める。

　たったいま抜けてきた繁華街からは、油っぽい胸のむかつくにおいしかしなかったし、人は多く猥わい雑ざつ。昼間はうんざりするほど暑かったので早速東京エリアが嫌いになりかけていたが、夕ゆう陽ひだけは胸に押し迫ってくるほど美しい。

　だが、やはり自分は夜が好きだ。スクランブル交差点で信号待ちしているティナは思う。

「マスター、私はあまり東京エリアには詳しくないのですが、天てん童どうという名字は、聖せい天てん子し付づき補佐官である天童菊きく之の丞じようと同じかと思います。なにか関連性があるのでしょうか？」

『ああ、社長の天童木き更さらは、天童菊之丞の孫だ。だが彼女は現在天童から離り反はんして、単独天童民間警備会社をやっている。フン、こいつの経歴がなかなか面白い──』

　ふと視線を感じて後ろをみると、同じく信号待ちしている初老の女性は、露ろ骨こつなまでにティナが右手に持っているものを凝ぎよう視ししている。

　彼女が見ているのはカーキ色のガンケースだった。

　前回使った長大な対戦車ライフルのケースよりさらに厚みがあり、力を解放した状態でも疲れるほど重い。

『──社長の天童木更は幼い頃ころ天童の屋や敷しきに迷い込んできたガストレアに両親を喰くい殺されており、自身もその時のストレスが原因で腎じん臓ぞうの機能を失っている』

「腎臓を？」

『そうだ。しかもどうやらこの事件、謀ぼう殺さつの疑いが濃いらしく、犯人は天童一族の誰だれからしい。復ふく讐しゆうに取とり憑つかれた天童木更は狂気だけで剣の腕うでを磨いて、天童から出しゆつ奔ぽん、いまも天童の一族を殺して回るために虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがっているらしい』

「それは……」

　なんとも血ち生なま臭ぐさい話だった。

　しかも剣の達人、か……。

『金がないのか少数精鋭主義なのか知らないが、天童民間警備会社に籍を置いているペアはたった一組しかいない。先日邪じや魔ましてきたのはこいつ等らだ』

　ハッとして顔を上げる。

「名前は？」

『リストに上がってこないということは、国が情報管理しているな。ああでも、名前だけネット上にリークされている』

　なぜか、ティナは硬く拳こぶしを握って彼の言葉を待った。

『イニシエーターの名前は藍あい原はら延えん珠じゆ、プロモーターの方は──』

　その時、排気音も高らかにトラックが目の前を横切っていく。ティナはもう片方の耳も押さえながら叫んだ。

「すみませんマスターいまなんと──」

「──ちょっといつまでそこにいるつもりなの？　どいてくれない？」

　後ろを見ると、先ほどの初老の女性が苛いら立だたしげな表情をしていた。

　見ればスクランブル交差点の信号が青になり、一斉に周囲の人間が歩きだしていた。

　ティナは慌あわてて一礼するとケースを持ち上げて幾何学的な模様を描く白線を斜めに横切る。そのまま狭い路地をいくつか折れると、飲み屋街に繋つながる。時間帯のせいか人通りは少ない。

　彼女の主あるじのナビ通りに進むと、ほどなくして小さなビルが見つかる。小汚い四階建てのビルだった。

　ティナはぐるりと首を巡らせて周囲の建物の高さを見る。

　事前に天てん童どう木き更さらを狙そ撃げきで仕留められないかと提案したが、マスターは言げん下かに否定した。なるほどこれでは射界が確保できない。やはり直接乗り込んで仕し留とめる他ほかない。

　くだんのビルはハッピービルディングとあり、表にはテナントとして一階から順に『シュペールゲビート』『マ・シェリ』『天童民間警備会社』『光こう風ふうファイナンス』とある。

　シュペールゲビートはドイツ語で『立ち入り禁止区域』、マ・シェリはフランス語で『私の愛しい人』という意味だったか。何の店なのか看板には書いていない。光風ファイナンスは財務コンサルタントかなにかだろうか？

　ティナは右手に持っていたガンケースを地面に落とす。重い音がしてケースが左右に開くと、巨大な銃が現れる。

　ゼネラル・エレクトリック社製Ｍ１３４。バッテリーパックの力を使って、束たばねられた六本の銃身バレルを回転させながら切れ目のない超連続射撃を行う旋回機銃ガトリングガンである。

　元々狙撃ライフル以外はあまり得え手てとする武器ではないが、殺しの作法を学ぶ上で一通りの武器や爆ばく発はつ物ぶつの取り扱いは学んでいる。

　いままで光学スコープ越しの狙撃ばかりこなしてきたので、若じやつ干かん緊張するが問題になるほどではない。

　ティナはフィーダーを通してガトリングガンに連結された弾薬箱を背負う。

　通行人が怪け訝げんな顔をして通り過ぎていくが、あまりに堂々とやっているのでかえって悲鳴をあげたり警察を呼んだりする者はいない。

　ティナは、聖せい天てん子し抹まつ殺さつが終わったら自分の主に休暇をもらえないか申請してみるつもりだった。

　きっと自分の主は、暗殺が完了したあとも東京エリアにとどまることを強く反対するだろう。でも、『彼』に、なにも言わずにこの土地を去るのだけは避けたかった。

　ティナは自分の胸に手を当てる。

　不思議だ。まだ四回して会っていないのに彼のためならなんだってしてあげたいと思う。

　人殺ししかしていない自分の心臓もまだ、他人のためにこうやって脈打つことができるのだ。

　心が温かい。なんだってできそうだ。

　ティナは目ま蓋ぶたを閉じ、大きく息を吸い、吐いた。

「マスター、私は天てん童どう木き更さらに負けますか？」

　電話の向こうで大笑が聞こえてくる。

『あり得ん、あり得んよ。私の計算ではお前が天童木更に負ける確率は一％にも満たない。情報によると天童木更はいま事務所に一人だ。確実に始末しろ』

「了解しましたマスター──交信を終了します」

　ティナは足音を殺して建物に入る。

　メンテナンス費削減のためかエレベーターは設置されておらず、内階段のみからしか上階に上がれない構造らしい。

　一階のシュペールゲビートは対面式のバーだった。どうやらまだ営業時間ではないらしく照明は落ちており、ひとけはない。

　二階のマ・シェリは一階のバーに比べると遥はるかになんの店なのかわかりやすかった。フラミンゴも吐き気を催しそうなピンク色の壁紙にミラーボール。こちらもまだ営業時間外だったがなんらかの風俗店だろう。

　ティナは足音を忍ばせながら三階に上がる。ガトリングガンは室内戦用に極限まで銃身バレルを切り詰めてコンパクト化してあるので、大きく移動の邪じや魔まにはならない。

　ティナは『天童民間警備会社』と書かれたプレートが釘くぎで吊つり下げられている粗末な扉をそっと押し開ける。正面奥の大きな執務机で天童木更と思おぼしき黒髪の女性が肩を怒いからせながら書き物をしていた。

　気配で誰だれか入ってきたのを悟ったのか、彼女は万年筆を放ってプイと腕うで組ぐみしてそっぽを向く。『私まだ怒ってるんだからね？』とでも言わんばかりだ。どうやらティナを他ほかの誰だれかと勘違いしているらしい。

　またとない好機。

「……あなたが、天童木更ですね？」

「え？」

　顔を上げ、彼女の驚きよう愕がくに見開かれた瞳ひとみを見て、ティナは射撃反動に備えて両足でしっかり地を踏みしめる。

「お覚悟を」

　トリガーボタンを押し込むと、バッテリー動力により回転銃身がスピンアップ、直後に耳を聾ろうする爆ばく音おんをあげてガトリングガンが火を噴く。

　転てん瞬しゆん、木更が反射的にしゃがむが、執務机と壁をまとめて穴だらけにして跳ちよう弾だんが絵画や水差し、ガラスを破は砕さい、応接セットのソファを貫通し羽毛が飛び散った。

　これこそが一秒間に百発の高速ライフル弾を吐き出す鏖おう殺さつ兵器ガトリングガンの真価である。対象を粉砕してのける脅きよう威い的連射力と比すれば、通常の機関銃マシンガンの連射力などはハエが止まるレベルである。

　強烈な射撃反動にノックバックしながら五秒間の斉せい射しや後、トリガーボタンを放し事務所内を見渡す。

　弾だん痕こんだらけになった室内は、竜たつ巻まきが吹き荒れたかの如ごとき有あり様さまだった。

　つんとくる硝しよう煙えんのにおいと宙をひらひら舞う書類、足下には吐きだされた空から薬やつ莢きようと薬ベ莢ル連ト結リ金ン具クが山と積もっている。一拍遅れて、壁に掛けられたクリムトの複製画が額がく縁ぶちごと落下する軽い音が響ひびき、窓から斜めに差し込んだ黄色い光の中を粉状になったモルタルが舞っているのが見えた。

　きっと天てん童どう木き更さらはなにが起こったのかもよくわからずにこの世を去っただろう。願わくばこの銃の別名『苦痛を感じるペインレ間もなく死ぬス・ガン』が真実であることを祈るばかりだ。

　死体を確認しようと思って室内に一歩踏み込んだ瞬しゆん間かん、それを待ちかまえていたように黒こく檀たんの机脇わきから木更が刀を手に飛び出してきて柄つかに手を掛ける──振り乱した長髪から覗のぞく冷れい徹てつに細められた瞳ひとみは修しゆ羅らのそれ。

　ふとマスターの声が脳裏に再生される。

『復ふく讐しゆうに取とり憑つかれた天童木更は狂気だけで剣の腕うでを磨いて──』

　ぞわりと悪お寒かんがしてティナは反射的に仰のけ反ぞると、ピィンという高い音がしてティナの真横を超高速でなにかが擦さつ過か。

　回避が間に合わなかったティナの金髪の一部と、ガトリングガンのバレルが斜めに切り取られ、砲弾がぶち当たったかの如き轟ごう音おんと建物全体を揺るがすほどの激震に、背後の壁が縦に大きく断裂。冗談のような光景にティナは目を見張る。

　──射程距きよ離りのある斬ざん撃げき？

　そんな馬ば鹿かなと思う反面、たったいま彼女の剣けん閃せんは、壁とティナの頭髪数本を裂き、鋼鉄製の銃身先端をバターのように切り落としたのである。

　ティナは背筋に冷ややかなものを感じながら天童木更の勝率を一％未満と過小評価した彼女のマスターを呪のろった。冗談ではない。彼女の実力は紛まぎれもなく人間として到達できるレベルの極限だ。

　だが──

　ティナは左右の壁を三角飛びの要領で二回蹴けり、天井に張り付き、逆転した視界の中、天井を駆け抜ける。

　木更が目を剥むき、抜ばつ刀とう術じゆつの手元が狂うのを見た。直後に木更が二回放った流星のような速度の抜刀斬撃はすべてティナの遥はるか後ろを切断──遅い。

　天地を逆さかさにして事務所内を見下ろしたティナは、天童木更の直上まで走り天井を蹴って逆さ落としをかける。

　顔色をなくす木更が背後に跳ぶが、すべてティナの想定範囲内の動き。ティナは重量二十キロ強のガトリングガンを振り下ろす。狙ねらいは木更ではなく彼女が立っていた床。

　イニシエーターの激烈なパワーで振り下ろした鋼鉄製の鈍器は、表面に張られたフローリングを破は砕さい。のみならず、その下の二十四ニュートンの耐圧力を持つコンクリートブロックを容た易やすく砕き、破片を巻き上げ木き更さらに殺到させる。

　木更にしてみれば、散弾銃で銃撃されたも同然である。

　咄とつ嗟さに腕うでを上げ急所をブロックするものの、腹と胸に痛打を浴びた木更が刀を取り落とし壁に叩たたきつけられる。

　ティナは躊ちゆう躇ちよせず眼前の剣士の人体を効率よく破は壊かいするための冷れい徹てつな計算式をはじき出すと、イニシエーターの超加速をもって彼女に肩から体当たり。

　轟ごう音おんと共に壁が陥没し、木更が壁に縫われたまま脱力。静寂が訪れる。

　決着、である。

　危ないところだったと思い額ひたいの汗を拭ぬぐうと、ティナは瞳を凍らせ、やるべき事を遂行することに決める。ぐったりした木更の腹に、銃弾の発砲によって焼きゴテと化したガトリングガンの銃身を押し当て強制的に覚かく醒せいさせる。

　彼女は苦しげな喘あえぎを漏らし長髪を振り乱す。

　奥歯を食いしばりながら痛みに耐えている木更は、薄うす目めを開けてティナを見る。

「あなた……誰だれ？」

「知る必要はありません」

「あなたみたいな子が……どうして？」

　気づかわしげな色に揺れる彼女の瞳ひとみに、ティナは内心動揺していた。

　重じゆう篤とくなダメージを負っているのに、なぜ彼女は自分のことを気にかけるのか？

　ティナは無理解な彼女に無む性しように苛いら立だち、拳こぶしを固く握りしめ顔を近づける。

「そんなこと、これから死ぬあなたに関係ありませんッ。これからあなたは死にます。何も成せず何も残さずこの世界から消え失うせるんです。私はこれから、あなたを愛する者があなたを見てもそうと判別できないくらいに粉々にして殺しますッ。わかっているんですか？　あなたはこれから死ぬんです！」

　木更は疲れた表情でゆっくりと首を振った。

「あなた、人を殺すのが怖いんでしょ？」

　カッと瞳が見開かれ、気付けばティナは木更の細い首を絞めていた。

　指は彼女の白くきめ細かい肌に面白いように埋まり、ギリギリと首の骨が軋きしむ音が聞こえる。

　木更は悲しそうな顔で声もなく首を左右にゆっくり振っていたが、やがてその表情は苦しげに変わり、体は細かく痙けい攣れん、意識が混こん濁だくしていく。紫むらさき色いろになった唇くちびるから無理矢理に切れ切れな声を絞りだす。

「──────助けて、里さと見みくん…………ッ。嫌いやぁぁ…………」

　ハッとして手に込める力が一いつ瞬しゆんゆるむ。

　──え？　里さと見みって？

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ二の型十六番────ッ！」

　突とつ如じよ、抑えがたい怒りに震ふるえる声が横合いから聞こえてきたと思うや、何者かが弾丸のような速度で突進してきた。

「『隠いん禅ぜん・黒こく天てん風ふう』ッ！」

　勘だけで上半身のバネをきかせて仰のけ反ぞると、直後ジュッと音を立てて回まわし蹴げりが頬ほおを擦さつ過か。バック転で飛び退のく。

　──新あら手てッ？

　ティナは十分に距きよ離りを取り地面に手をついた姿勢のまま、顔を上げた。




　────そして世界が凍結した。




「嘘うそ……」

　ひび割れた唇くちびるの隙すき間まから、自分のものとは思えないほどしゃがれた声が漏れ出てきた。

「嘘……嘘、嘘です……そんな……………………嘘」

　ティナはゆっくりと首を振りながら後じさった。

　脳の配線がショートし、合理的思考が挽ひきつぶされ、心の中が滅め茶ちや苦く茶ちやに掻かき回される。足が震え、喉のどから嗚お咽えつが漏れそうになって慌あわてて押しとどめる。

　このタイミングで現れるということは、目の前にいる敵は狙そ撃げきを妨害したあの民みん警けいの社員であることに疑いはなかった。

　薄うすく引き締まった胸に黒のブラックスーツのような学生服。そのぶっきらぼうな態度とは裏腹に馬ば鹿か正直なほど面倒見が良くて誠実なのを短い付き合いで学んでいた。

　好意を寄せていた。いい人だと思っていた。心を許していた。

　ティナは奥歯を噛かみしめて泣きたくなるのを堪こらえながら叫ぶ。

「どうして────ッ。どうしてなんですか、蓮れん太た郎ろうさんッ！」




　衝しよう撃げきは、蓮太郎にしてもまったく同じだった。

　胸をドス黒く焦がしていた憤ふん激げきと、転てん瞬しゆん感じた愛いとおしさが衝突して蓮太郎の動きを停止させる。

「どうして、お前が……」

　ティナは俯うつむいて首を振ると、さも言いたくなさそうに呟つぶやく。

「暗殺の邪じや魔まになるからです」

「そうか、お前が…………」

　蓮太郎はきつく唇を噛み、目ま蓋ぶたを閉じた。

　そして自分の胸になにをなすべきかを問う。

　ゆっくりと目ま蓋ぶたを開けた。

　ティナは泣き笑いにも似た表情を浮かべながら必死に自分の胸に両手を当てる。

「でも蓮れん太た郎ろうさん、私は……」

　蓮太郎は天てん童どうの歩ほ法ほうで間まを詰め、『焔ほむら火か扇せん』の渾こん身しんのストレートを繰り出す。

　動揺している彼女の頬ほおを擦さつ過か。「ひッ」という短い悲鳴が走り、蓮太郎の胸に切り裂かれるような痛みがこみ上げてくる。

　だが蓮太郎はティナの声に耳を貸さない──貸してはいけない。

　彼女の持っているガトリングガンを奪うべく掴つかみかかるが、彼女も半ば反射的に抗あらがい、イニシエーターの凄すさまじい膂りよ力りよくが、蓮太郎の力を押し返してくる。

　弾みでトリガーボタンが押しこまれ、天を向いたガトリングガンの銃身が暴発。抑えこんでいるのが精一杯。

　銃撃音の中、蓮太郎は歯ぎしりしながら背後に向かって絶叫した。

「木き更さらさんッ！　床を……斬きれえええええッ！」

　背後の木更がハッとして刀に飛びつくのがわかる。

「天童式抜ばつ刀とう術じゆつ三の型八番──」

　彼女の深い呼気で一いつ瞬しゆんにして部屋の空気が張り詰める。

　本来射撃音で聞こえるはずなどないが、蓮太郎は確かに、澄すんだ鋼はがねの鞘さや鳴なりを聞いた。

「────『雲う嶺ね毘び却こ雄ゆう星せい』────疾はしって、雪ゆき影かげッ！」

　直後に起きた災さい厄やくを果たして物理現象の範はん疇ちゆうに留とどめて良いのか。

　視界がいくつにも切り分けられた感覚が走り、パキビシ、という氷柱が裂けたような快音と共に、部屋中縦横無尽に切断線が刻印される。

　不意に立っていられないほど世界が傾かしぐ。切断されたのは床だ。

　気持ち悪い浮遊感と共に破は滅めつ的な倒とう壊かい音おん。体が重力方向に引っ張られ、ティナと蓮太郎は掴み合ったまま崩ほう落らくに飲み込まれる。

　なにが起こったのかよくわかっていない顔の彼女を見て好機と悟り、空中で彼女の上うわ手てを取り、彼女を下にしたまま恐ろしい勢いで迫ってきた下の階の床に叩たたきつける。

「ガッ」

　彼女の肺から空気が漏れ、蓮太郎は彼女の意識を狩り取ろうと追い打ちの拳こぶしを振り上げる。

　だが敵も然さるもの。

　彼女の足が跳ね上がったと思うや下した顎あごに激痛を覚え、脳が揺らされ視界がブラックアウトしかける。

　数歩たたらを踏みながらも、そのまま足を踏み替える──まだだ。

「天童式戦せん闘とう術じゆつ二の型十四番──」

「話を聞いて蓮れん太た郎ろうさんッ！」

「──『隠いん禅ぜん・玄げん明めい窩か』ッ」

　鋭いハイキックを彼女の起たち上がり回避位置を予測して繰り出す。

　防御した腕うでにクリーンヒットした蹴けりは、矮わい躯くの少女を吹き飛ばし、背後のガラス窓を突き破りながら二階から落下させる。

　ティナは涙を流し、それがガラス窓に反射してキラキラ光りながら視界に映じ、やがて消えていった。

　蓮太郎は腰から拳けん銃じゆうを抜き、油断なく窓際に近づいていく。

　恐る恐る下を覗のぞき込むと、表にとめてあった車のボンネット部に小さなへこみがある以外は影も形もない。

　どうやら、逃げたらしい。

「里さと見みくん、勝ったの？」

　振り返ると、濛もう々もうたる粉ふん塵じんの中、ハンカチを口にあてがいながら木き更さらが二階に降りてきていた。

　蓮太郎は木更から視線を外はずしてもう一度、割れた窓から通りを見た。辺あたりには人だかりが出来ており、ほどなく警察も来るだろう。

「勝ったんじゃない。逃げてくれたんだ……」

「そう……」

　木更は蓮太郎の隣となりに来て、蓮太郎の視線の先を追うと、やがて横目で気づかわしげにこちらを見る。

「知り合いなの？」

「ああ……」

　蓮太郎は、自己否定に潰つぶれそうだったティナの顔を思い返し、胸が苦しくなった。

　あの様子だと、彼女は蓮太郎の正体を知った上で近づいてきたわけではあるまい。

　だが、彼女が聖せい天てん子しを狙そ撃げきし、それを邪じや魔ま立てする天童民間警備会社社長の命を狙ねらった凶きよう手しゆである以上、話し合いの余地はなかった。

　暗殺者と護ご衛えいという決して相あい容いれない立ち位置。にもかかわらず、ティナは明らかにこちらと話し合う姿勢を見せていた。

　差し伸べられた手を払いのけ、決別の意思を突きつけたのは、他ほかならぬ自分である。

　蓮太郎はＸＤ拳銃のグリップを両手で握り、固く目をつぶると、祈るようにして持った。

　どれくらいそうしていただろうか。無理矢理気持ちを切り替えると屋内を見渡し、後ろ頭を掻かく。

「これどうするんだよ、木更さん」

　見上げると、二階と三階の間には到底修復は望めなさそうな大穴が空きなんとも風通しが良さそうである。

　コンクリの粉ふん塵じんで喉のどがいがらっぽい上に、建物のどこかからするキツいシンナー臭に頭が痛くなりそうだ。

　帰ってきた延えん珠じゆが穴あきチーズのようになった事務所を見たらさだめし仰ぎよう天てんすることだろう。

　幸い二階のキャバクラは営業時間までまだだいぶあったので無人だが、もうすぐママが一足先に出勤してくる頃ころ合あいだ。蓮れん太た郎ろうは上う手まくこの事態を説明できる自信がない。

　なにもここまで徹てつ底てい的に破は壊かいしなくてもと思いながら木き更さらに非難がましい目つきを送っていると、木更は頬ほおを染め、腰に手を当て上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくる。

「なによ、里さと見みくんが斬きれって言ったんじゃない！」

「いや、そうだけどよ──」

「──お、往生せいやあああああああああ！」

　突とつ如じよ大声を張り上げながら長ドス片手にヤクザがなだれ込んできて蓮太郎は飛び上がりそうになる。

　と、よく見れば、四階の闇やみ金きん『光こう風ふうファイナンス』のヤクザたちだ。

　左右を見渡し、敵の姿がないので浮き足立っている彼らの格好は奇き天て烈れつ極まるものだった。

　よほど混乱していたのか、お鍋なべの蓋ふたを盾たて代わりに持っている者や、お鍋そのものを頭部にかぶっている者たちさえいる。彼らは残らず足が震ふるえていた。彼らの登場が遅かった理由も、その態度からなんとなく想像がつく。

　代表して一人、困惑して頭をかきながらこちらにくる。サングラスを取ると意外なほどひょうきんな顔をしている阿あ部べだ。

「れ、蓮太郎の兄さん、天てん童どうの姐あねさん、これはどういうこってすか？　襲撃出入りじゃねぇのですかい？」

　木更が一歩前に進み出ると、水平に手を振る。

「あなたたちには関係ありません。これから警察が来ると思うから、見られたら困るものをしまっておきなさい。ハイ、とっとと帰るッ！」

　パンパン、と手を叩たたくと、光風ファイナンスの面々は顔を見合わせながらも渋しぶ々しぶ扉から出て行く。

　女子高生に顎あごで使われるヤクザ。なんとも不思議な光景だった。

「里見くん……」

　そう言ったきり、こちらに背を向けて立っていた木更が、不意に倒れ込むようにもたれかかってくる。

　慌あわてて抱き留めた肩は、居合いの達人とは思えないほど華きや奢しやで柔らかく、甘い匂においがする。

　蓮太郎の体全体がカーッと体が熱を持ち、自分の心臓の速すぎる鼓こ動どうが木更に聞かれているんじゃないかと気が気ではなかった。

「お、おい、木き更さらさん、いま遊んでる場合じゃ……」

　そこではたと思い至る。

　蓮れん太た郎ろうが駆けつけた時、木更はいままさに殺されようとしていた。彼女だって社長である前に一人の女性である。あんな過か酷こくな目にあったならば、誰だれかの胸で泣きたくなることもあるのではないか。

　そんな甘い期待を寄せながら、抱き留めた姿勢のまま木更の顔を覗のぞき込んで──そこで蓮太郎の顔から血ちの気けが失うせた。

　木更は端正な顔を苦痛にゆがめ、真まっ青さおになって唇くちびるを噛かみながら下腹部を押さえていた。

「おい木更さん？　木更さんッ。しっかりしろ！　おい！」

　そこで脳裏に電光が走り、歯を食いしばる。

　これは戦せん闘とうによるダメージではない。

　彼女の腎じん臓ぞうの障害だ。
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　規則的かつ、断続的な機械の音が白い病室に響ひびき渡っていた。

「まさか、ウチの事務所が狙ねらわれるとは思わなかったわ。最近、調子が良かったから、ちょっと、油断しちゃったわね」

　木更はリクライニング式の椅い子すに身を預けながら呟つぶやき、蓮太郎に弱々しい笑みを浮かべる。

「あんまり、可愛かわいくないから、こういうところ、里見くんには見せたくなかったんだけど」

「いまさらだろ。こんなの見せられたくらいで、別になんとも思わねぇよ」

　蓮太郎は嘘うそをついた。

　普段は不ふ機き嫌げんそうな表情をしながらも洗練された動作でキビキビと指示を下す木更が、糸の切れた人形のように手足を投げ出し椅い子すに倒れ込んでいる様は、正視に耐えなかった。

　まくり上げられた腕うでの静じよう脈みやく部に針が刺され、それは彼女の傍かたわらに控える血液透とう析せき装置に結合されている。

　ダイアライザーと呼ばれる人工腎臓が木更の働かなくなった腎臓の代わりに稼働して、彼女の血液中に溜たまった毒素を濾こし取っているのだ。

　彼女は週に二、三回、時間にして毎回四、五時間をこれに持って行かれる。

　そして彼女が民みん警けいの社員として前線に立って戦えない理由がこれである。

　木更は透析治療に蓮太郎が随ずい伴はんしようとするのを極端に嫌いやがっていたが、いまさらのように、透析装置に縛しばり付けられている自分を見られたくないという意図が働いていたのだろうと知り、無神経な自分を恥じた。そういえば、木更は食後のインスリン注射も蓮太郎や延えん珠じゆの前では絶対見せないな、と思う。

　もうすでに日はとっぷりと暮れており、窓の外は暗く、照明灯も心こころ許もとない明るさになっている。さきほど、もうすぐ消灯だというアナウンスが流れたばかりだ。

　木き更さらが倒れたあと、蓮れん太た郎ろうはパニックに陥おちいり何度も携帯電話を取り落としそうになりながらも、救急車を呼んで木更を運び込んだ。

「またですか、天てん童どうさん」という怒りとあきれがない交まぜになった看護師と、苦笑しながら謝る木更との会話を聞くに、どうやら木更はあまり積極的に透とう析せき治療に通っていないらしい。

　木更と親しげな若い看護師さんは「へぇ、君が天童さんが言ってた……」という意味深な笑顔を浮かべながら蓮太郎の周りをくるくる回り、やがて踵きびすを返すと「終わったらナースコールを押してね」と手を振って去ってしまった。

　現在透析装置のある部屋には蓮太郎と木更しかおらず、他ほかに三台ある来院患者用の装置は稼働していない。

　蓮太郎は、しばらく傍かたわらの椅い子すに腰掛けながら静かに木更の透析の様子を見守っていた。

「痛いんだろ、それ」

「もう慣れたわ……」

「腎じん臓ぞうの移植、受けろよ」

「ドナーなんて、簡単には見つからないわよ。それに、血の繋つながりのない人間なら、拒絶反応がでる可能性の方が大きいわ」

「先生が言ってたぞ。アイピーエスなんちゃらっていうのがあるんだろ？」

「ああ、万能細胞ｉＰＳ細胞のことね。菫すみれ先生も余計なことを言うのね。でも、遠えん慮りよするわ」

「どうして……ッ」

　木更は椅子に身をもたせかけながら、虚こ空くうの一点を見据え、やがて手を伸ばし何かをつかみ取る動作をする。

　夜の病棟は静かで少し肌寒かった。

「この痛みは私だけのもの。私の命はすべての天童をこの世から葬ほうむるためだけに使うって決めたの。私がこの痛みを忘却してしまったら、私きっと、復ふく讐しゆうを忘れてしまうわ。だから駄目」

「忘れても、いいじゃねぇかよ。いまは延えん珠じゆがいるだろ？　俺おれがいるだろッ！」

　木更は一いつ瞬しゆん目を白黒させて小さく口を開けたが、やがてその口元をわずかに吊つり上げながら微笑する。

「そうね、ありがとう」

　蓮太郎は俯うつむき、深い絶望に歯を食いしばった。

　蓮太郎が叫んだ瞬間、表層に上がってきていた彼女の本音の部分が潜もぐり、作り物の微ほほ笑えみが浮かび上がってきたのを、知ってしまったからである。

　自分の言葉が、届かない。

　彼女の復讐は、止められない。

　蓮れん太た郎ろうは胸が苦しくなりながらも白はく皙せきの美び貌ぼうを持つ木き更さらをもう一度見る。

　天てん童どう式抜ばつ刀とう術じゆつ三の型八番『雲う嶺ね毘び却こ雄ゆう星せい』。対ティナ戦で使われたあれは一体なんだったのか。

　十年前からずっと一緒だった蓮太郎も一度として見たことのない強力無比な技だった。あれがおそらく、天童を葬ほうむるために彼女が執念だけで磨いた絶技の一つなのだろう。

　いま思い返しても肌が粟あわ立だつほどの恐ろしい破は壊かい力だった。転てん瞬しゆんにして部屋中を切り刻んだあの技が自分に向けて放たれた場合どうやって対処すればよいのか、何度頭の中でシミュレーションしても解答が得られない。

　これが『天童殺しの天童』、天童木更の実力なのか。

「木更さん、アンタは…………」

　力を解放した俺おれより強いんじゃないか？　──そう聞くことが、どうしてもできなかった。

　その答えがイエスであった時、自分がどんな顔をすればよいのか、わからなかったのである。

　透とう析せき終了のコールが鳴り、無事血液が浄化されたことを知ると、木更はナースコールのボタンも押さずに慣れた手つきで装置を外はずしていく。

　その手がぴたりと止まり、木更はためらいがちに蓮太郎を見た。

「里さと見みくん、私があの子に襲おそわれているとき……里見くんの名前を呼んだの、聞こえた？」

「ん？　なんか言ってたのか？」

　木更はほっとして小さく首を振る。

「聞いてないなら、いいのよ」

　一拍間をおいて、決意を込めた瞳ひとみで蓮太郎を見上げる。

「里見くん、まだ解決していない問題が一つだけあるわ。未み織おりとの一件よ」

　蓮太郎はうんざりしながら肩を落とした。

「おいもう止やめにしないか」

　折角普通に話せていたのに。

　木更は立ち上がりスカートの埃ほこりを払うと、蓮太郎の鼻先に人差し指を突きつける。

「駄目よ。私は物事を曖あい昧まいにしておくのが嫌いなの。未織が具体的に里見くんにどんな凄すごいことをしたのかはもう聞かないし、話さなくていいわよ。た、多分聞いたら冷静でいられなくなるから…………」

　なんにもなかったんだよ！　頼むから冷静になってくれッ──そう喉のど元もとまででかかる。

　木更がせわしくなく黒髪を指に絡からませながら、心なしかそわそわと足を踏み換える。

「未織の行動を見ていて私も一つだけ学んだわ。確かにウチのお給料はちょっとだけ低いかもしれないけど──」

　黒セーラー服の女社長は窓まで歩いて行き振り返ると、後ろ手にカーテンを閉め、わずかなためらいのあと上うわ目め遣づかいにこちらを見た。

「だ、だから里さと見みくん、手……握ってもいいわよ」

「はぁッ？」

　蓮れん太た郎ろうは素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「手よ。手を握ってあげるって言ったの！」

「……なんで、手なんだよ」

「なによッ、気に入らないの？　それに手を握るって結構大変なことなのよ」

「どこが？」

　木き更さらがさっと真横を向いて、唇くちびるを尖とがらせボソボソ呟つぶやく。

「いや……だって…………こ、恋人みたいじゃない？」

　なおも蓮太郎が困惑していると木更はぎゅっと体を硬くして掌てのひらを差し伸べ目をつぶる。「里見くん、早くして……恥ずかしくて、死んじゃいそう」と急せかす。

　木更から痺しびれるような甘い匂においがして、自然蓮太郎の鼻息が荒くなる。

　鎖さ骨こつから肩、腰にかけて流れる女性的なラインは何度見ても美しいと思う。

　菫すみれの言葉が脳裏をよぎる。

『君は口調のぞんざいさの割にフェミニストだが、女性の躊ちゆう躇ちよをあえて押し切って相手を獲かく得とくするだけの征服欲というものが欠如している。それは君の欠点だよ？　気付いてるかい、蓮太郎くん』

「き、木更さん、俺おれは…………ッ」

「里見くん、ちょ、嘘うそッ…………どこ触ってるのよ。……そこ、手じゃなくて胸……く、ふ…………ま、待って里見くん。私、そこまで許すつもりじゃ……あ、でもこれで未み織おりに勝ったかも」

「──ぬぅ、大きさ、形、弾力……どれをとっても申し分ないな。悔しいが、妾わらわもこれにはＡＡＡトリプルエー＋プラスをつけねばなるまい」

「え？　妾？」

　片目をうっすら開けた木更は、胸を鷲わしづかみにして真剣そのものの表情で鑑かん定ていしている延えん珠じゆを見つけて慌あわてて飛び退しさる。

「え、延珠ちゃんッ？　なにしてるの？」

「聞きたいのは妾のほうだ！　事務所に帰ったら穴だらけになっててびっくりしたぞ。そしてケーサツの人に聞いて案内してもらったら木更がおっぱい放りだして蓮太郎のこと誘惑してるし！」

「放りだしてもいなければ誘惑もしてないわよ！」

　蓮太郎は口を半開きにしながら、なすすべもなく二人のやりとりを見守っていた。

　やがて木更は瞳ひとみを潤うるませプルプルと小刻みに震ふるえながらも蓮太郎を見据える。

「延珠ちゃんが触ったということは、その保ほ護ご者しやである里見くんが触ったという事よ！　これで里さと見みくんは、もう私のものよ。だ、誰だれにも、渡さないんだからね！」

　木き更さらの頬ほおに一筋涙が走り、歯を食いしばり嗚お咽えつを漏らしそうになりながらもキッと瞳ひとみを吊つり上げ、なんとかそれだけ言い切った。

　──そんなに怖かったなら、手を握るなんて言いださなければいいのに。

　もしかしたらお嬢じよう様さまというのは、とんでもなく馬ば鹿かな生き物なのではないだろうか。

　延えん珠じゆが頬を膨ふくらませながら飛び跳ねる。

「蓮れん太た郎ろう蓮太郎蓮太郎。妾わらわは何が起こってるのかさっぱりわからないぞ」

　蓮太郎はかがみ込んで延珠に視線の高さを合わせると、簡単に事務所襲しゆう撃げきの顛てん末まつと、それが聖せい天てん子し暗殺未遂とリンクしている事を告げる。

　迷ったが、蓮太郎とティナが知り合いであることは伏せておいた。

　聞き終えた延珠は肩すかしを食らったようにきょとんとする。

「なんだそんなことか。じゃあ、妾たちが聖天子様を守り抜けば良いではないか」

「お、お前なぁ……そんな簡単に言うけど──」

　いや、と蓮太郎はそこまで言って首を振る。

　考えてみればその通りだ。

　蓮太郎が考えを致さなければならないのはティナのことでも木更の復ふく讐しゆうのことでもない。

　延珠は物事をシンプルに考えるゆえに本質を見失わない。

「里見くん、あの子が邪じや魔まな私を消しに来たということは、二回目の襲撃は確実にあるわ」

「ああ」

「聖天子様は、これからの東京エリアに必要になる人よ。里見くんが政治家とかを嫌っているのはわかるけどいまはそういう個人的なことは我慢して」

「……わかってる」

「想像してみて里見くん。四代目の世継ぎがまだ生まれていない現状で、もし聖天子様が暗殺されるようなことになったら、政治の空白によって東京エリアは大混乱に陥おちいるわ。君の手に、東京エリアの命運が懸かかっているの。失敗は許されないわ」

　その時、部屋の照明がすべて消え、室内が闇やみに包まれた。

　消灯時間だ。

　木更は居い住ずまいを正すと、月をバックにパッと黒髪をかき上げる。

「社長として命令します。聖天子様を狙ねらう狙そ撃げき手しゆを排除し正義を遂とげなさい！」

　蓮太郎は目を閉じると、胸に手を当て、自分の良心に問う。

「止めるよ、必ず。──あいつは、俺おれが止める」




　　　　６




「そんなことがあったのですか……」

　車中。

　聖せい天てん子しは膝ひざの上で上品に手を重ねると、顔を伏せた。

「すみません、良かれと思ってあなたに依頼したのですが、まさかこんなことになるとは」

「お主ぬし、そんなこと気にすることはないぞ！　依頼が来たとき、木き更さらはカンテンの雨が降ってきたみたいで嬉うれしかったと言っていたしな」

　延えん珠じゆだ。上手なフォローである──『干かん天てんの慈じ雨う』と『カンテンの雨』を間違って使っていなければの話だが。

　蓮れん太た郎ろうも合皮のシートに背を深くもたせかけながらその尻しり馬うまに乗る。

「延珠の言う通りだ。ウチとしてはキチンとリスク込みで金をもらってるんだからアンタが気にする事なんてなにもねぇよ。建物は保険もおりそうだしな。ただ、保やす脇わきは俺おれが犯人と通じてると思ってるからやりにくいったらねぇけどよ……」

「犯人と通じているのですか？」

　聖天子が微笑を浮かべながら打ち返してきて、蓮太郎は口をつぐまざるを得なかった。通じてはいないが知り合いだ、と言ったらこの国家元げん首しゆはどんな顔をするのだろうか。

　今日の第二回非公式会談は河か岸しを変えて料亭で行われ、時刻は午後八時から深夜までのスケジュールになっている。

　蓮太郎は時刻を確認する。現在午後七時半。

　前回の調子から考えると、今回の会談も実りのあるものになるとは思えなかったが、それは護ご衛えいの領分を越えているので口を挟はさんだりすることではない。

「蓮太郎、上う手まくいくかな」

　延珠の期待と不安が入り混じった瞳ひとみを見てから、前方に囮おとりのリムジンが走っているのを確認し、最後に首を巡らせて車内を見る。

「どうだろうな」

　聖せい居きよの職員のものを借り受けたバンは、サスペンションがへたっているのか揺れがひどく、間違ってもリムジンの乗り心地ごこちと比べられるものではないが、特に聖天子は不平を述べるでもなくちょこんと座っている。

　土ど壇たん場ばで聖天子の乗る車を替えようと提案したのは蓮太郎だった。それも信用できそうな聖天子の側そつ近きんのいる前でいきなり。

　側近たちは最初、目を剥むいてこちらを見た。どうやら聖せい室しつの貴き人じんを一般乗用車に乗せるという提案自体が、信じがたいほど非常識なものだったらしい。

　だが、常識的な奇策は奇策たり得ない。

　非常識であればあるほど、ティナへの目くらましには効果的なはずだ。

　今回の警けい護ご計画書漏ろう洩えいは聖せい居きよ内に裏切り者がいると考えるのが妥当だろう。

　裏切り者が、計画書を作成している聖せい天てん子し付づき護ご衛えい官かんだった場合面倒なことになるが、そうでなければ早そう晩ばん逮たい捕ほされるに違いない。

　すでに内務調査班も動き始めて聖居内の情報リーク者を洗いだそうという動きがあるらしい。犯人さえ捕まってさえしまえば、もう少し肩の力を抜いて護衛できるのだが。

　蓮れん太た郎ろうはそこで嫌いやな人物の顔を思いだして、拳こぶしで膝ひざを叩たたく。

「……斉さい武たけ宗そう玄げん、あいつが犯人に決まっている」

　聖天子の頭がぴくりと動き、悲しそうな表情で振り返る。

「里さと見みさん、それは……」

「証拠はまだでてこない。でもアンタが死んで一番に得する奴やつは誰だれかって考えるとあいつ以外考えられない。大体、奴はなんだって非公式にこそこそと東京エリアに来てるんだ。そこからしておかしいし、アンタはその会談の帰りに襲おそわれてるんだぞ。それにおかしいと言えばもう一つ」

　蓮太郎は一いつ旦たん言葉を切って、聖天子の瞳ひとみを見つめた。

「聖天子様、アンタの側そつ近きんはみんなクズだ。警護計画書がどこから漏れたかっていう責任のなすりつけあいばかりするくせに、肝心の防止策は講じない。そもそも奴らはどうして暗殺の依頼人は誰かっていう話はしないんだ？　これは、ちょっと考えればわかるはずだ。けれど本当に斉武が今回の事件の黒幕だと曝あばいてしまったら、一歩間違えばエリア間の戦争が勃ぼつ発ぱつする。あいつらは考えるのが怖いんだッ」

　高いうなりをあげて車が横を通過し、ヘッドライトの光が後ろに流れていく。

　話の雲行きが怪しくなってきたのを悟った運転手は、運転席で座りが悪そうに尻しりをもぞもぞとさせている。

　聖天子は、しばらく目をつぶったままだった。

　だがやがて静かに目ま蓋ぶたを開けるとこちらを見返した。

「里見さん、いまの話、私の胸にだけ止めておきます。決してそのようなことを他言しないでください」

　言げん外がいに意味するところを知って、蓮太郎は思わず立ち上がりかけるが、聖天子はゆっくり首を振る。

「私は仮にも国家元げん首しゆです。証拠もないのに会談を中止することなどできません。里見さん、これは仕方のないことなのです」

「殺されるぞッ！」

「それが天の選んだ私の運命ならば、いたしかたありません。私は私の中の神に従います」

　突とつ如じよ灼しやく熱ねつの感情がこみ上げてきて、気付けば聖せい天てん子しの胸ぐらを掴つかみあげ拳こぶしを振り上げていた。

「蓮れん太た郎ろう！」

　延えん珠じゆが慌あわてて取りなすが、蓮太郎はギリギリと歯を食いしばりながら握った拳を震ふるわせる。

　されるがままの聖天子は、静かに蓮太郎の瞳ひとみを覗のぞき込んでいるだけだった。

　ぎゅっと目をつぶる。

　どれくらいそうしていただろうか、蓮太郎は聖天子を突き飛ばしムシャクシャしながらどっかと席に腰を下ろす。

　どうしてこうも自分の周りにいる女は馬ば鹿かばかりなんだ。芯しんが強いにもほどがある──羨せん望ぼうせずには、いられないではないか。

「俺おれは守るぞ。アンタをみすみす殺させるために護ご衛えいを引き受けたわけじゃない」

「……ありがとう、里さと見みさん」

　それからしばらくして、バンは高級料亭『鵜う登と呂ろ亭』に着く。

　敷しき地ち面積は広く、外そと塀べいもかなり高い。

　先着して料亭内を検索・消毒していた護衛ユニットが車を誘導して、料亭の横につける。

　蓮太郎はスライドドアを引くと、聖天子の方に手を伸ばす。

「さ、お姫様行くぜ」

　聖天子は反射的に「私はお姫様ではなく……」と口を開きかけるが、恥ずかしそうに俯うつむくと黙だまって蓮太郎が差し出した手を取る。

　車外に出てやや冷たい空気に身をさらしながら料亭入り口に視線をやって、そこで蓮太郎は顔をしかめた。

　出迎えてきたのは、面倒なことに憤怒ふんぬの形ぎよう相そうをした保やす脇わきだった。

「里見蓮太郎！　これはどういうことだ。なぜ聖天子様をこんな粗末な車に乗せている！」

「……車を替えた。リムジンじゃ危険だと判断した」

「なぜ私に報告しなかったッ」

　蓮太郎は無言で保脇を睨にらむ。お前の能力が信用できないからだよ。

　保脇は歯をギリギリと食いしばる。

「貴き様さまぁ……貴様のような勘違いしたスタンドプレイヤーがチームを崩ほう壊かいさせるのだ、貴様のようなクズが……」

　怒り余った保脇が腰の拳けん銃じゆうに手を伸ばしかけるのに応じて、蓮太郎も牽けん制せいのため腰のＸＤに手を掛ける。

　一触即発の張り詰めた空気に、延珠も瞳を赤せき熱ねつさせ靴の裏で路面をにじる。マズいことになった。

　突とつ如じよ、虫の羽は音おとめいた音が耳に聞こえてきて蓮太郎は弾はじかれるように周囲に首を巡らせるが、なにも見つからない。

　──まただ……。

　前回の狙そ撃げき事件の時にも聞こえてきたブウウンとでも形容すべき音。あれは一体……。

　だが、そうやって神経を張り詰めていたことが結果的に、視界の端──巨大ビル屋上が明めい滅めつするのを先さきんじて捉とらえることに一ひと役やく買った。

　背筋がゾッとする。

　見間違えようもない、先日と同じ狙撃の銃口炎。

　蓮れん太た郎ろうは叫び声を上げながら聖せい天てん子しの腰に体当たりして上体を倒す。

　次の瞬しゆん間かん、体に鋭い痛み。蓮太郎の身体真横を対戦車弾の熱せられた重弾頭が擦さつ過かするのを確かに感じる。

　一拍置いて、場に狂乱がぶちまけられた。

　蓮太郎の意図を汲くんだ護ご衛えいのうち数人が素早く盾たてになる。

　蓮太郎は聖天子をバンに押し込んで運転席を叩たたき「だせ」と命じる。

　前を塞ふさいでいたリムジンと、乗り込んだバンがほぼ同時に猛もう発はつ車しや。

　蓮太郎は脇わき腹ばらに手を当てると、ぬるりとした手て応ごたえと共に血液が付着。思わず片かた頬ほおを引きつらせる。これでも僥ぎよう倖こうだ。戦車装そう甲こうを貫くために開発された弾丸が直撃したら間違いなく脆ぜい弱じやくな人間など即死するだろう。

　やはり、あの狙撃兵に車を交換する程度の小細工など通用しなかったのだ。

「蓮太郎ッ！」

「……延えん珠じゆ、それより後ろを見張っててくれ」

　聖天子が顔面を蒼そう白はくにしてこちらの傷に手を伸ばそうとするのを、蓮太郎は手だけで制する。

　まだ危険は去っていない。一刻も早く、安全圏まで離脱しなければ。

　その時、後ろ窓からビル屋上を監視していた延珠の絶叫。

「光った！」

　ほぼ同時、悲鳴にも似たブレーキ音と激突音が耳に飛び込んでくる。前方、天板に大穴が空いた囮おとりのリムジンが蛇だ行こうしている。

　悪お寒かんと共にそれが狙撃弾の命中だと気付いたときには、つんのめるようにふわりと車体が浮き上がりガラス片をまき散らしながら横転。スピンしながら恐ろしい速度で視界に迫ってくる。即座にティナの意図を悟り歯は噛がみする。

　バンの運転手は、ハンドルを握ったまま凍り付いている。蓮太郎は後部座席からハンドルを蹴けり上げる。タイヤが悲鳴をあげ車体が横に滑りながら迫り来るリムジンを危うく回避。運転手が我に返ったのを見越して、身を乗り出し叫ぶ。

「そこのビルの駐車場に入れッ、早く！」

　泡を食った運転手は、ハンドルを思い切り左に切り、蓮太郎は慣性力で思い切り窓ガラスに叩きつけられる。

　突っ込むようにして手近なビルの地下駐車場に飛び込むと警備員がぎょっとして避よける。

　停車と同時に蓮れん太た郎ろうと延えん珠じゆは車外に飛び出し、走る。

　通りにでると丁ちよう度ど、囮おとりのリムジンの残ざん骸がいの隙すき間まから運転手が這はいでて車から離はなれたところだった。不凍液とガソリンが道路に垂れている。

　蓮太郎の脳内はパニックになりかけていた。

　これであの狙そ撃げき手しゆは通算五発もの超ちよう長ちよう距きよ離り狙撃弾を一発も外すことなく直撃させている。これは偶然なのか、それとも……。

　すぐにティナが狙撃してきたビルめがけて走りだそうとするが、目眩めまいがして膝ひざを突く。撃たれた傷が疼とう痛つうを発していた。

　蓮太郎は歯を食いしばりながら、背の高い二つのビルの隙すき間まに建つ巨大ビルを見上げる。

　だがこのままでは、再びティナに逃走を許してしまう。どうすれば。

　その時、蓮太郎の腕うでが強く揺すぶられる。延珠だ。

「蓮太郎、妾わらわがあの狙撃手を追う！」

「追うって……間に合うのかッ？」

「妾だけなら」

　真剣な瞳ひとみで大きく頷うなずく延珠にハッとさせられる。
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　つまり、負傷した蓮太郎は足手まといになるということだ。

　蓮れん太た郎ろうは逡しゆん巡じゆんする。延えん珠じゆが負けることはもってのほかだが、延珠がティナを殺傷するような展開も、できる限り避けたい。

　一体延珠になんと言えばいいのか。

「行ってくる、蓮太郎！」

　胃の奧からせりあがってきた感情が蓮太郎を貫き、気付けば延珠の腕うでを掴つかんでいた。




「────気を付けろ、絶対に戻ってこい」




　延珠は最初目を丸くしたが、やがて不敵に口の端を持ち上げる。

「心配性だな蓮太郎は。妾わらわを誰だれだと思っているのだ。あいつは『ゾーン』じゃない、大丈夫だ」

「『ゾーン』？」

「すぐ戻る」

　延珠は力を解放し瞳ひとみを真まっ赤かにして、跳ちよう躍やく。

　野や次じ馬うまが延珠を指して、悲鳴をあげたり何事か叫んでいるが、延珠は意に介さず手近なビルの屋上を飛び移っていくと、その姿はすぐに見えなくなってしまった。

　蓮太郎はしばらくの間、延珠が消えた方角を見つめていた。

　なぜか、延珠の言葉を聞いても、不安は微み塵じんも消えて無くならない。

「里さと見みさん大丈夫ですかッ？　すぐに救急車が来ますから安心してください」

　振り返ると、顔を蒼そう白はくにした聖せい天てん子しだった。

「すぐ駐車場に戻れッ」思わずそう口を開きかけるが、言葉は虚こ空くうに吸われ、俯うつむいて口をつぐむ。蓮太郎の心を占めているのは、もうそんなことではなかった。

　幾いく分ぶんか落ち着きを取り戻したのか、そこで蓮太郎の状態に気付いたらしい。

「さきほどから、どうしたのですか、里見さん」

　蓮太郎は逡しゆん巡じゆんしたが、気付けば聖天子にティナのことを話していた。誰かに話でも聞いてもらわなければ、喉のど元もとまでせり上がってきた焦しよう燥そうで頭がおかしくなりそうだった。

「ティナ・スプラウト……？」

　聖天子は話を聞き終わると、感想を言うでもなく、不思議そうに幼き狙そ撃げき兵へいの名前を口の中で繰り返し、そのまま足早に車に駆け戻っていく。

　蓮太郎は彼女の不可解な言動に首をかしげたが、すぐにそんな感情は他ほかの思考に上書きされてしまう。

　蓮太郎は無む性しように延珠に電話をかけて安否を確かめたい衝動に駆られ、アドレス帳を開いたが、歯を食いしばりながら携帯電話をポケットに突っ込む。

　いまきっと延珠はティナと交戦中だ。そんな時呑のん気きに電話などかければ、あるいは延珠を絶望的な戦局に追い込んでしまうかもしれない。延えん珠じゆが勝てば、こちらに連絡を寄よ越こしてこないはずがない。それまで待たなければ。

　脂あぶら汗あせが滲にじみ、視界が傾かしぐとたまらず膝ひざを突く。鈍どん痛つうがじわじわと蓮れん太た郎ろうを蚕さん食しよくしていく。

　頭の中で、先日道場裏でつけた稽けい古こを思いだす。

　蓮太郎のゴム弾をすべてかいくぐってあっという間に蓮太郎に肉にく薄はくした延珠。稽古と呼ぶのも憚はばかられるほど圧倒的な力量差だった。

　延珠は散弾銃シヨツトガンや機関銃マシンガンで弾だん幕まくを張られるのは苦手だと言っていたが、基本的に単発での発射を念頭に設計されている拳銃ハンドガンや狙撃銃スナイパーライフルをねじ伏せるのははむしろ得え手てとするところである。

　狙撃銃は必ずと言っていいほど、対象を高倍率に拡大する光学スコープと共に運用される。

　これは理科や生物の授業で使う顕けん微び鏡きようと原理的に大きく異なるものではない。

　当然倍率が高ければ対象が鮮明に見える分、少し動いただけで、対象が視界からアウトする。

　ましてや超高速で動くウサギの因子を宿した少女の軌道を狙そ撃げき手しゆごときが捕ほ捉そくしきれるはずがない。

　今回は夜間の狙撃ということで暗視装置の類も併用されているのだろうが、どちらにせよ彼女が狙撃手に後おくれを取ることはあり得ないのだ。

　大丈夫だ、落ち着け。蓮太郎は口の中で何度も唱となえた。

　三十分は経たったかと思って携帯電話を見ると五分しか経っていない。歯がゆいほどの時間の流れが遅い。

「里さと見みさん！」

　悲鳴のような声と共に聖せい天てん子しが走ってきた。

「いますぐ延珠さんを戻して！」

　自分が殺されるのも天命と言い切った少女が、いまは顔を蒼そう白はくにして肩で大きく息をしている。

「お、おい、どうしたん──」

「──私の権限でティナ・スプラウトの名前を、国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏに照会してみました。彼女は序列九十八位。フクロウのイニシエーターで、『ＮＥＸＴ』と呼ばれる強化兵士の一人です。スペックデータを見ましたが、恐ろしい数値です。延珠さんでは殺されてしまいます！」

　序列──九十八位。その言葉だけが何度も脳裏に木霊こだまする。

　蛭ひる子こ影かげ胤たねたちよりもさらに上。

　蓮太郎はティナの顔を思い浮かべながら小さく首を振った。

　そんな、馬ば鹿かな。

　そこでハッと我に返り、叩たたきつけるように電話を操作し強く耳に押し当てる。

　コール音が何度もする間、固く目をつぶりながら必死に延珠の無事を祈った。

　十コールほど鳴って、電話が繋つながる音がする。

「延えん珠じゆ、延珠かッ！　嗚あ呼あッ、ああ良かった、いますぐこっちに戻ってこい。作戦を立て直すぞッ」




　──返答は、ない。




　否いな、電話口から、かすかな呼吸音が聞こえる。

「延珠？　どうしたんだよ、返事くらいしろよ」

　蓮れん太た郎ろうは怪け訝げんな顔をしながら聞き返すが、やはり返答はない。

「……延珠？　どう、したんだよ？　…………延……え？」

　蓮太郎は一いつ旦たん電話を離はなして、まじまじと見る。

「ティナ……なのか………………？」

　長い沈ちん黙もく。

　それが、すべてを語っていた。

　延珠が持っているはずの携帯電話をティナが持っている。

　じゃあ本来の持ち主はどうなった？

　蓮太郎の耳から一切の音が消え去り、血液が凍り付く。

　そんな、そんな、そんな……そんなッ！

　不意にブヅン、という音がしたあと不通音が響ひびく。

　携帯電話が滑り落ち、乾いた音を鳴らして跳ねた。

　脇わき腹ばらから流れでた血が地面にゆっくりと広がり、携帯電話を浸していく。

　蓮太郎は膝ひざから崩れ落ち、声もなく首を左右に振った。




　延珠が………………殺された？
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「よう、来たな民みん警けい。早速だが、現場を見てもらうぞ」

　エラの張った顔をした捜査一課の多た田だ島しま茂しげ徳とく警部は、蓮れん太た郎ろうの顔を見て一いつ瞬しゆん同情っぽい表情をしたが、努めて淡々と振る舞う。

　蓮太郎は青白くなった手で自分の顔にそっと触れると、肌はパサつき、唇くちびるはひび割れていた。一体いま、自分はどんな表情をしているのだろうか。

　蓮太郎は重い頭を振って左右を見渡す。窓枠もなにもないコンクリが打ちっ放しになっている床面は弾だん痕こんで穴だらけになっている。蓮太郎がいるのは建設途中のビル六階だった。

　周囲にはせわしなく現場刑事や鑑かん識しきの人間が行き来している。

　殺人課とも揶や揄ゆされる警視庁捜査一課の活動内容に、事件性の高いガストレア犯罪全般も含まれるようになって久しい。

　科学捜査研究所科捜研の仕事も一部民営化されて、弾道分析のような複雑な計算式を使用するものは、証拠保全と守秘を徹てつ底ていした上で、司し馬ば重工や他ほかの大企業に委託されている。

　蓮太郎は首を振った。自分は何を考えているのだろうか。

　思考を先延ばしにして、必死にこれから見せられるものを否定し抜こうという魂こん胆たんなのだろうか。

　民警として警察と一緒にいくつかの現場を観たこともある蓮太郎だが、ここまで胃が重いものは、初めてだった。なにしろ、被害者は自分のよく知っている人間かもしれないのだ。

　頭が上う手まく働かない。自分がいま地面に立って呼吸をしているのがテレビの向こうの映像のように、妙みように他人事めいて感じられる。

「おい、大丈夫か、民警」

　肩を揺すぶられて脇わき腹ばらの傷の痛みと共に我に返ると、多田島の手を払う。

「……いいから、現場を、見せてくれ」

　多田島は物問いたげな表情を見せたが、黙だまって蓮太郎に道を開ける。

　奧に歩いていくと、青いツナギを来た鑑識の人間たちが蓮太郎に気付き、気まずそうに俯うつむく。

　蓮太郎はやがて立ち止まると、地面を見つめた。

　コンクリの床面がそこだけひときわ弾痕だらけになっており、飛び石状に無数の血痕が飛び、その周囲はチョークで小さな丸が書かれている。

　連日、今年の最高気温を更新しつつある昨今だが、今日は格別な蒸し暑さを感じ、蓮太郎はネクタイを緩ゆるめる。

「ここで、被害者ガイシヤは撃たれている」

　ちょっとキツイぞと断って差しだされた写真を見た瞬しゆん間かん、吐き気がこみ上げてきて蓮太郎は口元を押さえる。

「……最近暑かったからハエがたかってて仕方がなかったんだ。だからキツイって言っただろ」

　こみ上げる嘔おう吐と感を飲のみ下くだし、もう一度蓮れん太た郎ろうは束たばねられた写真群を見て、次々とめくっていく。

　それは主に肉にく片へんが写っている写真だった。時折その中に見える白いものは骨こつ片ぺんだろうか。見ているだけなのに、むせ返る血けつ臭しゆうさえする気がする。

　最後の写真は、粉々に踏み砕かれたピンクのスマートフォンの残ざん骸がいだった。

　見間違えようもない、延えん珠じゆのものだ。

　蓮太郎は立ち上がり、顔をしかめながらチョークで丸をつけられた部分と写真とを何度も見比べた。

　藍あい原はら延珠はここで、ティナ・スプラウトに敗北した。

「おかしなことに、ガイシャは四カ所から同時に銃撃されている」

　多た田だ島しまが指差す方向を見ると、多田島から見て右、左、正面、斜め右上の四方向にあるビルを指差した。

「そしてそれぞれのビルの屋上三カ所から重機関銃の残骸が見つかった。証拠を残さないためなのかはわからんが、使用された機関銃はプラスチック爆ばく弾だんで破は壊かいされて放置されている。司し馬ば重工に鑑かん定ていにだしてるが、いまわかってるのは、銃は製造番号などが削り取られていること、あと、本来の機関銃のパーツ以外にもおかしな装置が取り付けられて──」

「──延珠は、死んだのか？」

　蓮太郎は、うっそりと視線だけ上げる。

「……わからねぇな。いま飛び散ったガイシャと思しきＤＮＡとお前のイニシエーターのＤＮＡを照合している最中だ」

「……延珠だ。間違いない。写真の中に、延珠のコートの切きれっ端ぱしが写っていた」

「そうか……」

　多田島もさすがに沈ちん鬱うつそうな顔で俯うつむき、やがて現場を見渡す。

「ヤケになるな。弾たまが当たったのは土ど手てっ腹ぱらじゃないかと言われているし、現場に死体がない。そして回収された弾丸に使われたのはバラニウムじゃなくて普通の鉛だ。イニシエーターは心臓か脳を一撃されない限り死なないんだろ？」

「だとしてもッ、延珠が敵に連れ去られたんだぞ！」

　それに今回延珠に直撃した対戦車ライフル弾は、文字通り、元々は戦車装そう甲こうを貫通させるために開発された強力極まる弾丸だ。現在、戦車が積層チヨバム装甲板などで強きよう靭じん化したおかげで、対戦車弾は戦車を仕し留とめられるほどではなくなっているが、人間に用いるにはあまりにも過剰殺傷オーバーキルだということで、戦争協定で使用制限されているほどだ。

　人体に当たれば、インパクトの瞬しゆん間かん腹に大穴が空くだろうし、即死やショック死を免れていても、のたうちまわるほどの激痛だろう。

　そこまで想像して蓮れん太た郎ろうはぎゅっと目をつぶった。

　いまこの瞬間も、延えん珠じゆは厳しい尋問や拷ごう問もんに晒さらされているのだろうか？　子供が苛か烈れつな拷問に耐えられるはずがない。ありったけの情報を引き出された上で延珠はもうすでに──

　蓮太郎の握った拳こぶしが震ふるえた。どうして、気付かなかったんだ俺おれの馬ば鹿か野や郎ろうッ。

　こちらがティナの狙そ撃げきを読んで策を講じたように、ティナもまた自分に追跡がかかることを見越して策を講じていたのだ。

　そして延珠は、罠わなにまんまとはまってしまった。

　一体どうやって延珠を倒した？　どうやって狙撃兵の天敵たる延珠を狙撃ライフルで捉とらえたというのだ？

　そもそも、四カ所から同時に銃撃されたということからしてわからない。

　暗殺は少数精鋭を基本とするので、実行犯はティナと彼女のプロモーターを入れて二人だと思っていたのだが、そうではないのか？

　いくら考えても答えは見えない。

　ただ一つわかることは、ティナはこちらの想像を遥はるかに絶する恐ろしい戦せん闘とう力りよくを誇っているということだ。

　蓮太郎は細かく震える吐息をつく。

　あとには、ティナという名前の殺し屋に対する冷たい恐怖だけが残った。

　すべて、延珠を押し止とどめられなかった自分の責任だ。

　結局、聖せい天てん子しの第二回会談は中止になった。いまはもう三回めがあるのかどうかすら定かではない。

　頭が重い、鉛が詰め込まれたようだ。これ以上、脳が働きそうになかった。

　それにもう、そんなことは心底どうでもいい。

　すべてが意味を失ってしまった。

　蓮太郎は踵きびすを返すと、静止する多た田だ島しまの声も聞かずに現場をあとにした。

　どこをどうやって帰ったのかわからない。

　蓮太郎は足を引きずるように家に帰り着き鍵かぎ穴あなに鍵を入れて捻ひねる。思いがけず外気よりも冷たい空気が首筋を撫なでていく。

　蓮太郎はしばらくの間、玄関に立ち尽くす。

　前回のテロ事件の際も延珠の家出という憂うき目めにあっていたが、あの時よりも、はるかに状況は悪化していた。

　家にいるのが苦痛だったので、蓮太郎は外に出る。

　しばらく歩いてから家に鍵をかけ忘れたことに気付いて立ち止まったが、構うまいと歩きだす。

　外はみるみるうちに日が落ち、暗くなる。

　なぜかはわからないが、蓮れん太た郎ろうの足は人の多い繁華街の方に向かう。

　もしかしたら人恋しかったのかもしれない。

　だが、蓮太郎の期待したものはそこにはなかった。

　蓮太郎は歩道橋の欄らん干かんに身をもたせかけ、そこから周囲の街並みを見渡すが、街のきらびやかな灯あかりはあまりに目に眩まぶしく、家族連れが楽しそうに笑いさんざめく声はあまりに耳に痛い。

　人ひと混ごみの中でこそ、人は本当の孤独を感じるというが、まさに言葉通りだ。

　惨みじめな気分になり、胸が押しつぶされそうだった。

　蓮太郎は家族連れたちのうち一組を見る。延えん珠じゆくらいの子供が笑いながら父親に背後から飛びついていた。

　どうして自分は彼らではないか。

　どうして彼らは自分でないのか。

　答えのでない問いが頭の中で渦うず巻まく。

　蓮太郎は逃げるように家に帰り、絶望を抱きしめながら眠った。




　次の日、蓮太郎は学校を休んだ。布ふ団とんから一歩も出る気になれなかった。

　八畳一間というのは二人で使うには狭すぎるのに、一人で使うには広すぎる。

　携帯電話の電源を入れると木き更さら、未み織おり、菫すみれからそれぞれ何通かメールがあったが、とても中身を見る気にはなれず放り出す。

　眠りはなかなか訪れず、意識は散漫だった。

　なにかがぽっかりと失われてしまった喪失感があるのに、心が麻ま痺ひしてしまったかのようだ。

　何時間も寝て起きると、だんだんと昼夜の区別がつかなくなっていく。

　昨日のうちに遮しや光こうカーテンを引いて窓という窓、隙すき間まという隙間にマスキングテープを張っていたので、蓮太郎の居住空間は闇やみが充満していた。

　胃が痛いほどに空腹を訴えていたが、聞いてやる義理はない。

　薄うすい微睡まどろみの中、蓮太郎は何度も夢を見た。

　インターフォンが押され、表にでると惨むごたらしく殺された延珠の死体が置いてあるのだ。

　ある時は胎たい児じのように身体を丸めた焼けこげた死体、首に索さく状じよう痕こんがついた絞殺死体。首を切り落とされたもの。五ご分ぶ刻みで解体されたもの。

　すべての延珠は不ふ言ごんの言げんを放っていた。『どうして妾わらわを助けに来てくれなかったの蓮太郎？』

　蓮太郎は枕まくらに顔を押しつけ、必死に妄もう想そうを振り払おうとのたうち回った。

　さらに十時間程度経過すると、脳裏を渦巻いていた自じ罰ばつ的な被害妄想すら見なくなる。

　もう、胃は空腹すら訴えてこない。耐えかねて自分の内臓を消化する算段をつけたのかもしれない。

　菫すみれの言葉を思い出す。

　人間は水だけ飲んで生活した場合、骨と皮になって死ぬが、水分すらも取らなかった場合、急性飢き餓が死として栄養分を使い果たす前に息絶え、死体は痩やせることはないらしい。

　意識が混こん濁だくしてきて、様々な幻覚が去来する。

　おもちゃ箱をぶちまけたような思考の奔ほん流りゆうに飲まれ思考が流れていく。

　気付けば蓮れん太た郎ろうは可お笑かしくなって肩を震ふるわせる。

　いつの間にか頬ほおを涙が伝っていた。

　ようやく涙がでた。

　延えん珠じゆが死んだら、これから、自分はどうすればいいのだろうか。

　家を一歩でたとして、右に行けばいいのだろうか？

　左に行けばいいのだろうか？

　なにを成せばいいのか？

　なにもしなければいいのか？

　生きればいいのか？

　死ねばいいのか？

　それすらもわからない。

　──延珠、延珠、延珠、帰ってきてくれ、会いたい延珠。

　ふと、気が遠くなっていく。絶食による昏こん倒とうだろうか。もうなにも考えたくない。

　自分を呼ぶ声がする。幻げん聴ちようかと思ったが、違った。

　ドアの外で、合あい鍵かぎが差し込まれ勢いよくドアが開け放たれ、蓮太郎はまぶしさに目を眇すがめた。

　息を急せききって入ってきたのは、木き更さらだった。

　木更は潤うるんだ瞳ひとみで、両手を口にあてがっていた。

「延珠ちゃんが……延珠ちゃんが────」




　蓮太郎は体当たりするような勢いで病室に飛び込んだ。

　生けた花か瓶びんにかすみ草、開け放した窓から吹き込む風にカーテンが揺れている。

　病室中央、盛り上がったベッドのふくらみの上に少女が横たわっていた。小さく胸が上下しているので呼吸をしているのがわかる。

　見間違えようなど、なかった。

　蓮太郎は忘ぼう我がの表情でベッド脇わきにひざまずき、両りよう肘ひじをついて延珠の手を握ると、震ふるえながら祈った。

　神様、神様、神様！

　声もなく、蓮れん太た郎ろうは延えん珠じゆの無事を感謝し続ける。

　ふと、後ろから木き更さらにきつく抱きしめられ、優しい匂においがする。
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「こんなにやつれて……ケガも治りきってないのに、お馬ば鹿か……。どうして自分にひどいことするの？　延珠ちゃんに続いて里さと見みくんまでいなくなっちゃったら私、どうすればいいのよ……」

　語尾は、涙でかすれて消えそうだった。

　蓮太郎は木更の掌てのひらの上に自分の掌を重ね目を閉じる。

「ゴメン木更さん、本当に……」

　蓮太郎は後ろめたさを感じつつも、延珠の病院服の裾すそをたくしあげると、安あん堵どの吐息をつく。

　延珠の腹は、子供特有の綺き麗れいな肌色をしており、銃じゆう創そうは痕あとも残らず綺麗に再生している。

「これで全部終わったのか……？」

　一度狙そ撃げきに失敗した暗殺者が危険を冒おかしてまで二度めの狙撃に出た。

　さすがに三度めは……。

　木更は不安に揺れる瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに蓮太郎を見る。

「里見くん、メール送ったけど、見た？　……聖せい天てん子し様の第三回の非公式会談の日取りが昨日決まったのよ」

「いつだッ？　会談の日時は？」

「…………明日の夜八時から」

「明日……？」

　その時、ドアを引き開ける音がして振り返ると、壮年の医者と看護師が入室してきた。蓮れん太た郎ろうはハッとして詰め寄る。

「延えん珠じゆは大丈夫なのか？　後遺症は？　延珠はどこで見つかったんだ？　彼女と話したい。起こしても、構わないか？」

　医者は看護師と顔を見合わせ困った顔をする。

「はっきりとしたことは彼女が起きてからですが、おそらく後遺症の心配はないでしょう。ただ、いまは無理に起こさない方がいい。致死量の何十倍もの麻酔を静じよう脈みやく注射されて廃はい墟きよの一室に放置されていたところを、通報を受けた警察に保ほ護ごされたらしいからね。彼女が一命を取り留められたのはガストレアウィルスが宿やど主ぬしを守ったからなんですよ」

　致死量の何十倍もの麻酔……？

　医者と看護師は言い辛づらそうにチラチラと目め配くばせする。

「一つ、里さと見みさんにお伝えしなければならないことがあります。あなたのイニシエーターの体内浸食率ですが……今回の大きな傷を修復する過程で少し上昇してしまいました」

　蓮太郎は拳こぶしを握り、歯は噛がみしながら俯うつむいた。

　──俺おれのせいだ。

　やがて、悔恨に下した唇くちびるを噛みながら顔を上げる。

「…………延珠は、どれくらいで起きるんだ」

「二日は見てもらいたいですな」

「二日……」

　なにか、おかしい。

　蓮太郎は違和感の正体を探ろうとこめかみを押さえるが、唐とう突とつに視界が瞬またたき、体がぐらりと傾く。気付けば木更に抱き留められていた。

　そう言えば自分は死にかけていたのだったか。

　自覚してしまうといままでどうやって立っていたのかと思うほど気け怠だるい疲労と傷の痛みに襲おそわれ、視界が闇やみに閉ざされた。




　蓮太郎は重おも湯ゆをすすり、無理矢理粥かゆも少し口に運ぶと、胃がびっくりして蠕ぜん動どう運動を始める。

　一刻も早く快復させたかったので、なんとか吐き戻さないように堪こらえながら何度かに分けて病院食を半分平らげ、生理食塩水の点滴も多めに打ってもらう。

　延珠を抱きながら隣となりで仮眠を取ると、起き上がる頃ころには随ずい分ぶん体調が改善されていた。

　医者に「君も入院しなきゃ駄目だ」と言われたが、蓮太郎は苦笑しながら辞じ去きよ。さらに木き更さらが鼻をつまみながら「くさい！　里見くん、男くさいわ！」と指摘してきたので替えの服を取ってきてついでに近場の銭湯で頭を洗い、体を拭ふく。

　風ふ呂ろから上がると、脱衣所で治ち癒ゆ促進パッチの上から包帯を巻き直し、軽く脇わき腹ばらの傷口に手を当ててみる。まだじくじくと痛みを発しているが、当座はしのげそうだ。

　蓮れん太た郎ろうは大判の鏡台の前に手をついてじっと自分を睨にらんだ。

　頬ほおはこけ、唇くちびるはひび割れてガサガサだし、心なしか髪の毛もツヤを失っている。

　だが思考の回転数が上がり、さきほど漠然と感じていた違和感の正体がようやく判然としてくる。

　医者は、延珠は致死量の何十倍もの麻酔を注射されていたらしいと言っていたが、延えん珠じゆが過か剰じよう麻酔によっても死なずに済んだのは本当に偶然なのだろうか。

　延珠を殺すのは簡単だ。頭か心臓を破は壊かいすればいい。だが、ティナはそうはしなかった。なぜだ？

　そもそも、注射という方法からしておかしい。

　脅きよう威い的再生能力を持つ『呪のろわれた子供たち』に注射を行う場合、針のない圧力式の注射器を使うか、傷の再生を阻そ害がいするバラニウム製の注射針を使うかの大きく二種類に分けられる。

　普通の注射針を肌に刺しても途と端たんに傷の再生が始まってしまうので、注射針が折れたり、皮膚と針がくっついてしまったりと良いことがないからだ。

　延珠の腕うでを確認したら、針のあとがくっきり残っていた。これは後者、つまりはバラニウム製の注射針が使われた傍ぼう証しようだろう。

　なぜこんな手間をかけるのか。

　蓮太郎は、じっと鏡を見る。

　その時、先日『呪われた子供たち』と思おぼしき犯人に破壊されたパトカーの残ざん骸がいが脳裏をよぎった。

　パトカーは徹てつ底てい的に破壊し尽くされていたのに、奇跡的に警官だけは死ななかった。

　似ている──重機関銃弾で辺あたり一面弾だん痕こんだらけになっていたのに、一命を取り留めた延珠の事件と。

　蓮太郎は一手一手慎重に思考を進める。

　ティナは、聖せい天てん子しと木き更さらに限っては間違いなく殺そうとしていた。おそらく、ティナの依頼人、あるいはプロモーターが直接名指しで暗殺指令を出していたためだろう。

　だがそれ以外、暗殺リストの員数外の人間は、ティナは極力殺さないようにしているのではないか。だから、延珠もあの警官も死ななかった。そう考えるのは飛ひ躍やくしすぎだろうか。

　当然、これは彼女の背後にいる依頼人やプロモーターの意向とは相あい反はんする行為だろう。暗殺を依頼するような性しよう根ねのねじ曲がった連中が、目撃者の始末だけ躊ちゆう躇ちよするというのはどうしても腑ふに落ちない。

　そこまで考えを押し進めて、顎あごに手を当てる。

　ティナは本来的な悪人ではない──そう思いたい自分の願望が、現実をゆがめて見せているだけではないのか。

　その時、蓮れん太た郎ろうの脳裏に陽ひの当たる公園でたこ焼きを食べながら薄うすく笑っていたティナの顔が思いだされ、強く首を振る。

　クソッ。なにを考えているんだ、俺おれは。アイツは殺し屋だぞ。

『延えん珠じゆが目覚めるまで二日』という医者の言葉が脳裏で反はん芻すうされる。

　延珠が目を覚まし、眠らされるまでになにがあったのかを喋しやべってしまうことを、あの暗殺者は嫌いやがるはずだ。

　おそらく、ティナ・スプラウトはあと二日以内にすべての暗殺を終了させて東京エリアから脱出する算段をつけているに違いない。

　時間はもうほとんどない。

　──どうする、里さと見み蓮太郎。
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　答えのでないイライラを抱えたまま、蓮太郎は着替えて銭湯を出る。

　病院に戻る途中、蓮太郎は湿気しけつたにおいのする高架下に据えられた自動販売機に立ち寄り小銭を突っ込み、滅め茶ちや苦く茶ちやにボタンを連打。吐き出された炭酸飲料のキャップを乱暴に捻ひねると、ペットボトルを呷あおり瞬またたく間まに中身を干す。

　蓮太郎は頭髪をかく。

　注意を散漫にしていたツケかもしれない。背後から声を掛けられるまで、不覚にも蓮太郎は自分が尾行されていることに気付かなかった。

「おい、里見蓮太郎」

　蓮太郎は振り返って嫌な気分になる。見れば、黒塗りのベンツに乗ってにやにやと笑っているのは保やす脇わきたち聖せい天てん子し付づき護ご衛えい官かんだった。

「……なんだよ」

　蓮太郎は不快も露あらわにペットボトルをゴミ箱に叩たたき込み、歩きだす。

　車は、苛いら立だたしいほどのろのろと蓮太郎に並走してくる。

「第三回の会談が決まった」

「知ってんよ」

　蓮太郎はそちらも見ずに言うと、保脇は薄うすい書類束たばを取りだしてひらひらと自分を扇あおぐ。

「ククッ、だが、貴き様さまはもう護衛は出来まい。なんたって、頼みの綱のイニシエーターは狙そ撃げき兵へいにあっさりと返り討ちにされて入院中なのだろう？　残念だよ、ならば新しい警護計画書など当然無用の長ちよう物ぶつだな」

　──第三回の警けい護ご計画書？

「貸せ！」

　蓮れん太た郎ろうは保やす脇わきから計画書を奪い取ると、激げつ昂こうする保脇を尻しり目めに素早く書類に目を通し、しっかりと脳裏に護送ルートを焼き付ける。

　途と端たんに背後から伸びてきた手に奪い返される。車から降りてきた保脇は書類をグシャリと握りつぶしながら、憎ぞう悪おに凍こごえた瞳ひとみでこちらを見る。

「……貴き様さまぁ、護ご衛えいを降りないつもりかッ？」

　その言葉にハッとさせられる。なぜ、自分は警護計画書を見た？

　自分はこの依頼を続けるつもりなのか？　あんな目に遭あっておいて。

　木き更さらは殺されかけ、蓮太郎も負傷、延えん珠じゆは意識不明の重体。そして、敵の序列は前代未聞の九十八位。

　はっきり言って天てん童どう民間警備会社で処理できるキャパシティを遥はるかに凌りよう駕がしている。

　カネと命は釣り合うものではないし、そもそも今回の事件、リスクとリターンの比率が破は綻たんしている。聖せい天てん子しからは決して少なくない額の報ほう酬しゆうを約束されているが、それとて敵の序列が九十八位ならば十倍もらっても釣り合うものではない。

　当然ここは前金を返して早々に依頼から手を引くべきだ。聖天子は悲しそうな表情をするだろうが、引ひき留とめはすまい。依頼からは円満に手を引く。保脇もこれ以上妙みような因いん縁ねんはつけてこないだろう。延珠もじき目覚める。天童民間警備会社は続いていく。素晴らしいことだ。

　蓮太郎はゆるく首を振る。




　──それだけは、絶対に駄目だ。




　自分がもしここで依頼を降りればどうなる？　──決まっている。

　あの傲ごう慢まんで、だが一本筋の通った国家元げん首しゆは確実に消される。

　よしんば自分以外の間に合わせの民みん警けいを雇ったところで、アウトレンジからの超精密狙そ撃げきを行うあの強大無比なイニシエーターを食い止めることは絶対に出来まい。

　蓮太郎は嘆息しながら顔を上げると保脇をまっすぐ見た。

「依頼は──続行するッ。聖天子様は俺おれが守る」

「ふざけるなよ貴様ぁッ！　全部、全部貴様が来てからおかしくなったんだッ！」

　保脇の手が銃のホルスターに伸びるのを見て、同時に蓮太郎の右手も閃ひらめく。

　気付けば保脇のルガーＰ─08拳けん銃じゆうと蓮太郎のＸＤ拳銃が回避不可能な距きよ離りでお互いの眉み間けんに照準されていた。

　ベンツに乗っていた他ほかの護衛官が泡を食って飛び出してきて、同時に、電車が高架下を通過、けたたましい通過音が鳴る。

　執念深い瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやきながら蓮太郎を見た。

「里さと見み蓮れん太た郎ろう、貴き様さまそんなに聖せい天てん子し様の隣となりが気に入ったかッ？」

「……アンタと一緒にすんなよ。それよりアンタ、この計画書で行くつもりなのか？　また情報が漏れるぞ」

「貴様が情報漏ろう洩えい者だろうッ！」

「ふざけんな、違ちげぇよ！　聖せい居きよの内務調査班は情報リーク者についてなにも掴つかんでいないのか？」

「情報リーク者は内務調査班が動いてくれたおかげで大だい分ぶ絞り込んでいる。貴様の名前は当然リストのトップに挙がっているぞッ」

「じゃあその情報リーク容疑者全員に偽にせの警護計画書を流せ」

　保やす脇わきの銃を握る手が怒りで震ふるえ、引き金に掛けた手が真っ白になる。

「僕に、指さし図ずを──するなあああああああッ！」

　保脇の拳銃の炸さく裂れつ音おんの寸前、蓮太郎は保脇の腕うでを払い足払いをかけ膝ひざで押し潰つぶすと、カエルの潰れたような苦く悶もんの声が漏れる。

「もう一回だけ言ってやる！　情報リーク者全員に偽の警護計画書を流せ！　あとのことは全部俺おれがケリをつけるッ」
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　力の限り机がぶっ叩たたかれ、ビーカーやフラスコが騒そう々ぞうしい音を立てながら跳ねる。

「ふざけるな！　ふざけるなよ！」

　地下室の女王室むろ戸と菫すみれは激げつ昂こうしながら、白衣を引きずり地下室の中をうろつき回る。

　うっすらと予想はしていたが、蓮太郎が想像した以上の反応だった。ここまで感情を激した菫を見ること自体初めての経験かもしれない。

　聖天子は自分の職権を利用して、ティナ・スプラウトの名前から、彼女の序列を割り出して印刷したものを蓮太郎に渡していたが、紙には、ティナのプロモーターの名前も印刷されていた。

　名前は、蓮太郎も聞き覚えのあるものだった。

「エイィィン！　そこまで落ちぶれたのかエイン・ランドッ！」

「やっぱりこのエイン・ランドってのは先生の──」

　菫はヤケクソのように手を振った。

「ああそうだ、間違いない。かつて私と共に『四よん賢けん人じん』と呼ばれたうちの一人だよ、信じがたいことになッ」

「ま、待ってくれ先生。なんでさっきからそんなに怒ってるんだよ」

「これが怒らずにいられるかッ。奴やつは医者としての最低限の誇りすらも悪あく魔まに売り渡したんだよ。蓮れん太た郎ろうくん、君が『新人類創造計画』の手術を受けた経緯いきさつはなんだ？」

「それは……」

　木き更さらの両親を食い殺した野の良らガストレアから木更を守るために彼女をかばい、結果として右手右足、そして左ひだり眼めを食われて瀕ひん死しだったところを菫のラボに運び込まれた。

「つまり手術を受けて生き残るか、死ぬかの二に択たくしかなかったわけだ」

　蓮太郎はそこでハッと顔を上げると、菫すみれは一つ頷うなずき続ける。

「蛭ひる子こ影かげ胤たねも同じだ。奴やつは内臓に重大な障害を負っていて、手術を受けるか死を待つかの二択しかなかった。私やエインを含む四人は、各国の機械化兵士プロジェクト結成前に一つの誓いをした。『我々は科学者である前に医者であろう』とな。それは勿もち論ろん、手術の圧倒的な成功率の低さもあったが、なによりその上で本人の意思を尊重し、生命というものへの畏い敬けいの念を忘れないためだ。その上で聞こうか、蓮太郎くん、君は『呪のろわれた子供たち』が重病にかかって死んだという話を聞いたことがあるのか？」

　蓮太郎は首を横に振った。

　彼女たちは体内浸食率という形で寿命の枷かせがはまっている代わりに、圧倒的な筋力、敏びん捷しよう力りよく、再生力、そしてもう一つ、人間がかかるあらゆる病気や障害にかからない。

　延えん珠じゆが致死量の数十倍の麻酔を打たれても死ななかったように、体内のガストレアウィルスは宿やど主ぬしの生命の危機を敏感に感じ取って異物を無毒化しようと働く。事実、蓮太郎は、延珠が風か邪ぜ一つ引いているところを見たことがない。

　つまり、手術が必要になるほどの二者択一に追い込まれる状況自体があり得ないのだ。

「もうわかっただろう、蓮太郎くん。エインは──あの外げ道どうは誓いを破って健康体の『子供たち』を実験室に送り込んでるんだよ」

　蓮太郎は愕がく然ぜんとした。

　一体どうやって『子供たち』に手術を施すのだろうかと思い、即座に考えるまでもないと首を振った。

　おそらく、バラニウム製のメスや鉗かん子しなどの手術器具を使って身体からだを開くのだ。

　当然再生阻そ害がい能力のあるバラニウムを使ってイニシエーターを傷つければ、その再生能力は大きく落ち込む。

　結果的に手術の成功率は一般人をさらに下回るのではないだろうか？

　一体何十人の子供が手術室への消えていったのだろうか。いや何百人か。

　蓮太郎は『子供たち』の身体を切り開くグロテスクな手術シーンを想像しかけて口元を押さえた。

　いまさらながらに、あの小さな暗殺者がどれほど大勢の屍しかばねの上に立っているのかを理解する。

「蓮れん太た郎ろうくん、グッドニュースとバッドニュースがある。グッドニュースの方はエイン・ランドに戦せん闘とう能力は皆無だということだ。昔一緒に仕事をしていた私が保証しよう。ペアとは名ばかりで、おそらく奴やつは無線かなにかでイニシエーターに暗殺指示を飛ばしている司令塔に過ぎないだろうよ。前線に出てくることは、まず心配しないでいい」

「バッドニュースの方は？」

「ティナ・スプラウトの序列九十八位という数字は、彼女単体の戦闘能力によって保持されているということだ」

　蓮太郎はハッとした。

　国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏが発行するＩＰ序列の『ＩＰ』とは、イニシエーターとプロモーターの頭文字であり、ＩＰ序列は挙げた戦果プラスアルファ、イニシエーターとプロモーターの戦闘能力の総合値によって算出される。

　ランドが戦闘員でないとなると、彼女の序列九十八位という数字自体がティナの戦闘能力一いつ極きよくによって構成されている数字ということになる。

　そんな馬ば鹿かな事があり得るのか。

「蓮太郎くん、そのティナというイニシエーターは超ちよう遠えん距きよ離りから移動目標を五発連続で当てた。間違いないな？」

「ああ、間違いない」

「ならば、私には敵の精密狙そ撃げきのカラクリに心当たりがある」

「本当かッ？」

　菫すみれは一つ頷うなずくと、うずたかく史料が積み上がった机を書き分けて旧式のテラバイトディスクを取り出し埃ほこりを払うとノートＰＣに送り込む。リモコンを壁に向けて操作すると、するするとスクリーンが降りてきて、無線でプロジェクターと連動。すぐさまスクリーンに大判の映像が投影される。

　一体なにが始まるのかと思って身を乗り出すが、最初は素そっ気けない青地の背景に『Ｔｅｓｔ１』という文字が表示され、次の瞬しゆん間かん、ボーリング場ほどの広さの空間に屈強な禿とく頭とうの男が目隠しされて写っている映像が現れる。

　画像は荒く、音楽もない。かなり事務的な作りだ。

　蓮太郎は眉まゆをひそめる。なんだ、これは。

　映像は男を背後から撮ったものに切り替わる。そこで初めて気付いたが、男の右手にはハンドガンが一いつ挺ちよう握られており、室内奧には三つの射撃用ターゲットが置かれている。どうやら、目隠し射撃を行おうというわけらしい。

　蓮太郎は一瞬たりとも見逃すまいと瞳ひとみを見開く。だが、次の瞬間起こったことは完全に蓮太郎の予想を越えたものだった。

　男は紺こん地じのジャケットから、こぶし大の黒い球ビ形ツ物トを三つ掴つかみだし地面に放り投げる。だがビットは地面に落下せずふわりと浮き上がると、男の頭上を音もなく円を描きながら旋せん回かいし始める。

　やがて男が高たか々だかと腕うでを掲かかげると、「行け」とでも命じるように振り下ろす。

　刹せつ那な、ビット底部のプラズマエンジンに点火。すさまじい勢いでターゲットの方に飛ひ翔しようしていく。

　目隠しされた男が右手を上げて拳けん銃じゆうを三発撃った。

　映像が切り替わる。次の映像は三発の拳銃弾が三つのターゲットのど真ん中を撃ち抜いていることを証明するために拡大された映像だった。

　蓮れん太た郎ろうは愕がく然ぜんとしながら一歩退しりぞく。脳の理解が追いつかない。なんだこれは？　こんなことがありえるわけがない。これはＳＦＸかなにかだ。そうでなくては、困る。

　すがる瞳ひとみで振り返るが、腕うで組ぐみした菫すみれの険けわしい表情がその可能性を真っ向から否定していた。

「思考駆動型インターフェイス『シェンフィールド』。おそらくそれが、エインの切ってきた手札だ。君はブレイン・Ｂマシン・インＭターフェイスＩを知っているか？」

「ブレイン・マシン・インターフェイス？」

「そうだ。ＢＭＩは実は特段目新しい研究ではない。手足が麻ま痺ひしたりして不自由になった患者の脳に電極を取り付けてパソコンのカーソルを念じるだけで動かすことが、もう二十年以上も前から可能だったんだ。

　映像の男が使っているのはそれの発展版だ。脳にニューロチップを埋め込んで念じるだけで複数の端末を操っている。あの黒いビットは一言で言うと偵てい察さつ機きだ。精密な観測機器を積んでいて、対象地点から標的の位置座標、温度、湿度、角度、風速などの各情報を無線で操縦者の脳に送信する。だからあの男は目隠しされたままターゲットを撃ち抜くことが出来たんだよ。勿もち論ろん今回の狙そ撃げき手しゆにほどこされた手術はこれだけではないだろう。

　狙撃は手の震ふるえも大敵だと聞く。おそらく体内に金属製のバランサーを仕込んで心臓の鼓こ動どうと呼吸による腕のブレを完全にシャットダウンしているな。これくらいの処置なら、私やエインならば朝飯前だ。蓮太郎くん、これがどういうことかわかるかい？」

　わからないはずがない。

　この『シェンフィールド』と呼ばれる兵器を駆使すれば、狙撃ポイントに潜ひそみながら敵の動向を偵察出来る。それは対人狙撃において絶大なアドバンテージになるだろうし、あるいは五発連続で一キロ先の標的を狙ねらい撃つなどという神かみ業わざすらも可能にするかもしれない。

　そこで蓮太郎は、はたと疑問に思う。

　では、前回や前々回の護ご衛えいの時もこの黒いビットは蓮太郎たちをどこかから監視していたことにはなるまいか？

　その時、何かが頭の中で引っかかる。その正体に思い至った瞬しゆん間かん顔を上げ、菫のパソコンに飛びつくと、慌あわてる菫を尻しり目めに音量をＭＡＸに上げて最初から映像を再生、スクリーンを凝ぎよう視しする。

　男がジャケットからこぶし大のビットを放り投げ、ビットが浮遊、旋せん回かい。

　その時確かにブウウン、という虫の羽は音おとめいた音が聞こえて、蓮れん太た郎ろうの眦まなじりが裂けんばかりに見開かれる。

　これだ、間違いない。前回と前々回の狙そ撃げき事件の時聞こえた異音はこれだったのだ。

　蓮太郎は寒気がして二にの腕うでを擦こする。やはりあの時、このビットは蓮太郎の近くを飛ひ翔しようしていたのだ。

　そしてティナはフクロウの因子を持ったイニシエーター。闇やみを見通す目は、もとから備わっているだろうし、視力も常じよう人じんよりずっとすぐれているだろう。もしかしたらティナは、狙撃ライフルに必ひつ須すとされる光学スコープすらもつけずにライフルを運用しているのかもしれない。

　昼間会ったときあんなに眠そうにしていたのは、夜行性の動物因子を体内に取り込んでいたからで、間違いあるまい。

　すべての糸が一本に繋つながり、いままでの謎なぞが一気に氷解する。

　ようやく理解する。これこそが夜間の対人狙撃に特化しきった強大なイニシエーター、ティナ・スプラウトの能力。

「こんな研究が十年近く前からされていたのか……」

「私も君から狙撃兵の話を聞いて驚おどろいている。『シェンフィールド』は明らかな失敗作だと思っていたからな」

　蓮太郎は驚いて菫すみれを見る。

「どういうことだよ」

　菫は肩をすくめる。

「言った通りの意味さ。これは失敗作なんだ。脳に埋め込んだニューロチップが強い熱を発して被験者の脳を焼いてしまうんだ。映像の男も結局死亡している。エインめ、まさか『シェンフィールド』を完成させているとはな」

「先生、このビット、同時に操れるのはいくつまでなんだ？」

「三つだ。それ以上だと脳に過負荷がかかって操縦者がもたないだろう」

　三つ……。

　蓮太郎は腕組みして顎あごに手を当て、撫なでさする。

　菫はどっかと椅い子すに腰掛けると、険けん呑のんに瞳ひとみを細めた。

「……蓮太郎くん、君、さっきからなにを考えている」

「ティナを倒す」

「無理だ、やめておけ」

「どうしてッ」

「序列百番以内の連中は、悪あく魔まに魂を売り渡した掛け値なしの化け物共どもだ。君に『百番越え』は早過ぎる」

「先生馬ば鹿かげてるッ！　蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件の時は反対しなかっただろ！」

「当たり前だ」

　菫すみれは肘ひじ掛かけに肘をつき、その上の顎あごを乗せると溜ため息いきをつく。

「あの事件はともすれば東京エリア全員の命が喪うしなわれていたかもしれんのだぞ。今回は違う。言い方は悪いが人的被害で換算すればたったの一人だ」

「数の問題じゃないだろ！」

「数の問題だよ。確かに聖せい天てん子し様の命は他ほかの何なに物ものにも代かえ難がたいが、それでも東京エリアの住民全員とは比べられるものではないはずだ」

　蓮れん太た郎ろうの逡しゆん巡じゆんを見て、菫は噛かんで含めるような調子で言った。

「蓮太郎くん、君でもわかるように単純な計算をしようじゃないか。私の『新人類創造計画』とエインの『ＮＥＸＴ』の秘めている力が同等だと仮定して、君とその暗殺者から機械化兵士能力を引き算したらあとに残るのはなんだ？　人間とイニシエーターという越えられない壁だけだ。人間がゴリラに勝てるのか？　よく考えてみるといい。蓮太郎くん、今回ばかりは見送れ。これ以上リスクを取る必要はない」

　蓮太郎は歯を食いしばりながら震ふるえる拳こぶしを握る。

「それでも、俺おれは……」

「蓮太郎くん、科学は不可能を可能にするが万能ではない。科学は知恵の木の実を食べてしまった人間の原罪であり、我われ等らは人類で初めて人殺しに手を染めたカインの末まつ裔えいだ。私は医者であると同時に科学者であり、またそのことを誇りに思っているが、科学者は世界で一番罪深い人種だとも思っている。

　私にも、輝かがやく炎で世界を平和と幸福で満たそう思っていた時期があった。だがガストレア戦争で恋人が殺された時、私はいとも簡単に鬼き道どうに堕おちた。知らなかったよ、人間があそこまで深く何者かを憎ぞう悪お出来るなんてな。

　そしてその結果、私は夥おびただしい数の患者を殺しながら君のような強化兵士を作り上げた。蓮太郎くん、君はどうしてバラニウムが黒いか知ってるか？」

「……いや」

「私の憎悪が結けつ晶しようしたからだ」

　蓮太郎は首を振る。

「非科学的だ」

「だが私はいまでもそう思ってる。そして私は殺さつ戮りくと殲せん滅めつの意図でもって君たちを世界に送りだした。──だが、君だけはまったく違う育ち方をした。表向きの口調は拗すねているが、君はどこまでも真まっ直すぐだ。その時私は気付かされてしまったよ。私の魂は君の成長に救済されているとね。世界のためになに一つ成なせず失意の底で悲鳴をあげていた私は、君という存在を通してまだ世界と繋つながっていたんだ。あの頃ころの輝かがやく情熱の埋うずみ火びを抱いていると、とても暖かい。君が死ねば私はまた闇やみに逆戻りだ。蓮れん太た郎ろうくん、私から光を奪わないでくれ」

「先生……」

「蓮太郎くん、そもそも幸福とはなんだ？　カネを持っている事じゃないことぐらい君でも気付くだろう。富と権力が幸福の絶対条件であるならば、大富豪が拳けん銃じゆうをくわえて自分の延えん髄ずいを撃ち抜くことに説明がつかない。蓮太郎くん、君は君なりに自分の幸福を知っている人間だと私は思っている。そして人間の価値とは、一生が終わり棺ひつぎの蓋ふたをした時に決まるものだ。君が死んで泣く延えん珠じゆちゃんや木き更さらの姿が想像出来ないわけじゃないだろう？　私も悲しい、悔しいことにな。蓮太郎くん、君は幸せ者だ。死に急ぐ必要はない」

　蓮太郎は首を振る。

「…………先生は卑ひ怯きようだ。他人の説得が上う手ますぎる」

　菫すみれはふっと笑う。

「ああ、隠れた私の自慢だ。じゃあ──」

「いや、それでも俺おれは、行かなきゃ」

「なッ──」

　菫は勢い込んで立ち上がり、怒りに凝こごった声で叫ぶ。

「子供か、君はッ」

「じゃあ諦あきらめることが大人なのかッ？　言わせてくれ先生、間違ってる！」

　蓮太郎は右手をまっすぐ伸ばすと拳こぶしを握る。

「俺は証明したい。先生にもらったこの手は誰だれかを救うためにあるんだってッ！　先生、俺はかつて地獄を見た。十年前のあの日、人類はガストレアに食われ、むさぼり、引きちぎられ、小高い丘に登ると三六〇度見渡す限り空が燃えていた。あれが俺の原風景だ。ずっと思い出さないようにしていた、考えないようにしてた。でも駄目だ。

　たとえ左手に木更さんを抱き右手に延珠を抱いて幸せの絶頂にあっても、きっと俺は何度でもあの地獄を思いだし苦悩する。あの絶望的な悪夢に終止符を打つには、聖せい天てん子し様を守りティナを倒し序列を上げてこの世界の謎なぞを解き明かすしかないんだ。逃げるわけには──いかないッ！」

　蓮太郎は黙だまって踵きびすを返すと歩ほを進める。

「どこに行く」

「前に進む。先生、俺は行くよ」

「君は殺されるぞ……間違いなく殺される！　殺されるんだぞ！　おいッ！」

　蓮太郎はもう足を止めずに地下室をあとにした。「君は殺されるぞ！」と何度も叫ぶ菫の声が地下室に反はん響きようしながら大学病院をでるまで蓮太郎の背中に追いすがってきた。

　外は夜だった。肌を刺す冷気に頭がクリアになる。

　蓮れん太た郎ろうは携帯電話を叩たたき、数回のコール音のあと相手が出るなり問う。

「敵は狙そ撃げきライフルで一キロ先の目標を百発百中で撃ち抜く。このままじゃ勝てない。こんな敵に対処する方法があるなら、俺おれに教えてくれッ」

　電話の相手はしばらく無言だった。

　蓮太郎は息を詰め、目を固くつぶると祈るようにして待つ。

　やがて──

「ま、ないこともないナ」

　司し馬ば重工社長令れい嬢じよう・司馬未み織おりは電話の向こうでクスクスと妖よう艶えんな笑みを漏らした。




　　　　４




『モーションリアリティ・プリズム・バトルシミュレータ Ver 10.0起動。情報カード読み取り完了。お久しぶりですね里さと見み蓮太郎』

　女性の合成音が滑なめらかな調子で自分の名前を呼び、一メートルほど先の空間に『Hello,World』という文字が出現、その文字を中心に不思議の国のアリスと時計を持った白ウサギがぐるぐると追いかけっこし始める。

　プログラマの遊び心だろうが、問題はその再現度だった。

　金髪のエプロンドレスの少女は勿もち論ろん、ひくひくと鼻を動かしながら小刻みに震ふるえるウサギはまるで本物だ。

　近づいてかがみ込み恐る恐る手を伸ばすが、だがウサギに触れる直前にふっとその姿がかき消えてしまう。

　蓮太郎はハッとして立ち上がると顔を上げる。

　白い部屋にいた。とてつもなく巨大な。

　中はがらんどうで、埃ほこり一つ無いほど掃はき清められているが、遥はるか上から降り注ぐ照明光が真っ白な室内に乱反射して目を開けているのが辛つらいほど眩まぶしい。

『調子はどうえ、里見ちゃん』

「相変わらず右も左も前も後ろもないような空間だな。頭がおかしくなりそうだ」

　ヘッドセットから聞こえてくる未織の声に気のない相づちを打ちながら、周囲を見渡す。

　司馬重工本社ビル地下五階。『ＶＲ特別訓練室』と呼ばれている直径一キロにもわたる広大なキューブ状空間の中に蓮太郎はいた。

　室内全体が特殊ゴムで出来ており、実弾の他ほかにも各種爆ばく薬やくまで使用可能という、世界でも有数の高機能を誇っている仮想戦せん闘とう訓練施設だ。

　自じ衛えい隊たいや特殊警察、民みん警けい、金持ちの趣味人にまで至るまで頻繁に利用しており、予約は一年先まで埋まっているらしいが、蓮太郎は未織の計はからいで特別に利用させてもらっている。

　ボロくさい八畳一間に住んでいると忘れそうになるが、こういった近代的な設備を見るといまが二〇三一年であることを改めて認識する。

「未み織おり、早速で悪いが始めてくれ」

『んもう、里さと見みちゃんったらせっかちなんやから』

　どうしてお前の発言はいちいちそうエロいんだとつっこみかけた時、周囲の景色がぐにゃりとゆがむ。

　気付けば蓮れん太た郎ろうは砂漠に放りだされていた。

　首を傾けると中ちゆう天てんには獰どう猛もうに照りつける太陽、熱い風と砂が蓮太郎の肌に当たり、次第にじっとりと汗ばんでくる。

　蓮太郎は驚きよう愕がくしながらも目の前の砂丘を上って首を巡らせる。抜けるような青空の中見渡す限り砂漠が広がっていた。

　蓮太郎は困惑する。蓮太郎の体はいまも間違いなくあの白い部屋にあるはずだ。あくまでこの風景はバーチャルリアリティであり、ＳＦ映画にでてくるワープ装置で砂漠に送り込まれたわけではない。

　汗ばむ気温と風は空調によるものだと察しがつくが、いま蓮太郎が立っている小高い砂丘はなんなのか。

　地面に瞬しゆん間かん的に膨ぼう圧あつ材ざいなどを圧入しているのだろうかと当たりをつけたが、遠目にある朽くちかけた防ト御ー陣チ地カを見た瞬間、再びわけがわからなくなった。

　膨圧材ではあんな複雑な建造物の塑そ像ぞうは不可能である。

「未織、毎回思うんだが、これは一体どういう原理なんだ」

『３ＤＣＧによるボトムアップ方式とリアリティキャプチャーにおけるトップダウン方式の組み合わせと他ほか色々。つまり企業秘密♪』

　蓮太郎は地面の砂を掬すくうと、蓮太郎の指の間から熱せられた砂がこぼれていく。

　間違いなく本物だ──いや、少なくとも蓮太郎にはそう感じられる。

『里見ちゃん、痛覚再現度はどうする』

「ＭＡＸで頼む。じゃないと訓練にならない。あと俺おれの使ってるＸＤ拳けん銃じゆうをもう一いつ挺ちようくれ」

　途と端たんに目の前にホロディスプレイのパネルが十枚近くポップアップ。

　生命危機における約やつ款かんで『死んでも責任は取らない』という内容だった。よく読まずにすべて承認ボタンを押してウィンドウを消していく。

　蓮太郎は左手を天に掲かかげる。しばらくして天から降ってきたＸＤ拳銃をキャッチ。

『じゃ、そろそろ始めるで。ウチ里見ちゃんの本気見るの楽しみー』

「それなんだが未織、シミュレータでは左ひだり眼めの解放だけにする。右手と右足に仕込まれた特殊な薬やつ莢きようは補充が利きかないからティナ戦まで温存したい」

　本当の本気はそのうち見せると約束を取り付けて未織をなんとか説き伏せると、蓮太郎は腰から自分のＸＤ拳けん銃じゆうを抜き、二に挺ちよう拳銃で持つ。

　目の前に古い映画を思わせるカウントリーダーが出現し、１０、９、８──と黒丸を囲みながら明めい滅めつしていく。

　胸の前で腕うでを交差させ、静かに目をつぶり呼吸法によりコンセントレーションを高める。

『Mission start !』という合成音声と共に、戦場に吹きすさぶ熱い風の音に混じって、巻き舌っぽい中東の異国語が聞こえ始める。バトルフィールドにテロリスト型のエネミーが配置されたのだろう。
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　蓮れん太た郎ろうは静かに瞳ひとみを見開く。




　──義眼、解放。




　グラフェン・トランジスタ仕様のナノ・コアプロセッサが起動、演算開始。回転する黒目内部に幾何学的な模様が浮かび上がる。

　視野が広がり、色いろ味みが鮮明になる。

　ゆっくり息を吸い、吐いた。

「──戦せん闘とう開始、これより敵を排除する」




「嘘うそ……なんなん、これ…………？」

　別室でモニターに目を通していた司し馬ば未み織おりは驚きよう愕がくに声を失った。

　蓮れん太た郎ろうにあてがったステージ名は『インポッシブル』。

　エネミー数三十からなるターバンを巻いた民兵が配置されている難攻不落のステージで、開始直後からアサルトライフルの十字砲火を食らうので、いままでにこのステージをクリアした人間は一人もいない。

　先日も警察特殊急襲部隊ＳＡＴの精鋭十人が団体戦でこのステージに挑戦して全員仮想死亡デツド判定を食らって叩たたきだされたばかりだ。

　蓮太郎が一人でも敵を道連れに出来れば御おんの字じだと思って、半ば意地悪で放り込んだステージだった。

　だが──

　未織はモニターにくっつくほど顔を寄せる。視線はモニター内のスーツ似の制服を着た少年に釘くぎ付づけだった。




　──里さと見み蓮太郎は鬼き神じんのような強さを発揮していた。




　始まりと同時に砂丘の斜面を猛もう烈れつな勢いで駆け下りた蓮太郎の足あし下もと周辺に爆ばく発はつしたように銃弾による砂柱が立つが、物陰に伏せるでもなくあろうことか敵陣地に突っ込んでいく。

　走りながら二に挺ちよう拳けん銃じゆうで威い嚇かく射撃。

　土ど嚢のうの壁を築いてそこから射撃してくる民兵の銃弾をかいくぐりジャンプすると、飛とび膝ひざ蹴げりで相手の顔がん貌ぼうを叩たたき潰つぶしながら、土嚢の中に飛び込んでいく。昏こん倒とうした民兵を至近距きよ離りから銃殺。殺した民兵から手しゆ榴りゆう弾だんを奪うと歯でピンを抜いて防ト御ー陣チ地カの中に投とう擲てき。爆ばく裂れつ音おんと敵の悲鳴が被かぶさる。

　猛烈なエンジン音に振り返った蓮太郎は咄とつ嗟さに転がって避よけると、たったいま蓮太郎がいた位置を轢れき殺さつせんとうなりを上げてトラックが通過。

　さらにトラックの荷台には重機関銃が設置されている。

　耳を聾ろうする爆音と共に重機関銃が火を噴く。

　重機関銃が蓮太郎を捉とらえ粉砕するより一いつ瞬しゆん速く、蓮太郎は砂に転がりながら伏せ撃ちの姿勢で二発速射。

　一発は荷台の機関銃射手を、一発はトラック運転手の頭部を撃ち抜き絶命させる。コントロールを失ったトラックは横転爆発して火柱を噴き上げる。

　こうしている間にも残存エネミー数が冗談のような速度で減っていく。

「──『二一式黒膂石バラニウム義眼』、それが里見くんの左ひだり眼めに仕込まれている物の正体よ」

　未織が振り返ると、黒髪をかき上げながら靴音を鳴らしてこちらにくる木き更さらがいた。

「木き更さら……あれは、どういうことなん？」

「彼の左ひだり眼めに嵌はまってるのは、超バラニウム合金の外がい殻かく内部にグラフェントランジスタ仕様のＣＰＵを積んでる高性能コンピュータなの。未み織おり、あなた一日の体感時間が人それぞれ違うって言ったら信じる？」

「え？」

「子供の頃ころは一日が長く感じて、老人になると一日があっという間に過ぎるっていう話、聞いたことない？　たとえば子供の頃は一分間に脳で百回物事を考えることが出来ると仮定して、老人になると当然脳の機能は衰おとろえるから一分間に十回しか物事を考えられなくなるとする。するとどう？　子供の方が老人よりも一日が十倍長く感じられるとは思わない？　時間はね、個人個人によって伸びたり縮んだりするのよ。里さと見みくんの義眼は、各種センサーの他ほかにも脳の思考回数を何千倍にも増幅オーバークロツクする増倍マルチプライヤー機能が搭とう載さいされているから、里見くんの見ている世界は、とてもゆっくり時間が流れて見えるらしいの。だから里見くんには相手の弾たまが当たらない」

「で、でも、体の動きまで速くなるわけと、ちゃうんやろ？」

「勿もち論ろんそうよ。でも里見くん曰いわく『銃弾が発射されたあとだと駄目だけど、相手がトリガーを引ききるまでに弾道を予測して回避位置を見いだすことはそれほど難しいことじゃない』らしいわ」

「そんなこと出来るわけ……」

「出来るのよ。それこそが『新人類創造計画』の最高責任者にして神しん医い・室むろ戸と菫すみれに『最高傑けつ作さく』と言わしめた里見蓮れん太た郎ろうの本当の力なの」

　腕うで組ぐみしてモニターを見る木更は、だが誇るでもなく悲しそうな瞳ひとみで蓮太郎を見て呟つぶやく。

「延えん珠じゆちゃんには隠してるけど、里見くんね、力を解放していないときは右眼しか見えていないの。右眼の動きを義眼の左眼が追跡して動くから、誰だれも見えてないって気付かないけどね」

「…………」

　未織は言葉もなくモニター内の兵士を見み遣やった。

「でも悪いことだけじゃないのよ。里見くんの義ぎ肢しは、任意にカットオフできるカーボンナノチューブ製の痛覚神経も通ってるからほとんど普通の人と──」

「──ちょい待ち木更。敵があと一体になったで」

　今度は木更が小首をかしげた。

「クリア目前じゃない。なにを心配する必要があるのよ」

　未織は木更の方に首を傾けながらゆっくりと言葉を切って言った。

「最後の一人は、狙そ撃げき兵へいや」




　蓮太郎は死し屍し累るい々るいになった敵陣地の真ん中に立ち尽くしていた。

　あたりは肌をあぶる火か焔えんと硝しよう煙えんのにおいがたちこめている。

　あまりの暑さに肩で息をしながらネクタイをむしり取る。体中汗でびっしょりで、いつの間にかＸＤ拳けん銃じゆうは片方どこかに行ってしまっている。

　すでに敵の姿はどこにもない。

　もうクリアしたのだろうかと訝いぶかった時、肩口をなにかが擦さつ過か。撃たれたと思った時には膝ひざをつき傷口を手で押さえていた。

　ＶＲ訓練室入室前に皮膚に張り付けた超ちよう薄うす型がたショックパドルが銃弾が被弾したときの熱と痛みを再現。掠かすっただけなのに斬きりつけられたかの如ごとき激痛に歯を食いしばる。

　振り返り砂丘の向こうを睨にらむ。

「狙そ撃げき兵へいか！」

　義眼内部に仕込まれた距離計レンジフアインダーが敵を捕ほ捉そく。

　距きよ離りは──二百二十メートル。遠過ぎて肉眼では敵が視認できない上に、熱せられた大気のせいでゆらゆらと視界が揺れる。射撃条件としては最悪。

　ここは砂丘の影に身を潜ひそめながら間まを詰めるのが定じよう石せきだろう。

　だが蓮れん太た郎ろうはそうせず、敵に向き直ると肩幅に足を開き、標的から見て斜めに銃を構える。

　脳裏にティナの声が再生される。

『私の人生は〝痛い〟だけです。だからいま、久しぶりに、楽しい気分です』

　蓮太郎はゆっくりとトリガーを絞り、発砲。

　目標遥はるか横を通り過ぎる。

　もう一発。今度は下過ぎる。

　耳元を恐ろしい速度で銃弾が擦過し、足が震ふるえる。

　敵が撃ち返してきたのだ。

　もどかしい焦しよう燥そうと恐怖に板いた挟ばさみになりながら、息を吸い、震ふるえながら吐く。

　目を閉じ、自分の心しん音おんに耳を澄すませる。

　生命あるものはいずれは滅ほろび行き死に至り、再生循環を繰り返す。

　天の理ことわりと万ばん物ぶつの調和を保つ条理に心を致し、同化させ、自分を研とぎ澄ませる。

　脳裏を光こう芒ぼう一いつ閃せん。

　カッと瞳ひとみを見開いた。

　──そこッ！

　トリガーを引き、発砲。反動で腕うでが蹴けり上げられ、真しん鍮ちゆう色いろの空から薬やつ莢きようが回転しながら吐き出される。

　弾丸は敵狙撃兵の持つドラグノフ狙撃銃の右上を擦過し、狙撃兵の左ひだり眼がん窩かから侵入。

　頭ず蓋がいを砕き、侵入した弾丸の通り道は束つかの間ま真空状態化、次の瞬しゆん間かん人体組織がギュッと圧縮し、脳のう髄ずいを損そん壊かいせしめる。

　蓮太郎の腕の延長系と化した銃弾は、蓮太郎に余さず仮想敵の死を伝える。

『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』を取りながら静かに残心。




　────里さと見み蓮れん太た郎ろう『人銃一体の境地』開かい眼がん。




　ファンファーレの音と共に『Mission Complete』という空中文字、流りゆう暢ちような女性の合成音声が流れる。

　気付けば、元の白い部屋に戻っていた。

　あたりに散らばったネクタイともう一いつ挺ちようのＸＤ拳けん銃じゆう、空から薬やつ莢きようだけがさきほどの戦いが夢でないことを物語っている。

『里見ちゃん凄すごい！　二二〇〇％！』

　未み織おりが興奮混じりに絶叫してヘッドセットがハウリング。耳を押さえながら悲鳴をあげる。

「うるせーな！　なんだよ二二〇〇％って」

『里見ちゃん前にも三回このシミュレータ使っとるやん。その時の里見ちゃんの戦せん闘とう能力の平均値を一〇〇％とした時の今回の戦闘力』

　なるほど、と蓮太郎が独ひとりごちる。つまり義眼解放状態の蓮太郎だと、普段と比べて二十二倍ほどの強さがあるということらしい。

『里見ちゃん、腕うでと足を解放したらどんくらい強つよなるの？』

「ざっといまの三倍」

『六六〇〇％！　さ、里見ちゃん、ウチのこと抱いて！』

　蓮太郎はブッと噴きだす。

『ちょっと未織、アンタなに言ってるのよ！　里見くんは私の物なの！　私しか眼中にないの！』

　どうやら、向こうに木き更さらもいるらしい。

『未織、アンタは知らないでしょうけど、里見くんは私に獣けもののように襲おそいかかってきて散々いやらしいことしてきたのよ。私の身体からだで里見くんは満足してるの！』

　散々いやらしいことをしたのは、延えん珠じゆではなかったか。

　そこではたと気付く。

「なあ未織、延珠もこのシミュレータを使ったことがあったよな？　延珠は俺おれと比べてどれくらいの数値なんだ」

　なぜか未織は『それは……』と歯切れ悪く言い淀よどむ。やがてためらいがちに『八六〇〇％』と呟つぶやいた。

　蓮太郎は大きく息を吐く。まあそんなもんだろう。

　延珠はイニシエーターとしては破格の強さを誇っている。

　だが、逆説的に思えるかもしれないが、蓮太郎は延珠に勝てないとは思っていない。

　自分には武術家の端はしくれとして、延珠にはない経験と勘がある。

　もしかしたら延えん珠じゆは、蓮れん太た郎ろうの火薬炸さく裂れつ式の義ぎ肢しを空から振ぶりさせれば勝てると思っているかもしれないが、もしそういう甘っちょろい考えでいるならば、かえって与くみしやすい。

「じゃあ延珠を倒したティナの予測数値は？」

『その敵の特性が狙そ撃げき兵へいだったんなら、常識的に考えて延珠ちゃんとの相性は最悪だったはずなんよ。それでも勝ったっちゅうことは、延珠ちゃんの一．五倍以上は見ておいた方がええ』

「一二九〇〇％オーバー！」

　最も早はや常識の埒らち外がいの数値である。

　決して楽観視していたわけではないが、これは……。

『里さと見みちゃん、ウチがありったけの装備を提供したる。その上でさらに里見ちゃんの弱点はシミュレータで一個一個潰つぶしていこ』

　答えるまで、しばらく時間がかかった。

「わかった」

　どちらにせよ、やるしかないのだ。逃げるなどという選択肢は、とうに放棄したのだから。

『さあ、ここからが対スナイパー用のプログラムやで』

　その時、再び世界が変転する。




『シチュエーション２　ステージ名〝キルハウス〟、起動します──』
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　ハッとしてベッドから跳ね起きる。

　食べ散らかしたジャンクフードの袋と、惣そう菜ざいの発泡トレイがティナの視界に写る。

　首を巡らせると、自室の仮住まいに、青白い月光が窓から差し込んでいた。

　水道の蛇じや口ぐちから水滴がしたたり、ピチャンと音を立てて茶ちや碗わんの中に落ち、壁掛け時計が秒針を刻む音が徐々に大きく耳に迫ってくる。時刻は午前の三時だった。

　汗で下着がぐっしょりと濡ぬれており、目ま蓋ぶたの裏がズキズキして首を振りながらこめかみに手を当てる。

　ティナが起きるのを見計らったかの如ごとく、傍かたわらに転がった携帯電話が鳴る。

「私です」

『何をしていた。何度もコールしたのだぞ』

「すみませんマスター……少し仮眠を取っていました」

『第三回の警けい護ご計画書が流れてきた。いまからそちらの端末に送る』

　ティナの端Ｐ末Ｄ機Ａに警護計画書が流れてくる。

　ホロディスプレイモードに切り替えて空中に画像を投影し、ざっと目を通す。

　ティナは眉まゆをひそめた。

　──これは……？

『愚おろかな連中だ……一体何度同じミスを繰り返す事やら。まあ我らとしては期せずして三回目の暗殺の機会を得たわけだ』

「しかしマスター……これはおかしくはありませんか？」

『なにがだ？』

「なぜこんな遠回りな護ご送そうルートを使うのでしょうか？　それにこのルート、まるであつらえたように一カ所絶好の狙そ撃げきポイントがあります」

　ティナは言葉にださず、しかも、と付け加える。この狙撃ポイントは、お互いの正体が露ろ見けんする前、蓮れん太た郎ろうと一度だけ足を運んだ外がい周しゆう区くの第三十九区だ。わずかなれど、ティナには土と地ち勘かんさえある。

『……つまり、お前はなにが言いたいのだ？』

「罠わなではないかと」

　ランドが電話の向こうで黙もつ考こうする。

『まだ聖せい居きよの内通者が露ろ見けんした形跡はない』

「マスター、嫌いやな予感がします。今回ばかりは様子を見た方がいいかと」

『ならぬ！　二度も絶好の機会をフイにして、我らが依頼主はご立りつ腹ぷくだ。失敗は許されぬのだ！』

　そこで何かを思い出したのか、そこで彼女の主あるじは声を落として問う。

『おい……ティナ──ティナ・スプラウトよ』

「はい」

『……私が殺せと命じた警官と、あのイニシエーターが生きているという情報が入った』

　不意に、居心地の悪い沈ちん黙もくが降りる。

「とどめを刺したと思ったのですが」

　ティナは、少し大おお袈げ裟さに驚おどろいて見せる。すぐにやり過ぎたかもしれないと自戒した。

『……ティナよ、私の可愛かわいい作品。貴き様さま、よもや私の命令に背いてはおらぬよな？』

「勿もち論ろんです、マスター」

　彼女の主は不気味に押し黙だまる。ティナは気付かれないように掌てのひらにかいた汗をスカートで拭ぬぐう。

『ティナよ。お前の主は誰だれだ？　私に聞かせておくれ』

「あなたです、マスター……いえ、プロフェッサー・ランド」

『お前は誰のおかげで生かされている？』

「すべてあなたのおかげです、プロフェッサー・ランド」

『お前はなんだ？』

「あなたの道具です。プロフェッサー・ランド」

『…………まあいい。やることに変わりはない。だがわかっていると思うが、失敗は許されんぞ』

「もし罠わなだった場合は？」

『自力で突破せよ。それくらいの力はお前にはあるはずだ。だが万が一、敗北するような事態になったら──』

　ランドはふむ、呟つぶやくと言葉を切って言葉を続ける。

『死ね』

　ティナはスカートの裾すそを両手でぎゅっと握った。

『自害せよ』

　ティナは呼吸を落ち着けて心臓に手を当て、そのまま目を閉じる。

「了解しました、マスター」

　それだけ聞くと、ランドは挨あい拶さつもなしに通話を切った。

　ティナは首を巡らせてアパート内部を眺める。もうここも引き払わなければ。

　ティナはベッドの傍かたわらにあるポリタンクの蓋ふたを開けると、中身のガソリンを部屋の中にすべてぶちまける。

　頭が痛くなるガソリンの気化臭の中、ティナは扉まで下がり、ライターをこすると中に放る。

　炎えん蛇じやが伸び上がり部屋の中央まで行くと、部屋中を紅ぐ蓮れんの炎が包んだ。

　火災報知器が作動したのを確認してからアパートを離り脱だつする。

　すぐに消防車が現れ、野や次じ馬うまが詰めかけ喚かん声せいを上げ始める。

　ティナは少し離はなれたところから、夜や天てんに火ひ柱ばしらを噴き上げ、燃えるアパートを眺めた。

　柱が燃え落ちると、大量の火ひの粉こを巻き上げながらアパートが倒とう壊かいしていく。

　ランドも科学者とはいえ、いまはさらに上の人間から命令される立場の人間なのだ。彼に不満を訴えたところで彼が意見を翻ひるがえすことなどあり得ない。

　ならばティナは与えられた命令を履り行こうするだけ。

　それに、警けい護ご計画書が罠だとして、それがなんなのか？

　自分のイニシエーターとしての戦績はいまのところ百戦不敗。誰だれも自分に届かない。

　だが、黒服の少年と矛ほこを交えたとき、かつてティナは思ったのだ。自分を倒すことが出来る存在がいるとしたら、もしかしたら、と──

　彼の顔を思い浮かべるだに、愛いとおしさに胸が潰つぶれそうになる。

　肌に当たる熱ねつ波ぱは火傷やけどしそうなほどだというのに、ティナは自分の体をかき抱いだき、寒さに震ふるえ俯うつむいた。

「お願い、来ないで……蓮れん太た郎ろうさん……ッ」
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　決戦の夜になった。

　シンと静まりかえった夜の病室で、蓮れん太た郎ろうはじっとベッドで眠る延えん珠じゆを見る。

　延珠は昨日と変わることなく健すこやかな寝息を立てており、その寝顔は穏おだやかだった。

　結局、予想より早く麻酔が切れて彼女が目を覚ますのでは、という淡い期待は叶かなわなかった。

　彼女がティナとどのように戦い、どのように敗北したのかはもはや想像する他ほかないが、あの弾だん痕こんだらけの現場で、延珠が対戦車ライフル弾を一発腹にもらったことは間違いないだろう。

　さぞや怖かっただろう、恐ろしかっただろう。

　蓮太郎は窓の外の輝かがやく満月を見て、延珠の頭を撫なでる。

　──延珠、もしお前に意識があったら、やっぱり先生と同じように反対するんだろうか？

　だが、と視線を上げ立ち上がる。

　ティナ・スプラウトはこの狂った世界の被害者だ。世界の歪ゆがみを正す力が自分にあるなら、それは自分の命をかけるに値あたいすると思うんだ、延珠。

　蓮太郎は眠る延珠の頭にそっと手を置いた。

　そのまま病院を去ると、終電の列車に乗り外がい周しゆう区くに向かった。

　蓮太郎が降りたのは第三十九区。

　ティナとは一度、ここを訪れていた。

　お互いが不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵だなどとは、夢にも思わずに。

　駅から離はなれるにつれて、周囲から音が消えていき、蓮太郎の靴音や呼吸音が罪深いほど大きく聞こえる。

　気温は暑くもなく寒くもない。風は強いが、あの狙そ撃げき手しゆにとってこれくらいハンデにもならないだろうと思いながら歩ほを進める。

　街灯がないせいか目が慣れるまで少し時間がかかったが、やがて視界に死に絶えた外周区の廃はい墟きよが浮かび上がってくる。

　舗ほ装そう路ろを割って伸びてきたツルが絡からんでいる建物、火災で全焼している建物。火災はガストレアの仕し業わざではない。都市部などは、人間がいなくなったあと集める者のいない枯れ枝や落ち葉が堆たい積せきし、それに雷が落ちれば、容易に大火災に発展するのだ。

　人工的な環境は人間が手を入れないと容易に崩ほう壊かいしていく。

　錆さびだらけになった自動車は玉突きになっていたり、乗り捨てていったものがそこかしこに見られた。自動車や携帯電話の中には白金やパラジウム、金などの稀少金属が微量ながら含まれているので、『都市の鉱脈』とも呼ばれ、外周区のマンホールチルドレンの貴重な財源になっている。

　三十九区の都市中心部に足を踏み入れた頃ころ、不意に蓮れん太た郎ろうの携帯電話が震ふるえる。

　あっちがこちらを見つけてくれるまで外がい周しゆう区く中を歩き回るつもりだったが、案に相違して、かなり早い。

　当然、電話の主が誰だれなのか迷うことはなかった。

『やはりここはスカでしたか。一杯食わされましたね』

　蓮太郎は携帯電話を耳に当てながら周囲を見渡すが、ティナの姿は見えない。

　だがおそらく、あの幼き狙そ撃げき兵へいからはこちらの姿が見えているのだろう。蓮太郎は正面に屹きつ立りつする廃ビル群に視線を据える。

『あなたはこれで狙撃を防いだつもりですか？　非公式会談が行われている場所は掴つかんでいます。いまからならまだ、聖せい天てん子しが会談場所から出たところを狙ねらえます』

「俺おれの依頼はそれをさせないことだ」

「私の依頼は聖天子を殺すことです」

「どうしてだティナッ、なぜ人を殺すッ？」

　ティナがわずかに言い淀よどむ。

『もう、私はこうすること以外、自分の存在理由を証明できない』

「悲しいな、ティナ。お前、悲しいよ。お前、それでいいのかよ？」

『…………』

「俺が戦わなきゃ、お前が聖天子様を殺しに行くっていうなら──行かせられねぇよッ！　あのお姫様の両肩には、この国の未来がかかってるんだ。アイツを殺したいなら俺を殺してからいけ！」

　蓮太郎は制服の右みぎ腕うでと右足の裾すそを捲まくり、腕をピンと伸ばす。

　わずかな痛みのあとみしりと音がして右腕と右足に亀き裂れつが走り、人工皮膚が反そり返りながら剥はく落らく。月の光を反射するブラッククロームの義ぎ肢しが現れる。

『わかりません。剣士・天てん童どう木き更さらの敗北。エース・藍あい原はら延えん珠じゆの敗北。残るはあなた一人です。あなたに私は倒せない』

「やってみなけりゃ、わかんねぇだろ……ッ」

　同時に義眼の解放。左眼に仕込まれた義眼内部が回転、黒目内部に幾何学的な模様が浮かび上がる。

　鼻の奥がつんとして、身体からだが熱い。力を解放し終えると蓮太郎は腰を落とし静かに構える。天童式戦せん闘とう術じゆつ『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』天地は永久無限の存在であることを意味する攻防一体の型。

「さあ決着をつけようぜ、ティナッ！」

　構えを取ったまま闇を見据える。

　蓮太郎は息苦しいまでに殺気に襲おそわれ、歯を食いしばりブーツの裏でしっかりと土をにじる。

　敵は思考駆動型インターフェイス『シェンフィールド』のビットを用いてこちらを偵てい察さつしてくる。ビットに捕ほ捉そくされた瞬しゆん間かん、正確無比な狙そ撃げき弾だんが飛んでくると見て間違いない。

　決戦の舞台は廃ビルが立ち並んだ一画だ。三十九区の中でも都市部にあたり、当然すべて廃はい墟きよなので暴れても周囲に被害が及ばない。

　蓮れん太た郎ろうは、ありったけの秘策を未み織おりに授けてもらってきた。だがティナも丸腰で来たわけではあるまい。

　五感を研とぎ澄すまし、個を滅めつし自然と一体化。

　ヒュウヒュウと風が首筋から頬ほおにかけて撫なでていく。蓮太郎はみじろぎもせず触覚と聴ちよう覚かくに全神経を集中させる。

　チカッと一瞬、遠くの摩ま天てん楼ろう屋上が光る。かすかに大気が振動し、大気を切り裂いて飛ひ翔しようする弾丸をレーダーのように敏感になった肌が捕捉。

　──来たッ！

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型三番────ッ」

　パアンという炸さく裂れつ音おんが響ひびき、蓮太郎の右みぎ腕わん部ぶ・疑似尺しやつ骨こつ神経に沿うように伸びたエキストラクターが黄金色の空から薬やつ莢きようを掴つかむと、回転しながら排出イジエクト。

「────『轆ろく轤ろ鹿か伏ぶ鬼と』ッ」

　カートリッジ推進力で加速された蓮太郎の拳けん打だがティナの放った神しん速そくの対戦車狙撃弾を捉とらえる。炸裂音に似たインパクト音が廃墟中に響き渡り、衝撃波が周囲の小石を吹き飛ばす。

　ねじりながら繰り出された拳は、正面から激突した狙撃弾を残らず砕き破は壊かいする。──九ミリ拳けん銃じゆう弾だんの三十倍以上もの破壊力運動エネルギーを持つタングステン・カーバイド被甲の五〇口径徹てつ甲こう弾だんを粉砕せしめたのだ。

　本来聞こえるはずがないが、蓮太郎は確かにティナが驚きよう愕がくに息を飲む音を聞いた。

　蓮太郎は左眼のレンジファインダーを作動。射撃方向から射手の位置を割り出す。

　ティナまでの距きよ離り──正面一．五キロ。信じがたい超遠距離狙撃だ。

　素早くポケットからスマートフォンを取り出し画面を睨にらむ。蓮太郎のスマートフォンには小さなゴルフボール状のアタッチメントが取り付けられていた。

　司し馬ば重工が巨費を投じて開発した狙撃兵探知アプリケーションに超小型サウンドセンサーを取り付けたものである。

　画面には蓮太郎の予想を裏書きするように、カーソルが真っ正面からの狙撃弾到来を告げている。間違いない。

　蓮太郎はおもむろに両手を地面に付き尻しりを上げ、短距離走者スプリンターのスタートダッシュの如ごとく構えると、視線を上げ轟ごう然ぜんとそびえ立つ摩ま天てん楼ろうを睨にらみ据える。

　目標一．五キロ先──撃発フアイアッ。

　次の瞬しゆん間かん脚部カートリッジ底部を疑似伏在神経内部のストライカーが叩たたき、炸裂。空薬莢をイジェクト。脚部可動型スラスターが火を噴き、吹き飛ばされるような加速感と共に前方を疾はしる。

　直後、蓮れん太た郎ろうが居た位置を神しん速そくの狙そ撃げき弾だんが抉えぐるが気にしていられない。

　目も開けていられないほどの向かい風の中、眼前に恐ろしい勢いで迫る巨岩や自動車をあわやというところで回避し、石垣の破れ目に突っ込むと、後方に旋せん風ぷうを巻き起こしながら廃はい墟きよを突っ走る。

　摩ま天てん楼ろうがぐんぐん視界に大きくなっていく。

　ビルの向こうがチカッと微かに光り、三発目が放たれたのを悟るや、さらにもう一発脚部から撃発し再加速リ・ブースト。直後に甲かん高だかい擦さつ過か音おんと共に背後を狙撃弾が抉る。

　蓮太郎は身体からだがバラバラになりそうな激痛を感じながらも驚きよう愕がくしていた。蓮太郎の脚部スラスター使用時のトップスピードは時速百五十キロにも及ぶゆえ、視認すらままならないはずだ。

　ティナはそれを捕ほ捉そくした上でさらにこちらの予測移動位置を割り出して見リ越ーしドをつけて撃ってきているのだ。

　蓮太郎、ティナ、双方共に人じん外がいの領域の魔ま技ぎ。

　すでにティナとの彼ひ我がの距きよ離りは六百メートルを切っていた。

　蓮太郎はさらに三回カートリッジを炸さく裂れつさせ猛もう烈れつな勢いで摩天楼に疾しつ駆くするが、ばくばくと拍動する心臓は近づくに連れ別種の不安を想起させる。

　一キロ先から狙撃弾を放った場合、銃口炎光が見えた約一秒前後に超音速弾音が襲おそってくるのをいままで何度となく味わった狙撃で身をもって知っていた。

　いままでは光が見えてから回避行動に移っていたが、近づけば近づくほど銃口炎が見えてから銃弾が飛来するまでの間隔は短くなるはずだ。

　もはやこの距離はティナにとって必中の間合いではあるまいか──

　その時摩天楼屋上で再度オレンジ色の銃口炎マズルフラツシユが明めい滅めつしてハッとする。

　しまったと思ったときには高い音がして蓮太郎の超バラニウム製の右みぎ腕うでに命中。超加速していた状態で体勢を崩くずし視界がぐるんと一回転、悪お寒かんが走る。

　──壁に叩たたきつけられる。圧死？　駄目だ、体勢を立て直せ。

　脚部スラスターの位置を真横に変えると撃発。

　歯を食いしばりながら慣性力を無理矢理ねじ曲げ、腕を頭の前で交差させると近くのビルのエントランスめがけて頭から突っ込む。

　けたたましい音と共にガラスを粉砕しながらエントランスの床を何回も転がるが、無理矢理立ち上がる。

　三さん半はん規き管かんのダメージで平へい衡こう感覚を失い、まるでグロッキー状態のボクサーのように足が踊る。

　身体の節ふし々ぶしが痛い上に口の中に血が広がる。どこか切れたらしい。

　荒い息を落ち着けて周囲を見渡す余裕が出来るまで随ずい分ぶんと時間が掛かった。

　首を傾けるとビルの天井までは吹き抜けになっており、廃墟化しているとはいえ、そこそこ綺き麗れいに見える。おそらく、ガストレア戦争前は最先端のインテリジェントビルだったのだろう。ティナが狙そ撃げきしている摩ま天てん楼ろうほどではないが高さもかなりのものだ。

　ここでじっとしているわけにはいかない。彼女には『シェンフィールド』がある。

　蓮れん太た郎ろうは朽くちた大理石の受付台の中に静かに体を潜もぐり込ませると、ほどなくして音もなくこぶし大の球形物がエントランスをくぐってくる。

　見間違えようもない、ティナの操作するビットだ。実際見るのは初めてだが、あんなものがいままで蓮太郎の回りを監視していたのか。飛ひ翔しよう音おんもほとんどせず、恐ろしく隠おん密みつ性が高い。

　ビットは生物めいた挙動で不思議そうに辺あたりを浮遊しながらレーザー照射で周囲の地形を探査していく。ビットは徐々にこちらに近づいてくる。

　蓮太郎は音を立てないように慎重に拳けん銃じゆうをホルスターから抜くと、グリップセイフティを握り込み発砲可能にする。

　暴れる心臓を抑え、目を閉じ大きく息を吸う。

　受付から飛びだしざまビットに照準、弾はじかれたようにビットがこちらを見る。

　蓮太郎は発砲、狙ねらい過あやまたずビットのカメラアイを貫き、ビットは束つかの間ま狂ったように飛び回る。やがてスパークをまき散らしながら床面に叩たたきつけられ、わずかな断だん末まつ魔まの挙動のあと電源が落ち完全に沈ちん黙もく。

　蓮太郎は油断なく銃を構えたままビットの元に行き、足で小こ突づくが反応なし。

　いいぞ、と蓮太郎は内心ほくそ笑んだ。

　このビットは言わばティナの『目』だ。ティナがニューロチップで遠隔操作する三つのビットすべてを潰つぶせば、事実上正確無比な狙そ撃げき弾だんをシャットダウンできる。

　受付台に潜ひそみながら残り二台も同じ要領で迎撃すれば──

　その時懐ふところが震ふるえ、電話を取りだす。送信者が司し馬ば未み織おりなのを確認して唖あ然ぜんとした。

　なにを考えているんだ、いまが戦せん闘とう中なのは百も承知のはずだ。

　いや、と考え直す。きっといまだからこそ伝えておかなければことがあるのかと思い、通話ボタンを押す。

『里さと見みちゃん生きとるッ？　機関銃の解析結果がでたのよ！』

　なんのことだと眉まゆをひそめて、すぐに延えん珠じゆがやられた時に現場から回収された重機関銃の残ざん骸がいのことだと気付く。延珠は四方向から同時に銃撃されていたと多た田だ島しま警部が言っていたはずだ。一つはティナの狙撃だとわかる。だが残り三つは──

「やっぱりティナには協力者がいるのか？」

『ちゃう！　回収された機関銃に取り付けられていたのは遠隔操作モジュール。つまりね──』

　ブウウン、と微かすかな機械の動作音がして、蓮太郎は電話を耳に当てたまま顔を上げると、そこでこちらを見下ろすビットと目が合い、凍り付いた。

　──二つめ？　いつの間に？

　蓮れん太た郎ろうは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「──マズイ未み織おり……捕ほ捉そくされた」

『里さと見みちゃん避よけえええええええええぇぇぇッ！』

　未織の絶叫に我に返り反射的に右斜め前方に飛とび退のく。

　直後に起こったことは常識の埒らち外がいの事態だった。

　銃撃音が四方八方から超高速で駆け抜け、あたりに砕けた壁の破片が飛び散る。

　弾はじかれたように銃口をビットに向けるが、ビットはすでに消えていた。

　荒い呼吸を落ち着ける。なんだいまのは？

　咄とつ嗟さにスマートフォンのスナイパー探知システムを見るが、カーソルは困惑したように六つのデタラメな方向を指している。否いな、本当にこれはデタラメなのか？

『いま司し馬ば重工の衛えい星せいで確認したッ。里見ちゃんを取り囲んで五カ所にバレット社の対戦車ライフルが設置されとる！』

　おそらく衛星とは、ギガピクセル単位の夜間撮さつ像ぞう能力を持つ司馬重工所有の人工衛星だ。

　五カ所に配置された対戦車ライフル、遠隔操作装置、『シェンフィールド』──

　──もう、ここまで言われれば、蓮太郎にもわかった。

　ティナはＢＭＩで『シェンフィールド』のみならず、五カ所に配置された対戦車ライフルまでも遠隔操作している。

　蓮太郎は急激に寒気を感じ二にの腕うでを擦こする。そんな馬ば鹿かな。

　弾道狙そ撃げきとは、敵の移動方向に当たりをつけ腕の震ふるえをコントロールし風を読んだ達人だけが成し得る境地ではなかったのか？　決して機械には真ま似ねできない人間の聖域ではなかったのか？

　なぜいままで使わなかった？　決まっている。蓮太郎を包囲網まで誘い込むためだ。

　いまビットに捕捉されたが最後、五方向プラス、ティナの計六方向から、恐ろしい貫通力を誇る五〇口径対戦車徹てつ甲こう弾だんが飛んでくる。

　十年間放置され老ろう朽きゆう化かしているとはいえ、たったいまティナの狙撃弾はビルの外壁すら貫通して蓮太郎に殺到した。

　蓮太郎の脳裏にはクモの巣に絡からめ取られてじたばたともがく自分の姿が幻視された。

　絶望に首をゆるく振る。

　これだ。これに藍あい原はら延えん珠じゆはやられたんだ。

　自分はティナの狙撃弾をかいくぐって接近したと思っていたが、とんでもない。逆だ、ティナにまんまと誘導されたのだ。

　ティナ・スプラウト──神しん算さん鬼き謀ぼうの狙撃兵。

　いま弾丸をかわせたのは奇跡でしかない。もしもう一度あれが来たら──

　蓮れん太た郎ろうは絶望に目の前がまっ暗になりかけ、慌あわてて首を振る。

　──考えろ里さと見み蓮太郎。いま思考を放棄したら今度こそ殺されるぞ！

　とりあえずここにとどまっていたら駄目だ。この場所はもうビットに見つかっている。

　だからといっていま見通しの良いビルの外に出るのは自殺行為だ。ビットに捕ほ捉そくされたが最後、あっという間に蜂はちの巣すにされる。

　蓮太郎は首を傾け、天井まで届く吹き抜けを見る。

　このビルを、上る他ほかない。

　そして侵入してきたビットをすべて位置座標を入力される前に迎撃するのだ。

　ビットは黒かった。おそらく材質はバラニウム。固すぎて外がい殻かくに当たったのでは、銃弾が弾はじかれて致命打にならない。各種センサーを搭とう載さいしたカメラアイの部分を狙ねらい撃うつ他ないだろう。

　さきほどは成功したが、そう何度も移動標的に対してそんな超精密射撃が自分に出来るのか──いや、やるしかないのだ。

　蓮太郎は受付から飛び出すと階段を駆け上がる。

　つづらに折れた階段を上りながら一階ずつ身を隠すのに最適なフロアを探す。

　二階から二十階まではほとんど隠れられる場所はなかった。使えそうなものはとっくに盗難にあっており、ほとんどがらんどうだ。

　二十四階のフロアを覗のぞいた時、ここだ、と思った。

　二十四階は典型的なオフィス階だった。運び出すのに難なん儀ぎしたのか什じゆう器き類はさすがに盗難に遭あっていない。

　錆さびたスチール机が迷路の如ごとく放置され、割れた天井から配線が垂れ下がり、破は砕さいした窓から吹き込んだ砂さ塵じんが足あし下もとに薄うすく堆たい積せきしているが、幸いにも身を隠す場所には事欠かない。

　蓮太郎は足音を立てないようにしながら、壁のくぼみに体を収める。

　机の下やロッカーの中もあったが、こういった隠れやすい場所はかえって真っ先に調べられるのではないかと思ったのだ。

　蓮太郎は息を殺し壁にぴったりと背をつけながらも、際限ない妄もう想そうに駆かられていた。

　本当に隠れ場所は二十四階で良かったのだろうか。もっと上の階に行けば、身を潜ひそめるのに有利な構造物があったかもしれない。自分は二十四階を選ぶことで、その可能性を放棄してしまったのではないか。

　不安の芽はやがて巨大に成長し、息が出来ないほど、その考えが間違いないような気がして迫ってくる。いますぐここを移動せねばと思った時、聞き取れるか聞き取れないかの機械動作音がする。普段の蓮太郎なら絶対に聞き逃していただろう。

　蓮太郎はくぼみからそっと顔を覗のぞかせて慌てて顔を引っ込めた。

　割れた窓の隙すき間まからビットが侵入してきたのだ。蓮太郎は暴れる心臓を押さえつけながら再度室内の様子を覗いた。

　ビットは慎重に浮遊しながら机の下やロッカーの中をスキャンしていく。やはり、あそこに隠れていたら一巻の終わりだった。自分の考えは間違っていなかったのだ。

　ＸＤを構えながら飛び出すタイミングを窺うかがっていると、不意に予想外の方向からもう一方のビットがくぼみの前を横切っていき、三度驚きよう愕がくしながら壁の中に身を隠す。

　蓮れん太た郎ろうが上ってきた階段から、もう一方のビットが挟きよう撃げきしてきていた。

　ビットたちは囁ささやき合うように交信している。どうだ、そっちにはいたか、とでも囁いているようだった。

　蓮太郎は掌てのひらの汗をズボンで拭ぬぐうと、大きく深呼吸。

　イチかバチか飛び出し様ざまに連続で銃撃。

　左側にいたビットは何が起こったのか理解する間もなくカメラアイを四〇口径が破は壊かい。だが右側にいたビットは外がい殻かくに当たって弾はじかれる。

　ぐらりと体勢を崩くずすが、すぐに立ち直りカメラアイがこちらを捉とらえる。

　痛恨のミスに歯は噛がみする間もなく力の限り前方に跳ぶ。

　次の瞬しゆん間かん再び銃弾の暴風が吹き荒れる。脇わき腹ばらを掠かすめる熱い銃弾に顔をしかめながら、逃すまいとビットを捉え床に転がりながら発砲。ゴシャっという破は砕さい音おんを立てながら壁に叩たたきつけられる。

　──『シェンフィールド』沈ちん黙もく。

　耳が痛いほどの静寂が、廃はい墟きよに帰ってきた。

　硝しよう煙えんのにおいを嗅かぎながら蓮太郎は右脇腹を押さえ立ち上がる。

　ぬるりとした気持ち悪い手て応ごたえを感じ右みぎ掌てのひらを見ると赤黒い血液がべっとりと付着していた。クソッ。

　命があっただけ拾いものだが、欲を言えばティナとの最終決戦までは動きに支障が出るレベルのダメージは避けたかった。

　蓮太郎は痛モみル止ヒめネの小型注射器を腹に突き刺す。

　魔ま人じん・蛭ひる子こ影かげ胤たねとの戦いに使った傷の再生を促すＡＧＶ試験薬は、今回は持っていない。あれは二〇％という超高確率で使用者をガストレア化するという副作用があるので、もらった薬すべてを使ってしまったと言ったときに菫すみれに大目玉を食らったのだ。それに、今回は菫と喧けん嘩か別れのような格好になっているのでどのみち薬はアテにはできなかったのだが。

　これからどうすればと思ったが、気がつくと、なぜか蓮太郎は上り階段に足をかけていた。なぜ、と思ったがいまは策がない以上、自分の直感を信じることにする。

　屋上の鉄てつ扉ぴに辿たどり着く頃ころには、ようやく自分が何をしようとしているのか理解する。

　まず壁に背をつけながら扉をそっと開け放す。

　狙そ撃げき弾だんが襲ってこないことを確認してから、視界の向こうに屹きつ立りつする摩ま天てん楼ろうを見る。

　やはり狙撃してくる気配はない。ビットの全損で一時的にこちらの位置をロストしているのかもしれない。好都合だ。

　扉をくぐり強烈なビル風になぶられる髪を押さえながら、蓮れん太た郎ろうは腰元まである落下防止柵さくまで行き、下を覗のぞき込む。

　地面までは目眩めまいがするほど遠く、奈な落らくの底のように大きく口を開けていた。正面、遥はるか遠く、ティナがいる摩ま天てん楼ろうまでは優ゆうに二百メートルはあるだろう。

　冷ひや汗あせが頬ほおを伝う。本気でやる気なのか。正気の沙さ汰たではない。

　だが、もう覚悟を決めていた。

　序列九十八位の超高位序列者に抗するには、こちらも相応のリスクを取らなければならない。

　蓮太郎は手すりを離はなし、反対側の手すりまで行くと、そこから視線をまっすぐ摩天楼に据え、走りだす。

　最初はゆっくり、歩く速さで。徐々に助走をつけると、蹴け躓つまずかんばかりに全速力で走り、地を蹴り柵ごと飛び越え──そこで脚部カートリッジを撃発。

　パァン、という炸さく裂れつ音おんを立ててカートリッジが排出イジエクト。直後に蓮太郎の体は目も開けていられないほどの高速軌道で摩天楼目がけて空中を駆け抜ける。矢や継つぎ早ばやに次々と脚部のカートリッジを炸裂。

　ティナが気付いた。屋上で黄色い銃口炎が閃ひらめいたかと思うと、ピィンという高い音を立てて超音速の弾丸が蓮太郎の真横を掠かすめる。
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『シェンフィールド』なしの狙そ撃げき。だがその精度、以前脅きよう威い的。

　ティナは次々と対戦車ライフルを連発してくる。銃撃間隔の短さからティナも焦あせっているのは確か。

　蓮れん太た郎ろうはカートリッジ撃発の度たびに脚部スラスターの噴射角度をごく微量調整し、必ひつ滅めつの狙撃弾を次々とかいくぐる。

　見る見る目の前に摩ま天てん楼ろうが大きくなっていく。

　さらにティナの狙撃弾二発をくぐり、蓮太郎は最後の脚部カートリッジを炸さく裂れつ。

「いっけええええええええええええええええええぇぇッ！」

　恐ろしい勢いで窓ガラスが迫ってきて、蓮太郎は拳けん銃じゆうを抜き窓に二発発砲しながら突っ込む。

　けたたましい破砕音と共に蓮太郎はガラスを破り、十メートル以上吹き飛ばされながら床を転がる。

　地面に両手をつき、無理矢理体を起こすと、よだれが床の上に落ちる。耳がキンキン鳴っており、悪お心しん、異常な寒気。強烈なＧにさらされ視界がブラックアウトしかけている。

　だが──ようやく届いた。

　いまいるのは、おそらくティナのいる屋上の十階ほど下のフロアだ。蓮太郎は立ち上がりながら思考を回転させる。

　背後を見ると、蓮太郎がさきほどまでいたビルの屋上は遥はるか遠くにある。いまだに、あんな距きよ離りを飛ひ翔しようしてきたことが信じられない。だがこうしなければティナに近づくことすら叶かなわなかったはずだ。

　ティナの属ぞく性せいは狙撃兵であるがえゆえに、狙撃不可能な足あし下もとに近づかれるのを嫌いやがるはずだ。

　おそらく摩天楼の一階部分はプラスチック爆ばく弾だんと対人地じ雷らいの巣になっており、蓮太郎が足を踏み入れたが最後、木こっ端ぱ微み塵じんにするようなトラップがあったと見て間違いない。

　しかしティナは、まさか普通の人間である蓮太郎がこんな方法で接近してくることは絶対に予想できなかったはずだ。

　蓮太郎は天井を見た。ここからが第二ラウンドだ。

　蓮太郎は義手のカートリッジを四発抜き、熱した義足に詰め替え補充する。ＸＤ拳銃の弾倉も交換。

　腰にささったシュアファイア社の軍用ライトを抜くと右手にＸＤ拳銃、左手にライトを持つ。腕うでを交差させ、手ての甲こう同士を密着させながら階段を上がる。

　当然、電力が来ていないのでエレベーターなどは使えない。あったとしてもドアベルを鳴らして相手に訪問を告げるようなものなので使うのはもってのほかだ。

　慎重に階段を上がりながら、脳の知識を引っ繰り返す。

　ティナ・スプラウトはフクロウのガストレア因子を持つイニシエーターだ。

　夜行性が多数を占めるフクロウ種だが、彼らの特徴は夜よ目めが利きくことだけではない。最も恐るべきは、夜間でも獲え物もののわずかな動きを捉とらえる聴ちよう力りよくだ。

　ティナの聴覚も相当なものだろうと考えるのは至し極ごく自然。ここから先、極きよく力りよく音を立てないに越したことはない。

　月光は青白く世界を照らし、肌に当たる空気はひんやりしており、しんと静まりかえっていた。

　油断なく歩ほを進めながら、思えば、こんな戦い方は初めてだと独ひとりごちる。蛭ひる子こ小こ比ひ奈なも藍あい原はら延えん珠じゆも策など弄ろうさない直情的な『武ぶ闘とう家か』属性。それに対して、いま自分が対たい峙じしているティナ・スプラウトは蓮れん太た郎ろうと同じく『兵士』の属性にある。

　拳けん銃じゆうも使えば罠わなも張り巡らせるし、爆ばく薬やくの操作もお手の物だろう。『勝利』の二文字のためにあらゆる騙だまし討うちを肯定する敵。気を抜いたら、それこそ一いつ瞬しゆんで殺される。

　慎重に足音を殺しながら屋上階に行くが、そこには放置された対戦車ライフルと周囲に散らばった空からの弾倉以外、ティナの影も形もない。途中階のどこかに隠れたのだ。

　まずは、さきほどは通り過ぎた一階下のフロアに行く。

　三つに区切られたフロアのうちの一部屋に来た瞬間、途と端たんに蓮太郎は異常を感じ取り立ち止まった。

　暗い、あまりにも暗すぎる。視界が利かないどころか月光すら差し込んでいない。おそらく窓という窓を目張りシールドしているのだ。どうして？　決まっている。相手は暗視プラス鋭敏な聴覚を持っている。この暗くら闇やみの中でも十じゆう全ぜんに行動できるのだ。

　フロアの入り口には薬やつ莢きようが二発転がっていた。

　普通ならここにティナが潜ひそんでいると確信するだろう。だが蓮太郎はこれを見てわからなくなった。

　なぜ、わざわざ薬莢まで転がしておくのだろうか。まるで自分はここにいると喧けん伝でんしているようなものだ。

　ならば、次じ善ぜんの策を講じるしかない。

　蓮太郎は腰に巻かれたポーチを漁あさって、特殊なカーボン素材が束たばねられた物体を取り出す。

　蓮太郎が形状復元ボタンを押すと、折り畳まれていた骨組みが瞬間的に球状に組み上がり、内部のセンサーが作動する。

　未み織おりから授かった手ポ投ケげツ式ト探セ索ンコサマーだ。温体感知サーモセンサーと動体感知モーシヨンセンサーを兼ねており、もし蓮太郎以外に中で動く者がいたら、連動した蓮太郎のスマートフォンにアラート音と共に敵の位置がうつりこむ。

　蓮太郎はポケットセンサーを中に投げ込む。

　しばらく待つが、なんの反応も寄よ越こさない。だがこれだけでは、突入するにはあまりにも心こころ許もとない。

　蓮太郎は特フ殊ラ音ツ響シ閃ユ光バ弾ンを取りだし、歯でピンを抜き投げ込む。

　壁に身を潜めながら音と光の爆ばく裂れつをやり過ごし、突入。フラッシュライトで周囲を照らして、蓮れん太た郎ろうは思わずチクショウと毒づく。

　中は広く、点々と石柱が立っているが、屋上同様ティナはいなかった。

　やはり、囮おとりだったのだ。いまの炸さく裂れつ音おんで間違いなく蓮太郎がどのフロアにいるかティナは知っただろう。

　蓮太郎は首を絞められるような息苦しさを味わっていた。

　視し聴ちよう覚かくが特殊進化しているティナならば、音と光、圧力衝しよう撃げき波はをまき散らすフラッシュバンは天敵だったはずだ。それをまんまと使ってしまった。

　思えば、この戦せん闘とうが始まって以来、蓮太郎は一度もティナの姿を見ていないことに気付く。

　本当にティナ・スプラウトはこの建物にいるのか？　ふとぞっとする考えが脳裏をよぎり首を振る。馬ば鹿かな、自分は何を考えているんだ。不安と恐怖で頭がどうにかしてしまったのか。

　視界すらロクに利きかない闇やみが、これほど人間から理性と平常心を奪い去るのかと思いながら、蓮太郎はさらに一つ下のフロアに行く。構造は、上のフロアとまったく同じ石柱が林立するだだっ広いものだ。

　銃を構え、石柱に身を隠しながら慎重にフロア全体を精査していく。このフロアにもティナはいなかった。

　このフロアは窓が目張りされているようなことはない。一体上のフロアはなんだったのだろうか。

　その時、アラート音がしてびくりとする。慌あわててスマートフォンを取りだすと、先ほど投げ込んだポケットセンサーが反応していた。

　背筋がぞくりとする。そんな馬鹿な。ネズミか何かが偶然通りかかったんだと思いこもうとしても、アラートは悲鳴を上げるかの如ごとくかまびすしく鳴り続ける。

　あの部屋には確かにティナはいなかった。それとも、ティナは幽ゆう霊れいのように自在に消えたり出現したり出来るとでもいうのか？

　その時、視界の端に非常扉を見つけてハッとする。あれは、外階段に通じているはずだ。

　当然摩ま天てん楼ろうの外階段はビル風が強いので、落下を防ぐために厳重に鍵かぎがされているはずだ。ビルの関係者や清掃業者くらいしか使わないだろう。だが、ティナが事前に鍵を開けていたとすれば？　蓮太郎がフラッシュバンを投げ込んだときに非常扉から外階段に逃げて、機を見て再び入ってきたとすれば？

　咄とつ嗟さに予備のＸＤ拳けん銃じゆうを抜くと二に挺ちよう拳銃で持ち、左手で外階段を、右手でたったいま降りてきた内階段の方に向ける。

　呼吸は浅く短くなり、ともすれば恐怖で叫びだしそうになる。神経を逆さかなでするアラートが鳴り止やまない。まるで逃げろ、逃げろ、と言っているように。

　突然、ぷっつりと音が消え、センサーが鳴り止み、粛しゆくとした沈ちん黙もくが返ってくる。

　どっと肩から力が抜ける。やはりなんらかの動物だったのだ。

　拳銃を片方歯でくわえると、空いた手でスマートフォンを取りだして画面を見る。画面にでかでかと表示された『センサークラッシュ』の文字を見て背筋に氷ひよう塊かいを入れられたような寒気を覚える。

　センサーは鳴り止やんだのではなく破は壊かいされたのだ。じゃあティナは──

　その時、ボコリと音がして咄とつ嗟さに首を上に向けると、コンクリ片と一緒に序列九十八位の戦せん鬼きが降り注ぐ。

　蓮れん太た郎ろうは絶望的な表情でそれを見た。

　天てん童どう民間警備会社襲しゆう撃げき事件の際木き更さらが使った床破壊のまさかの意い趣しゆ返し。

　蓮太郎は真まっ青さおになりながらも、ティナの首を狩らんとする回まわし蹴げりを全身のバネを使って回避。耳元をブオンという恐ろしい音が掠かすめ、冷や汗が噴きだす。

　そのまま前転すると振り返り様ざま、左右のＸＤ拳銃の引き金を引きまくりティナに銃弾を浴びせかける。

　ティナはワンタッチ展開式の強化ポリカーボネイト防盾シールドをかざすと、ノックバックしながらも計二十四発の銃弾の暴風すべてを受けきる。

　蓮太郎のＸＤが左右同時に弾たま切れ。それを好機と見たのか、ヒビだらけになったシールドを捨てると、ティナが弾丸の速度で突っ込んでくる。

　民みん警けいの戦術マニュアルに『絶対に避けねばならないもの』として記載されているイニシエーターとの格闘戦インフアイト。

　蓮太郎も歯は噛がみしながらＸＤを放棄。腰を落としティナを迎え撃つ。

　義眼が熱を持ちながら回転、超演算。

　闇やみの中に月光を反射するダガーナイフのきらめきを見た刹せつ那な、蓮太郎も右手を引き絞る。

　天童式戦せん闘とう術じゆつ一の型五番──

　同時にカートリッジが回転しながら吐き出され、鼻び孔こうに硝しよう煙えん臭しゆう。

「『虎こ搏はく天てん成せい』ッ！」

「シィィィッ！」

　ティナの稲妻の如ごとき一いつ閃せんと蓮太郎の神しん速そくの突きが激突し、インパクト面が爆ばく発はつ。フロアに堆たい積せきした砂さ塵じんを吹き飛ばし、衝しよう撃げき波はですべての窓が破は砕さいされる。

　双方共に靴跡を地面に引きながら弾はじき飛ばされる。蓮太郎は地面に落ちたＸＤに飛びつくと、弾リ倉ロ交ー換ドして銃口をティナに向けるが、そこで彼女の姿がかき消えていることに気付いてハッとする。

　蓮太郎は銃を構えたまま注意深くバックステップで柱の裏に隠れる。

　マズイ、暗闇は彼女に味方する。

　フクロウの眼めの光量増幅機能が闇を見通し、フクロウの耳は最悪蓮太郎の呼吸音すら聞き分けるだろう。どうすれば彼女のアドバンテージを潰つぶせる。

　その時、地面をなにかが跳ねるカランという音がしたと思うや蓮れん太た郎ろうの目の前に緑色の球形物が転がってくる。

　蓮太郎の皮膚が総そう毛け立だつ──破砕手しゆ榴りゆう弾だん。

　頭の中が真っ白になりながらも手榴弾を蹴けりつけ大きく跳んで伏せる。

　爆ばく裂れつ音おん。いくつかの破片が皮膚に食らいつき引き裂く激痛が脳を焼く。もがき苦しむ暇もなく、脳がここにいてはいけないと叫ぶ。

　無理に筋力を総動員して咄とつ嗟さに横に転がると、次の瞬しゆん間かんティナの追い打ちの蹴りがたったいま蓮太郎が居た位置をコンクリの路面ごと踏み砕く。

　蓮太郎は雄お叫たけびを上げながら足払いをかける──ヒット。だが驚きよう愕がくすべき事にティナは曲芸めいた動きで地面に手をついたかと思うと高速のバック転で後ろに逃げる。

　ティナはドレスの裾すそに手を突っ込むと黒い球形物を投とう擲てき。わずかな起動音のあと、浮遊すると単たん眼がんを閃ひらめかせてまっしぐらにこちらに突っ込んでくる。

　見間違いようもない、紛まぎれもなく『シェンフィールド』のビット。

　四つめ？　偵てい察さつ機きがなぜ近づいてくる？

　なぜだかとてつもない悪お寒かんがして、立ち上がり様ざまに銃撃するも、ビットは器用に銃弾をすべて避よけて肉にく薄はく。

　マズイと思い、咄嗟に、焼しよう夷い手榴弾の点火ピンを抜くが、圧倒的に敵の方が早い。

　カメラアイのぎょろりとした単眼と目が合い、意思無き機械が、薄うす気き味み悪く眼めを細めて笑う。

　ゾッとする間もなく、蓮太郎の胸元でビットが自爆。肌を焼くとてつもない爆炎に吹き飛ばされ、体は床をバウンドし柱の一本に背中から叩たたきつけられる。

　あまりの激痛に食いしばった奥歯が欠け、視界が暗転しかける。

「ゴフッ」という気持ち悪い音がしたと思ったら、血液が蓮太郎の口からとめどめもなく溢あふれ、温かく胸を濡ぬらしていた。

　重い目ま蓋ぶたを震ふるわせて正面を見ると、ティナはさらに二個のビットを周囲に展開させ、こちらを警戒している。

　蓮太郎とティナのちょうど中間に、蓮太郎が取り落とした焼夷手榴弾が転がっていた。点火ピンが抜けて、安全レバーも外はずれているのに、いつまで経たっても爆発しない。不発だ。最後に運にまで見放されたのだ。もっとも、テルミット火か焔えんによって炎熱ダメージを与える焼夷手榴弾が燃焼したところで、距きよ離りがあるのでティナにはまったくダメージにはならないが。

　服が爆炎でぶすぶすと焦げ、ひどいにおいを発している。胸にビットの大きな破片が三つ突き立ち、グロテスクなアートのようだ。

　もう、指先一本動かせそうにない。

　蓮太郎は静かに首を左右に振り、痛む肺を堪こらえながら、震える吐息をつく。

　──強過ぎる。

　止まらない出血が、体の各所から地面にしたたり落ちる。

　皮膚は火傷やけどで水すい疱ほうが出来ているのに、刻一刻と血が抜けているせいで体は凍こごえそうなほど寒い。

　死ぬのか？　こんなところで？　わけもわからず。

　視界がぼやけ、徐々に意識が拡散していく。脳裏を楽しかった思い出がスライドショーのように流れていく。

　ふと、延えん珠じゆと一緒に名画座で観みた映画『バリーリンドン』を思いだす。キューブリックという監督が作ったらしく、上映時間を消化しエンドロールに移る直前、まっ暗な画面が表示されたあと、唐とう突とつにテロップが流れたのだ。

　美しいものも、醜みにくいものも、今は同じ、すべてあの世、だったか。

　あれが、自分の何倍も生きた人間が開いた悟りだとしたら、あまりにも悲しい。ひどすぎる虚無主義ニヒリズムではないか。

　暗い穴の底に吸い寄せられている感覚。

　寒い、暗い、クソッ。

　嗚あ呼あ、死ぬ。

『蓮れん太た郎ろう』

　遠ざかりかけた意識に途と端たんに流し込まれた懐なつかしい少女の声。

　その時、突とつ如じよ炸さく裂れつ音おんがして、二人の中間にテルミット火か焔えんが噴き上がり焦しよう熱ねつ地獄が顕けん現げんする。

　蓮太郎は声もなく驚きよう愕がくする。

　焼しよう夷い手しゆ榴りゆう弾だん？

　通常、手榴弾は相手に向かって投げ放ってからの爆ばく発はつまではたったの数秒である。

　ひどい遅延爆発を起こす不良品だって、数十秒経たてば爆発する。それでも爆発しないものは完全な不発弾だ。さきほど焼夷手榴弾を取り落としてから体感で一分近く経っている。それが急に爆発するなんてこと、あるわけが──

　見ればティナは腕うでを上げて眼めをかばっている。

　頭の中で疑問が鎌かま首くびをもたげる。どうして？　確かにここは薄うす暗ぐらいが月明かりもあるし、なにも見えないほどではない。

　だが顔を覆おおい歩行すらままらず立ち往生するティナは、まるでなにも見えていないみたいじゃないか。

　カッと脳裏を理解が貫く。

　いや、実際彼女は見えていないのだ。きっと彼女のフクロウの暗視による光量増幅機能がアダになって、一気に光を流し込まれた視界は真っ白に白はく濁だくしているに違いない。

　──延珠、お前なのか？　お前が起こしてくれた奇跡なのか？

　千せん載ざい一いち遇ぐう。これがラストチャンス。

　そうだ、まだ負けられない。

　俺おれは、延えん珠じゆの、木き更さらさんの、菫すみれの未み織おりの聖せい天てん子し様の期待を背負ってここにいる。

　自分には、帰るべき世界がある。

　帰りを待ってくれる人がいる。

「まだ、だあああああああああああああッ！」

　最後の力を振り絞る。体全体から夥おびただしい量の血がしたたり、足下の血ち溜だまりを一気に広げる。だが、構わない。

　死力を尽くして舞う天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ『水すい天てん一いつ碧ぺきの構え』。

　脚部カートリッジ撃発させて脚部可動スラスターを点火。吹き飛ばされるような加速でテルミット火か焔えんをくぐるとティナの前に躍おどりでる。ティナからしてみれば、二千度を超える業ごう火かの帳とばりを切り裂いて蓮れん太た郎ろうが飛びだしてきた形になる。

「ラアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　ティナの防御に繰り出したシェンフィールドをくぐると、ぎょっとするティナの右足をブーツで踏みつけて肩から体当たり。

　──天童式戦闘術三の型九番『雨う奇き籠ろう鳥ちよう』

　快音を立ててティナの薄い体が吹き飛び、「ぐっ」といううめきが漏れる。足を踏みつけた状態で繰りだす体当たりは、衝撃力を背後に減げん殺さいしにくいため、まともに当たれば内臓が裏返るほどのダメージ。

　ティナはたまらず数歩たたらを踏む。

　そこを逃のがす蓮太郎ではない。

「天童式戦闘術一の型十五番──ッ」

　腕うでのカートリッジを同時に撃発させる炸さく裂れつ音おんに、ティナの痛恨の表情が視界を掠かすめる。

「しまっ──」

「────『雲う嶺ね毘び湖こ鯉鮒りゆう』ッ！」

　激げき甚じんな破は壊かい力りよくを誇るアッパーカットがティナが防御に繰り出したダガーナイフを叩たたき折り炸さく裂れつ。ティナの体は易やす々やすと吹き飛びコンクリを砕きながら天井にぶち当たり陥かん没ぼつさせる。

「天童式戦闘術二の型四番────」

　蓮太郎は右足をピンと伸ばしたまま、ゆっくりと直上に振り上げる。野球選手の特殊な投法の如ごとく一八〇度天に靴の裏を向け、ぴたりと静止。

　ティナの体が天井から剥はがれ落ち、力なく落下の軌道を描く。ティナは弱々しい瞳ひとみでこちらを見る。

　脚部から三連続の炸裂音。回転しながらイジェクトされた三発の黄金色の空から薬やつ莢きようが炎の揺らめきを反射しキラキラ輝かがやく。

　鼻び孔こうを焼く火薬のにおい。

　束つかの間ま、すべての音が消える。

　世界は静かで、安らかだった。

　蓮れん太た郎ろうは目ま蓋ぶたを閉じる。




「──『隠いん禅ぜん・上しよう下か花はな迷めい子し・三点撃バースト』ッ！」




　鉄てつ槌ついの如く打ち下ろされた踵かかと落おとしがティナにクリーンヒット。フロア全体に激げき震しんが走り、地面が大きく陥かん没ぼつ、貫通。

　大口径薬やつ莢きよう三発分の莫ばく大だいなエネルギーが、ティナの体を病わくら葉ば同然に吹き飛ばし、轟ごう音おんと共に立て続けにフロアの床をぶち抜く。

　摩ま天てん楼ろうそのものが崩ほう壊かいするのではないかと言うほどの振動のあと、ようやくノイズが消える。

　下を見れば、映し鏡のように連続的に続く穴の最さい奥おう、八階下のフロアにティナが倒れている。八枚も床を抜いた末、ようやく止まったらしい。

　爆心のティナは昏こん倒とう、戦せん闘とう不能。

　伸び上がる炎が蓮太郎の長い影を床に投げる。蓮太郎は静かに息を吐き『百ひやく載さい無む窮きゆうの構え』のまま残ざん心しん。

　その時、視界がぐらりと揺らいだかと思うと、気付けば蓮太郎も大だいの字じに倒れ込んでいた。

　頭はズキズキするし、目眩めまい、吐き気。体はいまにも分解しそうだ。

　よくもこんな状態で戦っていたものだと、あきれかえりながら天井を見つめる。

　一．五キロ先から狙そ撃げき兵へいに接近して近接戦闘で潰つぶす。狙撃兵に対する攻略法の定じよう石せきはカウンタースナイプと呼ばれる狙撃返しであることを考えると、滅め茶ちや苦く茶ちやにもほどがある戦法である。

　蓮太郎は億おつ劫くうげに体を起こし床面に片かた膝ひざをつくと、膝に手を置いて思い切り力を込めながら立ち上がる。

　手て負おいの獣けもののような浅く短い呼吸が漏れる。

　全身痛つう覚かく神経の塊かたまりのようだった。息を吸い込むだけで肺が痛む。

　唾だ液えきと混じった赤黒い血液が口から垂れ、地面に血を吐いた。

　口元を拭ぬぐう、感かん慨がいにひたっている暇はない。まだ蓮太郎にはやることが残っているのだ。

　壁に手をつきながら階段を降りること八階、ティナが倒れていた。

　蓮太郎は近づきながら、ティナの眉み間けんに拳けん銃じゆうを照準する。

　ティナの服もボロボロ、骨も何本か折れている。超バラニウムの踵落としをまともに食らったはずなので、しばらくは、体が思うに任まかせまい。

　ティナはヒューヒューと音を立てながら胸を膨ふくらませ、首だけわずかにこちらに傾け、薄うす目めを開けて蓮太郎を見る。
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「蓮れん、太た郎ろう……さん。とどめを、お願い……します」

「…………」

　蓮太郎とティナの視線が絡からむ。勝利の感慨は消え、怒りも悲しみもない。あとには、虚むなしさだけが残る。

　ティナはなおも切れ切れにうめく。

「私の、体は……テクノロジー、の塊かたまりなので、生きて、他国に……捕ら、われるわけには……いかないんです」

　彼女を殺す。そうすれば聖せい天てん子しの危機は完全に排除されるだろう。

　どのみち、警察に引き渡したところで、国家元げん首しゆ暗殺未遂などという大それたことをやったイニシエーターが、まともな処遇を受けられるとは思えない。

　さらに気がかりなのは、彼女の背後にいたエイン・ランドの意図だ。

　菫すみれからの話を総合するに、人を人とも思わない外げ道どうのように思う。

　そんな奴やつならば、ティナに、敗北と同時にただちに自じ死しを命じていたとしても、そうおかしな話ではない。

　もし自死を選ばなかったとランドが聞きつければ、今度はティナが暗殺の対象になる可能性すらあるだろう。

　どう転んでも、今日を生き延びたティナの明日が、明るいものになるとは考えづらかった。

　蓮れん太た郎ろうは拳けん銃じゆうを引き金にかけた指に力を込める。

　やがて一つ頷うなずくと覚悟を決め、目を閉じた。

　蓮太郎は銃をしまい、ティナを助け起こし肩を貸す。

　ティナの瞳ひとみが見開かれる。

「どう、して……？」

「俺おれはお前を殺したくて戦ってたわけじゃない」

　蓮太郎は正面を向いたまま、遠く壁の向こうにある病院の方を見据えた。

「それに、お前は延えん珠じゆを助けてくれた……ありがとう、ずっとそれを言いたかった。お前の処遇、絶対悪くならないよう掛け合ってやる！」

　肩を通じてティナの体が震ふるえ、続いて、横で小さく嗚お咽えつを漏らす音が聞こえてくる。熱い液体が蓮太郎の肩口を濡ぬらすのを、努めて気付かないフリをする。

「私、全部なくなっちゃったんです。戦いしかなかったのに、負けて、全部なくなっちゃった」

「…………」

「蓮太郎さん……私、わからないんです。どうしてこんなことになったのか……どうすればいいのか……全然。こんなはずじゃなかったのに、ずっと人生がおかしくなってて、もうどうすればいいのか、本当に、わからなくて…………」

「……喋しやべるな、傷に障さわる」

　それから蓮太郎は、ティナに肩を貸しながら一歩一歩、長い階段を下くだっていった。

　一階は蓮太郎の予測した通り爆ばく薬やくの巣になっていたが、幸いにも動体感知による自動起爆タイプのものはなく、すべて無線による遠隔起爆式だったので、ティナが戦せん闘とう不能である限り問題はなさそうだ。

　かびくさい建物の外に出ると清せい涼りような空気と月光の光が出迎えて、顔を上げる。

　とりあえずは、病院だ。

「責任、とってもらいますからね」

　驚おどろいて横を見ると、ティナは泣きはらした瞳のまま、うっすらと微ほほ笑えんでいた。

「私を倒したんですから、その責任、取ってもらいますから」

　蓮太郎は一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられたが、すぐに朗らかに頷く。

「ああ、わかった」




　──突とつ如じよ銃声がして、ティナが膝ひざを崩した。




「……ぁ…………」

　ティナが信じられないような表情で胸に空いた黒い穴を見ていた。穴から漏れ出した鮮血が服をじわじわと浸食していく。

　ティナは小さく開けた口をわずかに動かし、だが声もなく蓮れん太た郎ろうを見上げると、困り果てたように小首をかしげて微笑しようと努力する。

　ツカツカと近づいてきた制せい帽ぼうに白マントの男がルガー拳けん銃じゆうを撃ち込む。ティナの喉のどから鮮血がほとばしり、背後に倒れる。

　保やす脇わきがティナの腹を思い切り蹴け飛とばすと、ティナの体は軽々と宙を舞い、グシャリと音を立てて落下する。すべてが悪い冗談のような光景だった。

「殺し屋風情がッ、てこずらせおって！」

　──なぜ、こいつが…………？

　麻ま痺ひした脳で首を傾けると、その疑問に答えるように保脇がこちらを見る。

「聖せい天てん子し様は無事送り届けている。今いま頃ごろ会談中だろうよ。ああ会談が終わる前には帰らねばならならんから、こちらも忙しいんだ。そんなことより──」

　保脇がニヤニヤ笑いを浮かべる。

「なんだ、その表情は？　ゴミを一つ、お前の代わりに処分してやったんだぞ。感謝の一つぐらいしたらどうだ？」

　直後に憤ふん激げきが脊せき髄ずいを貫き、脳を焼き尽くす。

「ブッ殺してやるッ！」

　拳けん銃じゆうを抜こうとホルスターに手を掛けた瞬しゆん間かん、ミシリと音がして背後から衝しよう撃げき。

「カッ……ハッ」

　肺はい腑ふから空気を絞りだされながら背後を見ると、仲間の聖天子付づき護ご衛えい官かんの拳こぶしが背にめり込んでいる。

　息も絶え絶えになりながらお返しに裏うら拳けんで顎あごを叩たたき潰つぶすが、もう一人に腰を押さえられ、足が払われ、地面が迫ってきたと思うや強きよう靭じんな力で頭を押さえ込まれ地面に叩きつけられる。

　ビキリと筋が張って腕に激痛が走り、無理矢理背後を見ると、他の護衛官が三人、蓮太郎の背に乗り、後ろ手に拘束していた。奥歯が砕けんばかりに歯を食いしばり、うなり声を上げながらめちゃくちゃに暴れるが、戒いましめは緩ゆるみもしない。

「保脇いいいいいいぃぃッ！　貴きッ様さまああああああああッ！」

「クハハハハハッ。漁ぎよ夫ふの利りってのはまさにこのことだね」

　その時、ティナの体が弓なりに反ったかと思うと、強く血を吐く。

　──ティナ！　生きてる！

　保脇が自分のルガー拳銃を見つめたあと、薄うす気き味み悪そうにティナを見る。

「やはりバラニウム弾でなければ死ににくいな」

　そこでなにか思いついたのか、仲間の護衛官に向かって薄ら笑いを向ける。

「おいお前等ら、一つ生物学的実験をしないか？　お題は、『赤あか目め』は鉛弾で何回撃ったら死ぬのか、だ」

　他の護ご衛えい官かんが肩を揺すって忍び笑いを漏らす。

　保やす脇わきは倒れたティナの体を跨またぐと、連続で拳けん銃じゆうの引き金を引いた。

　ティナの体が踊り、ほとばしる鮮血が保脇の顔にかかる。

　ティナの足が突っ張り、何度も地面を引っ掻かく。

「やめろおおおおおおおおおおッ！　殺してやる！　保脇いいいぃぃ、貴きッッ様さまああぁッ、殺してやるうううッ！」

　保脇が両手を広げ狂笑する。

「ヒハハハハッ、そうだ！　その表情が見たかったよ、里さと見み蓮れん太た郎ろう！　ヒャハハハハハッ！」

　保脇は銃口を上げると、ティナの眉み間けんに照準する。

「フィナーレだ！」




「──そこまでですッ！」




　厳げん粛しゆくな一いつ喝かつが、その場に存在した人間を残らず凍り付かせた。

　保脇も、部下の護ご衛えい官かんも、場に存在する全員が口を開けたまま固まり、息を詰め一点を見据える。

「聖せい天てん子し様……」と、誰だれともなく呟つぶやく。

　その美び貌ぼうは綺き羅ら星ぼしのようだが、威圧する眼光は稲妻そのもの。この場にいるはずがない純白の権力者がいた。

　保脇が拳銃を取り落とすと、真まっ青さおになってあとずさりする。

　蓮太郎の拘束がゆるみ、蓮太郎も呆ぼう然ぜんとしながら立ち上がる。

　なぜいまここに。会談中ではなかったのか。

　保脇も同じ疑問に思い至ったらしく「一体どうして……」とおののきながら問う。

「あなたたちが独断専行したと聞いたので、斉さい武たけ大統領との会談を中ちゆう座ざして参りました」

「馬ば鹿かなッ！　たかが民みん警けいのために大おお阪さかエリア国家元げん首しゆとの会談を投げてきたですとッ」

「わたくしにとって里見さんはたかが民警ではありません。そして、あなたたちの狼ろう藉ぜきをこれ以上見過ごすわけにもまいりません」

　聖天子は横目で蓮太郎を見る。

「里見さん、わたくしに教えてください。わたくしの命を救ってくれたあなたが、わたくしに望むものはなんなのかを」

　──なんなのか？

　拳こぶしを固く握りしめる。

　決まっている。

「──力が欲しい！　俺おれの守りたい者を守れる力が欲しい！」

　聖せい天てん子しはしばらくの間、目を閉じたままだった。

　やがて、目ま蓋ぶたを上げると朗々と語りだす。

「里さと見みさん、力には責任がついて回ります。あなたが剣を振り下ろした時、あなたには夥おびただしい返り血が降りかかることを忘れてはいけません。力に過ぎれば暴君となり、責任が過ぎれば心を砕かれてしまう。天てん地ち開かい闢びやくより力と責任のバランスがとれたことは一度としてありません。あなたはそれを両立させなさい────与えましょう、その力」

　夜や天てんに厳おごそかな声が響ひびき渡る。

「東京エリア国家元げん首しゆの特権によりＩＩＳＯの辞令をスキップ、里見蓮れん太た郎ろうの序列を千番から三百番にまで昇格させます。里見さんの機密情報アクセスキーのレベルは五に、そして疑似階級は二に尉いに昇任──つまり保やす脇わきさんの一つ上です。この意味がわかりますか？」

「はい」

「力なき正義に価値はありません。もっと強くなって里見さん、誰だれよりも強く」

　蓮太郎が静かに顔を上げると、護ご衛えい官かんは凍り付き、保脇は顔色をなくしている。

　蓮太郎はＸＤ拳けん銃じゆうを抜くと、三発撃った。

　保脇の右肩、左脇に着弾し、右の親指を付け根から吹き飛ばす。

「アギャッ、ギャアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　泡を食ってこちらに銃を向ける護衛官たちを、蓮太郎は冷ひややかな横目で見る。

「誰だれに、銃を向けてんだよ」

　びくりとして、護衛官たちの動きが固まる。

　蓮太郎はその横を通り過ぎると保脇の前に立ち、彼を見下ろす。保脇は恐きよう懼くにおののきながら必死に尻しりであとずさりする。

「ひゃあああああああ。く、来るなッ……来るなあああああッ」

　蓮太郎は、満月を背に銃口を上げて保脇に照準する。

　心はマグマのように煮えたぎっているのに、声こわ音ねだけは、絶対零れい度どに凍結していた。

「失うせろ、そして二度とティナに近づくな。拒否するならば、上官反逆罪により貴き官かんをこの場で射殺する」






　　終　章　　　私の帰る場所




　終業のチャイムが鳴ってしばらくして、勾まが田た高こう校こうの校門から三さん々さん五ご々ごに生徒が吐き出されていく。

　その中に、頭や体の各所に包帯が巻かれミイラ男のようになった里さと見み蓮れん太た郎ろうの姿もあった。

　蓮太郎は、鞄かばんを背にかけ背中を丸めながら校門前の通りを繁華街方面に国道に沿ってまっすぐ進み、スーパー前の沿道で二回折れると、近道の狭い隘あい路ろを進んでいく。

　ふと立ち止まり、首を傾ける。塀へいを越えたブナの梢こずえから斜めに木こ漏もれ日びが差し込み、風にそよいで瞬またたく。

　溜ため息いきをつくと、再び歩きだした。

　蓮太郎は道すがら、ここ最近立て続けに起こった事件を頭の中で整理する。

　あれから一週間が経たっていた。

　先日、国際イＩニシエＩーターＳ監督機構Ｏから正式な通達があって、晴れて蓮太郎と延えん珠じゆのＩＰ序列は三百番まで上がった。

　蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件の叙じよ勲くん式しきのように派手に喧けん伝でんしなかったため、序列向上を知っているのはごく近しい人間にとどまっている。アクセスキーは菫すみれに渡してあるので、ほどなくして、レベル五でタッチできる情報をさらってくれるだろう。

　菫は「よくもまあ、単身序列九十八位を潰つぶすなんて馬ば鹿かなことをやるね」とあきれかえっていた。未み織おりも似たような反応だが、こちらはもっとしたたかで、すでに司し馬ば重工の広告塔として蓮太郎を起用しようと真剣に検討しているらしい。

　なお驚きよう愕がくすべきは聖せい天てん子しで、本当に斉さい武たけとの会談を放ほっぽって蓮太郎の元まで駆けつけたらしく、怒いかり心しん頭とうに発した斉武は、肩をいからせて大阪エリアに帰ってしまった。

　結局、斉武とランドとの繋つながりを立証できる物的証拠は現在に至ってもなに一つ挙がっていない。

　木き更さらが言うには、通常この手の暗殺指令が出る時は、間に何人か人間を経由するのが普通らしく、末端を捕まえてもそもそも本当の依頼人を知らないことが間ま々まあるらしい。

　彼女の言葉が本当だとして、ならばティナを締め上げても斉武まで辿たどり着く可能性は限りなく低いだろう。

　インターネットで悪事を働こうとするとき、足がつかないように『踏み台』と呼ばれるサーバーを経由して、悪事が露ろ見けんしそうになると切り捨てていく方法があるが、まさにそれだ。

　ティナは踏み台にされたのだ。

　そして、トカゲのシッポ切りも同然に真っ先に切り捨てられた。

　犯人はわかっているのに、手がだせない。それは前回のテロ事件の折、天てん童どう菊きく之の丞じようと対たい峙じしたときも味わっている。

　天てん童どう菊きく之の丞じよう──

　彼について考えを至らせた時、湧わき上がってくる感情は、一つや二つではない。

　聖せい天てん子しを敬愛し彼女を補佐する敏びん腕わん補佐官の菊之丞と、ガストレアに異常な執念を燃やす差別主義者として振る舞う菊之丞。その二つの魂が一つの体に同居している。

　人は言う──人間は本質的に善である。あるいは本質的に悪である。

　だが結局のところ人間は善でも悪でもない。ただ立場や価値観によってその二つが目まぐるしく変化していくだけだ。

　ならば仮かり初そめにも善は存在しないのか？　倒すべき悪は？　その境界とは？

　蓮れん太た郎ろうはポケットに両手を突っ込んだまま、ぐっと首を傾け空を見た。

　ただ一つはっきりしていることは、目的のために手段を正当化する斉さい武たけや菊之丞のやり口は、蓮太郎にとって絶対に相あい容いれないということである。

　いずれ、彼らと再び対決する機会もあるだろう。その時、自分が態度を決めかねていれば、それは致命的な隙すきになりかねない。

　そろそろ自分も、己の地ち歩ほを固めなければいけないのかもしれない。

　どこをどう歩いたのかほとんど覚えていないにもかかわらず、いつの間にか天童民間警備会社の前まで来ていた。

　習慣というものはまことに恐ろしいものである。

　愛すべきボロビル、ハッピービルディングの外観は大きく変化していた。ティナと木き更さらが好き放題暴れてくれたおかげであちこちが崩ほう落らくしており、青の防水シートがかかった二階のキャバクラはまだ営業中止らしい。

　漫まん然ぜんと階段を上りながら、ふとティナは元気だろうかと思った。

　ティナは手術の末、一命を取とり留とめた。

　彼女の身み柄がらは『聖天子預かり』という異例の措置を受け、聖せい居きよにて軟なん禁きんと事情聴ちよう取しゆが続いているらしい。願わくば、彼女に下くだされる沙さ汰たが寛大なものであってほしい。

　気分を切り替え事務所の扉をくぐると「あ、里さと見みくん」「蓮太郎！」という二人の女性の声が出迎えてくれる──快復した木更と延えん珠じゆだ。

　麻酔が切れた延珠はほどなく全快して退院すると、もう普段と変わらぬように振る舞っている。

　ふと、病室での医者の言葉が脳裏に反はん芻すうされる。

『一つ、里見さんにお伝えしなければならないことがあります。あなたのイニシエーターの体内浸食率ですが……』

　蓮太郎の前に来た延珠が、くりっとした大きな瞳ひとみで小首をかしげる。

「どうしたのだ、蓮太郎？　妾わらわの顔になにかついているのか？」

「………………。……いや、お前がいるといないとじゃ、やっぱ事務所の雰ふん囲い気きが全然違うなって思ってたんだよ」

　延えん珠じゆは束つかの間ま驚おどろいた顔をしたあと、くすぐったそうに笑う。

「ふふふ、そうであろうそうであろう」

　蓮れん太た郎ろうは、頭を振って気分を切り替える。

　来客用ソファにどっかりと腰を下ろし大きく伸びをすると、パキポキと骨が鳴った。

　さあ、今日も儲もうからない仕事をしようじゃないか。

「蓮太郎さん、お水どうぞ」

「お、悪い、気が利きくな、ティナ」

　水を干して、そこではてと思い至った次の瞬しゆん間かん、盛大に口と鼻から水を噴きだしていた。

「キャッ」と悲鳴があがってお盆を持った少女が顔だけ放水をガード。お盆を半分だけずらすと上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

　金髪、少し眠そうな目。

　ティナだ。間違いない。

「なにするんですかッ？」

「なんでいるんですかッ？」

　思わず口調がうつる。

　木き更さらがにこにこしながらティナの背後に回ると、彼女の両肩に手を置いてこちらを見る。

「うふふ、雇っちゃった♪」

「いや……『雇っちゃった♪』って…………」

　自分の記憶が確かならば、木更はガトリングガンで蜂はちの巣すにされかけて、延珠は対戦車ライフルで腹をぶち抜かれたはずだ。蓮れん太た郎ろうに至っては至し近きん距きよ離りをぴゅんぴゅん対戦車弾が掠かすめてぶっちゃけ泣きそうだった。

　自分が殺されかけたことを一いつ瞬しゆんで忘却してしまうほど彼女たちの記憶能力は残念なことになっていたのだろうか。あるいは、自分のあずかり知らぬ間に、木更たちはティナにしこたま頭を殴られて脳に問題が発生していたのかもしれない。可か哀わい想そうに。

「ちょっと里さと見みくんッ？　なによその目！　釈しやく放ほうされてティナちゃん帰るおうちないのよ？　可哀想だと思わないの？」

「でも……こいつ殺し屋だぞ」

「妾は別に構わないぞ！」

　延珠が喜き色しよく満まん面めんで手を振ると腰に手を当て胸を張る。

「ついに妾にも後輩ができたのだ。妾のことは延珠先輩でいいぞ」

　木更も延珠の尻しり馬うまに乗ると、鼻高々に胸を反そらし、目を閉じ胸に手を置く。

「ギャングのアル・カポネって、自分を殺そうとした殺し屋を逆に用心棒に雇ってるでしょ？　私にも、それくらいの器量があって良いと思うの」

　蓮れん太た郎ろうが小さく口を開けたまま固まっていると、事務所員を単身全ぜん滅めつさせかけた少女が、はにかみながら一歩こちらに進みでる。

「今日から天てん童どう民間警備会社でお世話になることになりました。よろしくお願いします、蓮太郎さん」

　嬉うれしそうにぺこりと一礼する。

　蓮太郎はあきれと脱力でソファごと後ろにひっくり返りそうになった。

　天井を見ながら大きく溜ため息いきをつく。

　合あい縁えん奇き縁えん、袖そで振り合うも多た生しようの縁えんとは言うが──

　どうなっても俺おれは知らないぞと独ひとりごちる。

　なにはともあれ、また、事務所が騒さわがしくなりそうだった。










・藍あい原はら延えん珠じゆ、ガストレアウィルスによる体内浸食率四三．〇％。

・予測生存可能日数消費まで、残り５６０日。
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あとがき




　小説家という生き物には、大なり小なり逃避ネタと呼ばれるものがあります。

　逃避ネタとは、締め切りに追われてにっちもさっちもいかなくなった作家が、しがらみの多い物質世界を離はなれて精神世界に大脱出エクソダスするための精神的触しよく媒ばいのことです。

　神かん崎ざきがしばしばお世話になるのはドラゴンボールを七個集めたらシェンロンになにをお願いするか、というもの。

　不老不死、ＪＫのパンティ、出版社の爆ばく発はつなど願い事を挙げだせばキリがないのですが、最終的には、執筆スピードを三倍程度に伸ばしてもらえまいか、などと、控えめなお願いに絞られていきます。ですが答えはだしません、迷ってる時間が楽しいんです。

　本書執筆時、ちょっとスケジュールがとんでもないことになっていて、大変逃避ネタのお世話になりました。締め切りも明日に迫ろうというのに、ファミレスの椅い子すに腰掛けて呆ほうけた表情で宙の一点を見つめ、心の中でシェンロン出現を熱望している作家というのは、控えめに言ってかなりダメな存在だと言えましょう。

　ある日グロッキー気味の疲れた眼めで、「黒くろ崎さきさんも一緒に願い事考えませんか？」と、担当氏をまったく生産性のないシェンロン時空に引きずり込もうとしたら「じゃあ締め切りを無事切り抜けたら一緒に考えましょう！」と、助け起こすフリして派手に地獄に投げ入れてくれちゃいました。担当さんの切り返しの上う手まさは、思いだすだに枕まくらを涙で濡ぬらすレベルです。

　本書はそんな作家と編集者によって作られています。




　あと本書、ブラック・ブレッ『ド』ではなく、ブラック・ブレッ『ト』です。ええ、濁にごらないんですよ。ブレッドの方だと『黒のパン』になるそうで……いや、いいんですぜ？　黒こく糖とうパン超ちよう美う味まいし。




　ここからは少し真ま面じ目めに。

　いつもお世話になっています担当編集黒崎氏、美び麗れいなイラストで本編に彩いろどりを加えてくださる鵜う飼かい沙さ樹き先生、他、編集部の皆様を含め本書に関かかわっていただいたすべての方に感謝を。

　そして最後に読者様。頭の中を含め設定はたくさん作ってあるので、次巻以降も楽しみにしていてください。

　今巻を手に取っていただき、本当にありがとうございました。

　私の本を読んでくれた読者様すべてに、神様の祝福がありますように。
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神かん崎ざき紫し電でん

北海道出身東京都在住『第一回小学館ガガガ文庫大賞受賞』のファミレス作家。朝方作家という性格上、昔からファミレスのトイレで歯を磨いているおじさんと遭遇します。その堂々とした立ち姿を見る度に自分のファミレッサーとしてのレベルの低さを痛感します。
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鵜う飼かい沙さ樹き

ツンデレの比率は、【ツン:99.9999999】に対し

【デレ:０（慣用表現である始点としての、またはセルシウス温度でいうところの）】位でお願いしたいAB型です。
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ブラック・ブレット2




VS神しん算さん鬼き謀ぼうの狙そ撃げき兵へい
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